















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ここは西欧に存在する地方都市ラピス。

　この街には魔女が住んでいる。

　世界最大の魔法組織『国際魔法協会』に七賢人として認定される永年の魔女ファウスト。

　そしてその愛まな弟子でしである見習い魔女こと私、メグ・ラズベリーだ。

　今から約半年前、私は十七歳の誕生日に余命一年の『死の宣告』の呪いにかかっていることをお師匠様より告げられた。

　助かる方法はただ一つ。一年間で千粒の嬉うれし涙なみだを集めて『命の種』を生み出すこと。

　最初は不可能に思われた嬉し涙集めだったが、お師匠様と同じ七賢人の祈いのりさんやソフィ、ジャックやクロエとも出会い、この半年間で約五百粒近い涙を集めることができた。

　また、魔女としても大きく成長し、特に水の都アクアマリンでの経験は人生の転機となった。

　人の感情エネルギーを魔法にする感情魔法を開花させた私は、その力で古の魔女テティスの魔法を蘇よみがえらせ、数千年に一度と言われた大災害をも乗り越えることができたからだ。

　不可能に思えた嬉し涙集めは、ようやく軌道に乗り始めていた。




　アクアマリンの大災害から生還して二週間が経過した。

　寒かった冬はすっかり過ぎ去り、季節は本格的な春──四月へと突入している。

　この二週間は特に事件もなく、私は束つかの間まの日常を何事もなく過ごせていたのだが。

　ここ最近はかなり色々あったためだろうか。

「うぅ、眠てぇ……」

　私はまともに眠れていなかった。

　朝食を作りながら、ぼやける目をこする。昨日は早く寝たはずなのに、何時間も活動した後のように体がふらついた。

　するとリビングに入ってきたお師匠様が私を見て驚いたように目を見開いた。

「何だいメグ、ずいぶんくたびれた顔してるじゃないか。ちゃんと寝てるのかい」

「一応……。でも眠りが浅いっていうか、あんまり寝た感じがしなくて」

「いつもは一分もしないうちに眠りにつくくせに、珍しいこともあるもんだね。隕いん石せきでも降るんじゃないかい」

「言いすぎやろ」

　下らないやり取りをするも、自分でもわかるくらいツッコミが鈍い。

「……実は、変な夢を見るんですよね。妙に具体的っていうか、映画を見てるみたいな」

　そう、このところ毎日同じ夢を見ている。

　大きな街で、大勢の人が歩いている夢だ。賑にぎわっている街の中、一人の男性が何かを見つけて空を指差す。指し示された方向に、他の人たちも次々に目を向ける。

　皆が目を向けた先には、一人の人間が宙に浮かんでいる。逆光でそれが誰かはわからない。

　そこでいつも目が覚めてしまう。

　わずか五分くらいに感じる夢なのに、目覚めるともう朝になっているのだ。

「夢は潜在的な意識や記憶の表れでもあるからね。何か悩みでもあるんじゃないのかい」

「悩み、ですか……」

　余命のこともあるしないと言えば噓うそになるが。何日も悩んで迷うくらいならまず行動するのが私という人間だ。悩むならすでに動いているし、迷っているならすでに相談している。

「あんまり思いつかないですね」

「なら、潜在夢かもしれないね」

「潜在夢？」

　聞き慣れない単語が出てきた。

「体内に許容できる魔力が高まると、夢の見方が変わるのさ。魂に刻まれた記憶や、遠い世界に存在した確かな光景を夢で見ることがある。それが潜在夢だ」

「それって、お師匠様の千里眼みたいなものですか？」

「千里眼よりは不安定な代物さね。狙ってできるものじゃない。潜在夢は体内に増えた魔力に体が適応してる証あかしだ。お前が魔女としてそれなりに力をつけたから、潜在夢を見るのかもしれないね。数日もすれば治まるだろう。それまで我慢しな」

「うえぇ……、そんなご無体な」

　そう言ったお師匠様は、どこか嬉しそうだった。私の成長を喜んでいるのかもしれない。ただ、成長したと言われてもピンとこない話だ。ここまで寝不足になるなら、正直嬉しくはない。

　ふらつきながら午前を過ごし、午後には薬の配達に出た。




「じゃあヘンディさん……薬届けましたんで……」

「メグちゃん、酷ひどいクマだけど大丈夫かい？」

「寝りゃ治りますよ。ちゃんと寝れればね……」

　寝たところでまた浅い睡眠では意味がないのだが。とにかく今はフカフカのベッドで沈むように眠りたい。

「ううう……、眠たい」

　フラフラと家路につくものの、体がもたずベンチに座り込んでしまう。街の中央広場のベンチでぐったりとする私を、使い魔のシロフクロウとカーバンクルが心配そうに覗のぞき込こんだ。

「お姉さん大丈夫？」

　不意に誰かが声をかけてくる。

　顔を上げると、見覚えのない小学生くらいの男の子が立っていた。

　金髪で利発そうな顔立ち。ハーフパンツに白いシャツとベスト。整った身なりをしている。

「お医者様を呼んだ方が良いい？」

　男の子は私の横にちょこんと座る。私は静かに首を振った。

「大丈夫だよ、大丈夫。ちょっと休んでるだけだから」

「そう？　なら良いけど」

　私はふらつく頭を押さえながら男の子を見つめた。

「あなた見たことないけど、ラピスの子？」

「うん。最近パパの仕事の都合で引っ越してきたんだ。ラピスの魔女のメグさんだよね？　学校でみんな話してたよ」

「私も有名になったもんだ。……で、名前は？」

「エンデ」

　エンデ。苗みょう字じだろうか。珍しい名前だ。この子の雰囲気に合った不思議な響きがする名前。

　すると一瞬だけ、エンデの笑顔にノイズが走った気がした。姿がブレて、男性にも、若い女性にも、老人にも見える。同じ笑顔を浮かべたいろんな人の姿が重なって見えた。こんなふうに見えるなんて、どうやら自覚した以上に深刻な睡眠不足らしい。

「あー、ごめんエンデ。ちょっと休みたいから放っておいてもらっていい？　また今度話そ」

「一人で大丈夫？」

「ちゃんと見張りがいるから」

「ホウホウ」「キュウキュウ」

「魔女の使い魔だ、初めて見た。この子たちがいるなら安心だね」

「そゆこと」

「じゃあまたね、メグさん」

　走り去っていくエンデに手を振り返し、私は空を仰ぐ。徐々にまぶたが落ちてきた。耐えきれなくなって、そのまま目を瞑つぶる。街の喧けん騒そうが遠ざかり、私の意識はどこか遠くへと旅を始めた。

　映像が浮かび上がった。夢だ。すっかり見慣れた、あの光景。

　たくさんの人が街を歩き、その中の一人が何かを見つけて指をさす。他の人たちも次々にその方向へと目を向ける。視線の先には一人の人が浮かんでいるが、逆光で姿はよくわからない。

　でも、手に大きな杖つえが握られていることだけはわかった。

　その人物が杖を振りかざすと、どこか遠くで大きな爆発が起きた。

　爆発は連鎖的に繫つながり、やがて街を襲う。地面が揺れ、建物が崩れ、人々が逃げ惑った。

　すると、ひびが入った地面から色のついたガスのようなものが噴出した。

　人々はガスと反対方向に逃げるが、次々とガスに吞のまれてしまう。吞まれた人は体を変色させて動かなくなった。

　やがてその魔の手は、赤ん坊を抱える女性を捉えた。

　迫りくるガスの塊を前に、女性は赤ん坊を強く抱きしめ立ちすくむ。

　女性は赤ん坊を抱えたまま何かを呟つぶやいた。これまで古いモノクロフィルムのように音声がなかったのに、突如としてその声だけが鮮明に聞こえる。

『神様、どうかこの子だけは助けてください。この子……メグだけは』

　ハッとして目が覚めた。呼吸が浅く、全身に冷や汗をかいている。

「何だ……今の夢」

　先程まで視界に広がっていた青空が夕焼けに染まっていた。ずいぶん眠ってしまったらしい。

　今まで見ていた夢の、更にその『先』を捉えた夢。

　たくさんの人が逃げ惑い、死んでいく光景。そして不意に呼ばれた……私の名前。

　あれは、一体何なんだ。

「私、どれだけ眠ってた？」

　足元の使い魔に尋ねると、二匹とも驚いたように私の隣に目を向けていた。どうしたんだ。

　チリン……。

　隣から聞き覚えのある鈴の音がした。私はその音に誘われて目を向ける。

　災厄の魔女エルドラがそこに座っていた。
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「魔女エルドラ……」

　一瞬、時が止まったような気がした。

　私が驚いていると、エルドラは静かに私の方に顔を向ける。黒い喪服のような姿、顔を覆う黒いヴェールで、その表情は窺うかがい知しれない。

「あなたの家に向かっている途中で……たまたまあなたの姿が目に入ったの……」

　エルドラは立ち上がると、そっと私に手を伸ばす。私は魅入られるようにその手を取った。

「帰りましょう、メグ」

　静かな凜りんとした声に混ざるように、チリンという鈴の音が響く。

　何故なぜ彼女がここにいるのか、何をしに来たのか、色々と疑問が浮かぶのに声が出ない。

　何も言えず、何も聞けないのに。まるで背中を押されたように私は歩き出した。

　夕焼けのラピスの街をエルドラと二人で歩く。吞のみ込こまれるような、物悲しいような。普段と同じ光景が、夕闇に染まってまるで違うものに感じられた。こんな感覚は初めてかもしれない。




「おお、メグちゃん今帰りかい」

「え……うん」

「メグ姉、おつかれ」

「おぉ、ありがとオネット……」

「メグちゃんだ！」

「アンナちゃん、早く帰りなよ……」




　ラピスの街の人たちはいつもと変わらない調子で私に声をかけてくる。みんな、まるでエルドラが見えていないかのようだ。誰も彼女を認識していない。

　彼女だけが世界から切り離されている……そんな印象を受けた。

　街を抜け、魔女の館へと繫がる川辺の道を歩く。そこまで来て、どうにか声をかけた。

「あの、どうしてあなたがこの街に？」

「招かれたの。母さん──あなたの師匠に」

　母さん。

　その言葉が、妙に耳に残る。

　お師匠様に旦那や子供がいるという話は聞いたことがない。でも、お師匠様の長い人生の中で、私が知っていることなんてほんの一部だけだ。この人は、私の知らないお師匠様を知っている。

　昨年末初めて出会った時、エルドラは私にかけられた呪いに気付いていた。この人なら、解呪方法もわかるかもしれない。尋ねるチャンスなのに、私は言葉を紡つむぐことができなかった。エルドラからは、余計なことを話させない圧のようなものを感じる。

　結局、気まずい沈黙のまま家に到着した。コミュ力お化けの私がここまで黙らされるとは。

「ただいま帰りましたー……」

「遅い。どこほっつき歩いてんだい」

　ドアを開くと、お師匠様がいつもの調子で出迎えてくれて心が軽くなる。全身に受けていたエルドラの圧から一気に解放された気がした。

「あの、お師匠様。お客様が来てるんですけど」

「客？」

「母さん、私よ……」

　チリンという鈴の音と共に、エルドラが静かに姿を見せる。

　すると、エルドラを見たお師匠様は一瞬驚いたように目を見開くと──

「エル……よく来たね」

　大きく表情を崩し、嬉しそうに笑みを浮かべた。

　その顔は何だか泣きそうで、そんなお師匠様の顔を見るのは……初めてだった。




　リビングにて三人で席につく。いつにない緊張を感じた。いつもは四六時中足元を走り回っている小動物たちも今日は大人しい。カーバンクルとシロフクロウですら遠巻きに私たちを見ていた。

　世界でも三本の指に入る魔導師の二人が我が家にいる。何故自分がここにいるのか不思議だ。

「メグ、この子はエル。七賢人のエルドラだ」

　お師匠様の紹介に促され、私はおずおずとエルドラを見る。黒いヴェールのせいではっきりとはわからないが、目が合ってるのを何となく感じた。

「えっと、お久しぶりです。年末の魔法式典ぶりですね」

　私が頭を下げると、エルドラはほんのわずかに頷うなずく。お師匠様だけが驚いた顔をした。

「何だい、お前たちもう知り合ってたのかい？」

「式典の時に少し話をしたの……。あなたともう一度会えて良かった、メグ……」

　彼女は呟くように言葉を紡ぐ。繊せん細さいな声なのに、何故かハッキリと耳にすることができた。

「ほんのわずかな間に……ずいぶん成長したのね。あの時はまだ、触れると砕けてしまいそうなほど繊細で……弱々しかったのに」

　繊細で弱々しい。そんな感想を誰かから言われるのは初めてだ。

「今の私はどう見えているんですか？」

「光を感じる。まるで太陽のような光を。希望を……その身に宿したのね」

　また、だ。この人は、まるで見透かしたようにものを言う。言葉の意味は判然としないのに、何故かドキリとするような、胸に刺さるような言葉を投げかけてくる。




　──呪いにかかってるのね。

　──えっ？

　──あなたにはこれから過酷な運命が待ってる。呪いが解ける時、あなたは大切なものを失う。

　──大切なものって、私の命ですか？

　──もっと大切な、かけがえのないもの。命を投げ出しても構わないと思うほどに。




　初めて会った時、エルドラはまるで未来を知っているかのような口調でそう言った。

　それは、どこかお師匠様の千里眼を彷ほう彿ふつとさせるものだった。

　あの言葉の意味はまだわからない。だけどきっと、大切なことのような気がする。

「それでお師匠様。どうしてエルドラさんがここに？」

「あぁ。もうすぐ星の核の制作も最終段階に入る。そうなったら、エルドラは当面忙しくなるのさ。十年、二十年……いや、もっとだろう。この子は、星の核を使って星を浄化する執行人となる。だからその前にもう一度見せたいと思ったんだ。かつての故郷をね」

「かつての故郷？」

　すると、エルドラは小さく頷いた。

「私もあなたと同じ。魔女ファウストに拾われ、ここで育ったの……」

「帰ってくるのは、何年ぶりかね」

　お師匠様はどこか遠くを見つめてしみじみと言う。ということは、つまり──

「エルドラはね、お前の姉弟子だよ、メグ」

　やっぱりそうだ。ラピスの御神木の精霊セレナが以前話していた。かつて、魔女ファウストと共にいたエルという名前の少女のことを。あれはやっぱり、エルドラのことだったんだ。

「何だい。ずいぶんリアクションが薄いじゃないか。もっと驚くと思ったんだけどね」

「ちょっと思うところがあって、そうじゃないかなって。でも、お師匠様のこと『母さん』って呼んでたから確証がなくて」

「私にとって魔女ファウストは、師というより母親なの……」

「家族と変わらないさ。長年ずっと同じものを食べ、共に歩んだんだから」

「家族……」

　その『家族』の中には、きっと私も入っているんだろうな。

「ところで、もしかしてお師匠様も星の浄化作業に入ったりするんですか……？」

「馬鹿言うんじゃないよ。星の浄化はね、エルドラが自ら選んだ使命だ」

「なるほど」

　内心ホッと胸を撫なで下おろす。

　お師匠様には常日頃から消えてほしいと切に願う私であるが、それでもいなくなるなんて想像がつかない。何だかんだ、私はお師匠様の存在に支えられている。

「姉弟子ってことは、エルドラさんは私にとっての姉みたいなものですかね」

「なら姉さんって呼んでやったらどうだい」

「へっ？　良いんですか？　じゃあエルドラ姉さんで」

「お前は怖いもの知らずだね。もっと躊ちゅう躇ちょしな」

「あんたが言え言うたんや」

「ふふっ」

　私がお師匠様と睨にらみ合あっていると、エルドラが口元に手を当てて笑った。私とお師匠様は顔を見合わせる。エルドラが人間らしい感情を見せるのはそれが初めてだった。

「母さん、ずいぶん賑やかになったのね……」

「馬鹿な弟子を持つと苦労するからね」

「サンドイッチみたいに言葉の合間に罵倒するのはやめなはれ」

　するとエルドラはそっとテーブルに置かれた私の手を取った。

「メグ、あなたは私を……姉と呼んでくれるのね」

　その目元は見えなかったけれど。

「ありがとう……」

　確かに喜んでいたと思う。
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「それで、エルドラ姉さんはどんなふうに修行を重ねたんですか？」

「学んで、試してみる。その繰り返しだった……。でも、家でどれだけ学んでも、いざ実践になると上手うまくできなかったりして……。だから経験を重ねることにしたの。たくさん街の人と話して、困ったことがあれば助けてあげて……」

「エルは飲み込みが早く、いろんな魔法を使えたからね。街の住民からも頼りにされていたのさ」

「へぇ……」

　今の姿からはまるで想像がつかない話だ。

「じゃあ、どうして今のような魔女のスタイルになったんです？　偉くなるとやっぱり舐なめられないようにしないとダメなんですかね？」

「それは……」

　一瞬だけリビングに妙な沈黙が漂う。何かいけないことを聞いてしまったのだろうか。

　すると不意にお師匠様が立ち上がった。

「さて、そろそろ食事にするかね」

「えっ？　……あぁ！　ご飯作るの忘れてた！」

「そうくると思って作っておいたよ」

「お師匠様が……？」

　見ると確かに鍋が火にかけられていた。全然気付かなかった。

　エルドラ姉さんはそれを見て、少し嬉しそうに笑みを浮かべる。

「母さんのシチュー……久しぶり」

「今日は特別な日だからね」

　我が家にとってお師匠様が食事を作るのには特別な意味がある。

　そもそも多忙なお師匠様がキッチンに立つこと自体、基本的にない。そのお師匠様が手料理を振る舞うということは、何か特別嬉しいことや、お祝いすべきことがあった時だけなのだ。もちろん味は普段料理をしている私のものと比べても段違いに美味おいしい。

「昔よく……一緒に食べたのを思い出すわ」

「お前が弟子だった頃だから、もうずいぶんと前だね」

　お師匠様はしみじみと言う。

「エル、久しぶりのラピスの街はどうだった？　懐なつかしかったろう」

「色々……変わったなって思って。人も街も……。ラピスは前より温かくて優しい街になった……」

「温かくて優しい街？　昔からじゃないですか？」

　私が首を傾かしげると、お師匠様が補足する。

「エルが住んでた頃のラピスは、まだ人も流動的でね。治安も悪かったのさ」

「それだけじゃない……。今のラピスは街の人たちも仲が良さそうで、活気に溢あふれていたわ」

「ふふ、どっかの愚かな魔女が毎日騒がしくしてるからね」

「愚かな魔女なんていましたっけ？」

「お前のことだよこの愚か者！」

　いつも通りのやり取りをする私たちをよそに、エルドラ姉さんはそっと窓の外を見つめる。

「森もできたのね。街に精霊樹もあって、驚いた……」

「魔女の森も、精霊樹も、どちらもメグが生んだものさね」

「メグが？　植物が好きなのね……」

「好きって言うほどじゃなかったですけど。触ってたらいつの間にか詳しくなってた感じです」

「でも……よく手入れされてる。動物たちもあなたに懐いているみたいだし、街の人たちもあなたを慕っているようだった」

「でぅへへへへ、そうですかね。うへへへ」

「その肥こえ溜だめみたいな笑顔を仕舞いな」

「誰が肥溜めや」

「母さん」

　エルドラ姉さんはトーンを崩さず、お師匠様を見つめる。

「慈いつくしむ心を……教えたのね。その教えは、私にはなかった……」

「弟子が変われば教えることも変わる。得意なことを見み出いだし、それを伸ばしてやるのが師のあり方さね。メグには人や植物と向き合うことが合ってた、それだけさ」

「そう……なら良いのだけれど」

　エルドラ姉さんは、無表情の中に一抹の寂しさを抱いているようだった。

　二人の会話からは、どこか私の知らない事情を感じた。
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　エルドラ姉さんが今夜泊まると聞いて、食事を終えてからすぐ客間を整えた。

　作業を終えて自室に戻り、ようやくホッと一息つく。ベッドにドサリと体を預けて天井を眺めていると、一日の終わりを実感した。

　災厄の魔女エルドラ。壮絶なエピソードからずっと怖いイメージがあったけれど、いざ話してみると穏やかで優しい人だった。

　でも、確かに独特な気配や緊張感がある。どれだけ私とお師匠様の会話がいつも通りでも、彼女がいるとすぐに空気が張り詰めるのだ。穏やかだったけれど、ずいぶん気を張った食事の席だった。

　初めて会った時、直感で彼女が人殺しだと感じたことはまだ忘れていない。戦争に関与したという噂うわさもあるし、実際そうなのだろうけれど。何だかわからなくなる。

　あんな穏やかな人が、戦争に加担なんてするんだろうか。

　すると、チリン……と鈴の音がした。部屋の入り口にエルドラ姉さんが立っていた。まったく気配がしないから心臓に悪い。

「エルドラ姉さん、どうしたんですか？」

「ごめんなさい。久々だったから……少し家を見て回ろうと思って。入っても良いかしら？」

「もちろん」

　スッ……と、エルドラ姉さんは部屋に足を踏み入れる。存在が希薄な人だ。幻影だと言われれば信じてしまいそうになる。

　部屋に入ったエルドラ姉さんは、本棚の書物に手を伸ばしたり、壁についた傷を愛いとしげに撫でたりしていた。その姿は、どこか思い出をなぞるようでもあった。

「懐かしい……この部屋。昔は私も、ここに住んでいたの」

「へぇ……、私の部屋に」

　今や私の自室となっているこの部屋は、以前はエルドラ姉さんが使っていたんだ。何だか不思議な気持ちになる。

　そこで、彼女に尋ねなければならないことを思い出した。忘れてる方がどうかしていたのだ。この機会に、これだけは絶対に聞かねば。

「あの、エルドラ姉さん。一つ聞きたいことがあるんですけど」

「何かしら」

「エルドラ姉さんは、私の呪いについて知ってるんですよね？」

　するとエルドラ姉さんはピタリと動きを止め、ゆっくりと私に顔を向けた。怖くて目を逸そらしそうになったが、何とか堪こらえて視線を正面から受け止める。

　ここで気け圧おされるわけにはいかない。文字通り、私の命が懸かっているのだから。

「初めて会った時のエルドラ姉さんの言葉を今も忘れてません。あの言葉の意味を、私はずっと考えていたんです。教えてください。私の呪いについて」

「できないわ」

　ピシャリと言われた。想定外の言葉に、鈍器で殴られたかのような衝撃を感じる。

「今の私が……これ以上、呪いについてあなたにかけるべき言葉はない。だってその答えは……あなたが自分の手で見つけるものだから。私も……同じだった。あなたと同じ呪いにかかっていたの……」

「えっ？」

　言葉を失った。死の宣告の呪いを受けた人が、私以外にもいただなんて。

　でもよく考えるとわかる気がする。災厄の魔女は命の種を作った希少な魔導師の一人だ。余命一年の呪いにかかったエルドラ姉さんが命の種の力で呪いを克服し、お師匠様がそれをサポートしたのだとしたら……お師匠様が呪いについて詳しい理由にも納得がいく。




　──呪いが解ける時、あなたは大切なものを失う。




　なら、大切なものって何だ？　新たにわからないことが増えていく。

「メグ……あなたは、自分の信じた道を歩みなさい。きっと……母さんが導いてくれる」

　エルドラ姉さんはそう言うと、私の部屋を出ていった。
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　その日の夜はよく眠れなかった。

　意味深な言葉ばかりで答えを全然教えてもらえない。まるで解答を教えないクイズ番組を見たあとみたいな気持ちだ。昼間、街で中ちゅう途と半はん端ぱに寝たこともあり、寝付くことができない。

　明日も早いのに、このままではボロボロのコンディションになってしまう。半奴隷生活の私にとって、生活スタイルは絶対に崩してはならない。特に明日はエルドラ姉さんが帰るし、見送りや客間の整理など、いつも以上にやることも多いはず。体を万全にせねばあの老婆に使い殺される。

「仕方ない、茶でも飲むか……」

　確か安眠用のハーブティーを用意していたはずだ。レモンバームやリンデン、カモミールを調合したお茶で、自律神経を整え、鎮静効果も高めてある。どれだけ眠れない夜でも眠れてしまう、私の切り札。とはいえ、体が慣れて効かなくなっても困るので普段はあまり使わないのだが。

　部屋を出ると、物音で起きたカーバンクルがついてきた。「おいで」と肩に乗せてやる。こういう時、一緒にいてくれるこの子の存在は地味に大きい。

　リビングに近づくと、明かりが灯ともっていることに気が付いた。中から話し声がする。お師匠様とエルドラ姉さんだ。

「エル、メグの印象はどうだった？」

「とても良い子ね。素直で、優しい子……」

「まだまだ甘いところはあるけれどね」

　どうやら私の話をしているらしい。隠れる必要なんてないはずなのに、何故かこっそり中を覗いてしまう。本人がいない場所での評価は本音で語られることが多いからな。お師匠様が私をどう評価しているのか知る良いチャンスだ。

「どうして母さんが私をここに呼んだのかわかった気がしたわ……。私とメグを会わせるためね」

　思わず眉をひそめた。どういうことだろう？

「今日メグに触れて感じたの。あの子は……内に強い光を秘めてる。すべての人を笑顔にできるような、強い光を……。その光は、以前には感じられなかった」

「あの子にはどんな時でも希望を捨てない強さがある。それが開花してきているんだ。いずれ、お前の内側にある闇をも晴らすだろう」

「どうかしら……私は罪から逃れられない。いくらメグが強い希望を持っていても……私の抱えた絶望と闇を、なかったことにはできない」

「それでも、メグはお前を救う」

　お師匠様の言葉には迷いがなかった。

「お前は自分の罪と向き合うと決めた。なら、メグは大きな支えになる」

「信じているのね……メグが持つ可能性を」

「それだけの力が、あの子にはあるんだ」

　お師匠様はそう言うと、ゆっくり椅子に腰掛けた。

「たった三人の家族だ。気兼ねすることはないよ、エル。お前が戻ってきたけりゃ、いつでもここに戻ってきて良いんだ。何があっても強く繫がっていられる。それが家族ってものだからね」

　それは、語りかけているというよりは、どこか自分に言い聞かせているようでもあった。温かな話をしているように見えるが、妙に空気が重い。

「母さん……何か恐れているの？」

　エルドラ姉さんが尋ねるも、お師匠様は何も言わない。沈黙は、肯定を意味していた。

「母さんは何か隠してる……。そして、明らかになるのを恐れてる」

「ずいぶんと鋭くなったもんだね」

　お師匠様はいつもの不敵な笑みを浮かべた。

「母さん……何か抱えているなら、私に話して……」

「お前もメグも知らなくて良いことだよ。それ以上でも、それ以下でもない」

　その時、ギシッと音がして、二人がハッとこちらを向いた。体重を移した時に床板が鳴ったのだ。

「メグ、そこにいるのかい？」

　お師匠様の声に促され、そっと二人の前に姿を現す。

　しかし姿を見せたのは、私ではなくカーバンクルだった。

「何だいお前、眠れないのかい」

「キュウ」

　お師匠様はカーバンクルを抱きしめる。幸いにも、私が視覚と聴覚をカーバンクルとシェアしていたことに気付いた様子はない。

　普段ならお師匠様に気付かれず魔法を使うなんて不可能だけど、使い魔への魔法は気付かれにくいはずだ。カーバンクルが私の魔力をまとっていても違和感はないだろう。

　重要な話をしている気がして、だけどそこにいると見抜かれると思った。だから私はカーバンクルに感覚共有の魔法を使い、こっそりと部屋に戻ったのだ。

　聞いてはいけない話だった気がする。ますます謎が深まった。意味深な言葉の連続に、私の胸の内でわだかまりだけが広がり続けた。
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　まただ、と思った。またあの夢だ。

　大都市ロンドを思わせる大きな街。大勢の人が街を歩いている。市場は賑わい、人々はどこか楽しそうで、活気のある街だと思った。

　すると一人の男性が何かを見つけたように空を見上げ、指をさす。釣られて次々と他の人たちも顔を上げた。皆の視線の先には、一人の人が浮かんでいる。逆光になって姿はわからない。

　だが、大きな杖を手にしていることと、そのシルエットから魔女であることはわかった。

『……………………』

　魔女は何か呟いたあと、静かに天へ杖をかざす。

　すると、どこか遠くで爆発が起こった。遠方で起きた爆発は連鎖し、やがて街を襲う。人々が逃げ惑うのと同時に、地面の裂け目から目に見えるガスのようなものが噴き出した。

　それは魔力だった。視認できるほど濃密な魔力が噴き出していたのだ。

　至る場所から魔力が噴出し、人々が吞まれていく。魔力に吞まれたある者は異形となり、またある者は紫色の魔力鉱石となり動かなくなった。平和だった光景が、一瞬にして地獄と化す。

　逃げ惑う人々の中に赤ん坊を抱える女性がいた。噴き出す魔力の塊は、容赦なく二人を襲う。

　迫りくる魔力の塊を前に、女性は赤ん坊を強く抱きしめ、立ち尽くした。どう見ても逃げるのは不可能だ。

　女性は祈るような声を出し、赤ん坊を抱えて地面にうずくまる。

『神様……どうかこの子だけは助けてください。この子……メグだけは』

　瞬間、二人は魔力の塊に吞み込まれた。女性の全身を魔力が侵食し、異形と化す前に体が鉱石のように結晶化していく。

　赤ん坊の目に、母親の腕の隙間を縫って魔力の塊が宿った。目が変質し、赤ん坊の視力は上がり、感覚が研ぎ澄まされる。

　そして同時に、それまで見ていた映画のような視点が引き寄せられ、赤ん坊の視界と重なった。

　赤ん坊私は、ゆっくりと空に浮かぶ魔女の姿を捉える。今まで逆光で見えなかったその姿が、ハッキリと確認できた。魔女は顔をヴェールで覆い、喪服のような黒い服に身を包んでいた。




　浮かんでいたのは、魔女エルドラだった。




「はっ……！」

　心臓が早鐘を打つように高鳴り、思わず目が覚めた。

「今のは……赤ん坊だった私の記憶？」

　潜在夢だとすぐに気付く。私が生まれた時の潜在的な記憶を、私は見ていたのだ。

「エルドラ姉さんが……私の故郷を焼いたの？」

　アクアマリン総合病院の院長が言っていた。私はかつて魔力災害に遭ったらしいと。災害で重傷を負った私はお師匠様に助け出され、アクアマリンで治療を受ける。そして魔法協会の養護施設に預けられ、後にお師匠様に引き取られることになった。

　私の目の魔力が強いのも、被災した時に目に魔力が宿ったからだとすれば納得がいく。

　パズルのピースがパチリパチリとハマるかのように、いろんなことの辻つじ褄つまが合う気がした。

　コンコン。

　不意にドアがノックされ、思わず体がビクリと反応した。「ど、どうぞ」と恐る恐る声を出す。

　しばしの沈黙の後、ぎぃっと軋きしむ音と共にドアが開いた。

　真っ暗闇の中に、女性が立っている。夜闇に溶け込むような黒い服。顔を隠す黒いヴェール。

　それは、死神のように見えた。

　死を形にしたような魔女エルドラは、部屋の入り口から私を見つめている。

「エ、エルドラ姉さん、ど、どうしたんですか？　こんな夜よ更ふけに」

「あなたの部屋から、強い恐怖の感情が伝わってきたから……」

　お師匠様と話していた時にも似たようなことを言っていた。どうやら魔女エルドラには人の感情を察知する力があるらしい。私が人の感情を魔法に昇華できたように、この人も感情のエネルギーを感じ取る力を持っているのかもしれない。

　でも、エルドラ姉さんは気付いていないんだ。私の抱く『恐怖』が、自分に向いていることを。

　エルドラ姉さんが部屋に一歩入る。自分の身体からだが硬直するのがわかった。

　怖い。純粋な恐怖が、全身に広がっていく。

「こ、来ないで……」

　どうにか絞り出すように言うと、エルドラ姉さんはピタリと足を止めた。

「メグ、どうしたの……？」

「夢を見たんです」

「夢？」

「潜在夢だと思います。他の夢と、明らかに様子が違ったから」

「……どんな夢だったの？」

「たくさんの人がいる大きな街に、突然一人の魔女が現れて街を壊滅させる。そんな夢です」

「それは……とても怖い夢ね……」

「街を破壊していた魔女は、エルドラ姉さんでした」

　漂う沈黙。

「夢の中で、一人の女性が赤ん坊を抱えていました。その女性は、赤ん坊のことを『メグ』って呼んでた。あの女性は、もしかしたら私の本当のお母さんじゃないかって思いました。教えてください、私の話に心当たりがあるかどうか。私の故郷を壊したのは、本当にエルドラ姉さんなんですか？」

「あなたの見た夢が、本当に潜在夢なら……そうかもしれないわ」

　エルドラ姉さんの声のトーンが落ちる。まるで何かを悟ったかのようだった。

「あなたが孤児だと聞いた時から、ひょっとしたらと思っていた……。私はかつて国を滅ぼした。メグは、その生き残りかもしれないと」

「国を滅ぼすって、どうしてそんなことを？　あなたは、理由もなしにそんなことをする人じゃないはずです」

「それは……」

　少しの間を置いて、エルドラ姉さんははっきりとした声で言った。

「復ふく讐しゅうだった」

　その言葉を聞いて、夢の中でどうしても聞き取れなかった魔女エルドラの言葉がわかった。




　──これは、復讐よ。




　彼女は、確かにそう言っていた。

「どうして？」

「家族を殺されたから」

「家族って、お師匠様じゃないんですか？」

「私の……もう一つの家族」

　もう一つの家族？　魔女エルドラは家族を殺されたからお師匠様に弟子入りしたのか？　あんな凄惨な光景を生み出すために？　でもそんなこと、お師匠様が許すはずない。

　わからないことが多すぎる。話せば話すほど謎が深まって、当事者なのに自分だけが置いていかれている気がした。

　叫べば良いのか、泣けば良いのか、怒れば良いのか、恐れれば良いのか。自分がどういう感情を抱いて、何を言うべきなのかが全然わからない。

　私が固まっていると、エルドラ姉さんは部屋から出ていった。

「待って……！」

　声がかすれて上手く出ない。緊張で硬直していた体を無理やり動かし、私はベッドから這はい出でる。

　足元がふらついてまともに歩けなかったけれど、必死にその姿を追った。

　玄関先に、エルドラ姉さんが立っている。呼び止めないといけないのに、声が出ないでヒューヒューと息だけが漏れた。極度の緊張で、まともに声が出せない。

　すると。

「エル」

　凜とした声で、誰かが私の肩を支えた。お師匠様だった。まっすぐにエルドラ姉さんを見つめている。薄暗かったが、悲しげな瞳を浮かべているのだけはわかった。

「母さん……今の話、聞いていたんでしょう」

「あぁ」

「教えて。メグが見た潜在夢が、真実かどうか……」

「それは……」

　お師匠様は黙り、「やっぱりそうなのね……」とエルドラ姉さんは顔を伏せた。

「母さんがメグを預かったのは……贖しょく罪ざいだったのね……」

　エルドラ姉さんの言葉に、お師匠様は額に汗を浮かべて諦めたように頷いた。その弱々しい表情は、私が見たこともない永年の魔女の姿だった。

「お前は大勢の人を殺し、私は止めることができなかった。これは私たち母娘おやこが抱えた罪だ。だから、罪を償うべきだと思った」

「それが、メグを引き取るということ？　なら……私とメグを会わせるべきじゃなかった。私たちを会わせたのはどうして？」

「愛まな娘むすめ二人には、手を取って支え合ってほしい。そう思っただけだよ……」

　お師匠様は、情けないほどに泣きそうな顔をしていた。いつもの凜とした強さはない。永年の魔女が被かぶっていた仮面が剝がれていた。

「……残酷ね。それは親心じゃない。ただの母さんのエゴよ。母さんが本当にメグのことを大切に思うなら……贖罪をする気なら……私のことは捨てて、メグと二人で暮らすべきだった」

「そうしたらエル、お前に味方がいなくなってしまう！　世界中に恨まれ、お前は独りで生きていくことになってしまうじゃないか！」

「それで良かった。だって、これは私の罪だから……」

　拒絶するような言葉に、お師匠様はぐっと黙り込む。永年の魔女がここまで気圧される姿を私は知らない。

「私は言わば……メグにとっての仇かたき。その仇の味方になれだなんて……母さんは……残酷な運命をメグに背負わせようとしている。事実が露呈した今……私もここにいるわけにはいかない」

　エルドラ姉さんは、玄関の扉に手をかける。

「あ……の！」

　どうにかして、声を振り絞った。エルドラ姉さんはこちらを振り向く。

　何を言えば良いかわからない。

　だけど、ここで言葉を紡がないと、きっと永遠にこの人とは会えなくなる。そんな気がした。

「私は、あなたを恨めば良いのかわかりません」

　私のたどたどしい言葉を、エルドラ姉さんは黙って聞いている。耳を澄ましてくれているのが、気配でわかった。

「許すっていうのも違う気がして、でも恨むっていうには、生まれ故郷の記憶もなくて。きっと私みたいな境遇の人はたくさんいて、お師匠様が言うように、あなたを憎んでいる人が世界中にいるんだと思う。でも……」

　それでも私は。

「私はあなたとちゃんと話したい。エルドラ姉さんと」

　私の言葉に、エルドラ姉さんがハッとするのがわかった。

「正直、今はまだあなたが怖いです。あなたも、殺した人間の家族と一緒にいたくないと思う。でもいつか、もう一度……私と、話をしてもらえませんか？　エルドラ姉さん……」

　どうにか言葉を紡ぎ切る。息が上がり、膝が震えた。こんなに体の自由が利かないのは、生まれて初めてだ。

　長い沈黙があった。時計の針の音と、私たちの呼吸音だけが静かに満ちている。糸が限界まで張り詰めたような緊張が室内に満ちていた。

「……まだ私を、姉と呼んでくれるのね」

　エルドラ姉さんはそっと口を開いた。表情は見えないけれど、嫌がっているわけではない。

「メグ、あなたはとても強い人。だけど私は……弱い人間なの。滅ぼした街の子と、まともに向き合うことすらできないほど、愚かで、弱い人間。だから私は、星の核の執行人になったの。皆の前から消えるために」

　どこからか風が吹き、ヴェールの隙間からエルドラ姉さんの悲しげな瞳が見えた。

「だから、もう私のことは忘れて」

　その瞬間、玄関の扉が開き外からものすごい風が吹いたかと思うと、エルドラ姉さんの姿が霧散し、忽こつ然ぜんと私たちの前から消えた。同時に全身の感覚が一気に元に戻り、鈍っていた感覚が蘇ってくる。

　先程まで動けなかったのは、ただ緊張していたからだけじゃない。狼ろう狽ばいした魔女エルドラの呪いが無意識に私の自由を奪っていたのだろう。

　呪いをかけられていたと自覚すらさせず、相手の身動きする力を奪う。その圧倒的な実力が人を殺す方へと働いていたとしたら、何万もの人を殺すのは難しくないように思えた。

「まさか、潜在夢があの時の光景を映すとは。その可能性は読むことができなかった。私の千里眼がこんな形で破られるなんてね……」

　お師匠様が、こぼすように呟く。

「真実を知るのは私だけで良かった。墓まで持っていこうと思っていたのに」

「お師匠様……」

「この親指一本じゃあ、お前への贖罪には到底足りないね……」

　私を助けるために捧ささげた親指の跡を撫で、お師匠様は心から悲しげな表情を私に向けた。

　その姿は、どこにでもいる弱々しい老婆に見えた。
















　見習い魔女の朝は早い。日の出と共に目が覚めるのはもはや習慣ではなく習性だ。

「起きちゃった……」

　まだ薄暗い中もそりもそりと体を起こす。

　すると、窓辺にいた使い魔のシロフクロウが「ホゥ」と一声鳴いた。

「おはよ」

　私が撫でてあげると、シロフクロウは嬉しそうに目を細めた。フクロウは撫でられるのが好きではないらしいがこの子は実際どう思ってるんだろう、とかどうでも良いことを考える。枕元では、カーバンクルが安らかな寝息を立てていた。

「あー、起きなきゃなぁ。嫌だなぁ……」

　いつもテンションで乗り切る私にしては、珍しく体を動かすのが億おっ劫くうだった。

　その理由は一つだ。

「あっ……」

　洗面所で顔を洗い終えたところで、キッチンにいるお師匠様と遭遇する。お茶を淹いれているようだった。いつもならこの時間のお茶は必ず私が淹れている。

「あの……おはようございます」

「おはよう」

「もう少ししたらお淹れしようと思ってたんですけど」

「必要ないよ。それより、家のことはキッチリやりな」

「わかりました。えっと、じゃあ、すぐ朝食作りますんで」

「私の分は部屋に持ってきとくれ。星の核の制作でしばらくは忙しいからね」

「はい……」

　バタンとドアが閉まり、どっと汗が噴き出す。朝から心臓に悪い。

　お互いがお互いを牽けん制せいし合あうような、微妙な感覚。これが私の最近の悩みの種だった。

　災厄の魔女エルドラが私の家を訪ねてきてから数日。ここ最近、お師匠様と気まずい。

　自分の出生の真実を知ってからというもの、まともにお師匠様と会話できずにいた。顔を合わせてもさっきみたいな感じだ。同じ家にいるのに、お互い避けるように生活している。

　たぶん、お師匠様は私への負い目があり、私はお師匠様にモヤついた感情を抱えている。

　憎いとか、許せないとか、そんな気持ちがあるわけじゃない。でもずっと、心の中に引っかかりを感じていた。そしてお師匠様は、そんな私の様子を察して避けるのだ。だから私は、どうして何も話してくれないのだと、余計にモヤモヤが湧き上がる。

　もしかしたら、私がいつもの勢いで乗り込んで尋ねれば何か話してくれるかもしれない。

　エルドラ姉さんとお師匠様の過去や、エルドラ姉さんが死の宣告の呪いにかかっていた件について、今なら色々聞き出せるかもしれないのに。

　私はお師匠様に何と声をかければ良いかわからないでいた。

　更にタイミングが悪いことに、星の核の制作も重要な局面を迎えている。

　それを理由に、食事を一緒に取ることすらここ最近はなくなっていた。

「あぁ……マジでこういう辛気臭いの苦手なんだよなぁ。このままじゃダメだ。何とかせんと」

　まさかこの私からこんな重苦しいため息が出るとは。私がテーブルで頭を抱えていると、いつの間にかそばにいたカーバンクルとシロフクロウが不思議そうに顔を見合わせた。

　エルドラ姉さんが来たあの日、お師匠様は贖罪のつもりで私を引き取ったと言っていた。

　じゃあ、そんな気持ちで引き取られた私って何なんだよ。

　これじゃまるで、お師匠様とエルドラ姉さんにとって罪の象徴じゃん。お師匠様はずっと、私を哀れみ負い目を感じていたっていうのか。

　ラピスの人たちや、最悪フィーネやソフィや祈さんがそんなふうに私を見ていたとしても、まだ耐えられたと思う。

　でも私は……お師匠様がそんなふうに私を見ていたかもしれないことが何より嫌だった。

　あの人だけは、何があっても変わらず私と接してくれると思っていたから。

　エルドラ姉さんは、私の故郷を滅ぼした張本人。大規模な魔力災害を起こして街を破壊した。

　その災害に巻き込まれた私は魔力に汚染され、生死の境をさまよっていたところをお師匠様に助けられる。

　お師匠様は私をアクアマリンの病院に連れていき、私は九死に一生を得た。その後、私はお師匠様に弟子として引き取られる。

　十数年後に成長した私とエルドラ姉さんを、お師匠様は引き合わせた。

　私を、エルドラ姉さんの理解者にするために。

　今までの情報を整理するとこんな感じか。こうして俯ふ瞰かんして見ると、ただ自分が利用されていただけだと言われてもおかしくない気がするな。

「だんだんムカついてきた……」

　そりゃ私だって馬鹿じゃない。お師匠様がずっと罪の意識だけで私と一緒にいたはずじゃないのは心の中ではわかっているつもりだ。

　でも、どうしても信じきれずにいるんだ。
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　午後、家にいるのが何だか気まずくてラピスの市民図書館に足を運ぶ。ここ最近、図書館で時間をつぶすことが多い。昔から本を読んで育ってきたため、本がたくさんある空間にいると落ち着く。

　ホントはのんきに本なんか読んでる場合じゃないのはわかっている。

　私が死ぬまであと半年。もう、時間はあまりない。

　しかし、こんな状態で嬉し涙集めをしても徒労に終わりそうな気がした。

　ラピスの図書館は蔵書数が多く、利用者もそれなりにいる。平日の昼間でも、高齢者や学生らしき人の姿がちらほらと見受けられた。館内は静かで居心地が良い。

　私は奥のテーブルで本に目を通していた。

　手にしているのはミヒャエル・エンデの『モモ』だ。

　たまたま見かけて、昔よく読んだのを思い出して手に取った。ただ、本のページを捲めくっても、内容はほとんど頭に入ってこない。何となく、形式的にそうしているだけだ。

「こんにちは、メグさん」

　ふと、向かい側から声をかけられる。見覚えのある金髪の男の子が笑みを浮かべていた。

「エンデじゃん」

　その名を呼ぶと同時に、一瞬だけ視界にノイズが走る。

　初めてエンデに出会った時も同じだった。エンデの姿がぶれて見えるのだ。前は寝不足でそう見えるのかと思っていたけれど、違うらしい。本を読みすぎて目が疲れたのだろうか。

　ギュッと目を瞑って開くと、先程の感覚はもうない。

　目を瞬しばたたかせる私を見て、エンデは不思議そうに首を傾げている。

「どうしたの？」

「ちょっと目が変みたい。ところでエンデ、今は平日の昼間なわけだけど、学校とかないの？」

　私が尋ねるとエンデは一瞬だけ年相応のいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「あんまり学校が面白くなくて。同年代の友達と話が合わないんだよね」

「それでサボってここにいるってわけ？　不良じゃん」

「大丈夫だよ。パパに見つからなかったら怒られないから。メグさんこそ、学校とかないの？」

「私は魔女だからね。必要なことは全部お師匠様から学んでんの」

「ふぅん、いいなぁ」

　エンデは子供っぽく唇を尖とがらせる。普段は大人っぽいのに、急にスイッチを入れたように子供らしさを出す子だと思った。

　ふと、エンデが手にしている本が目に入る。『地図にない国』と書かれていた。この年齢の子が読むにしては堅苦しそうな本だ。妙に気になる。

「ねぇエンデ、その本面白い？」

「うーん、それなりかな」

「どういう内容なの？」

「今から十七年前に滅んだ国のドキュメントなんだ」

「滅んだ国……？」

　ドキリ、と心臓が跳ねる。そんな私の様子を知る由よしもなく、エンデは続けた。

「今から十七年前、世界的な大戦争が起きそうになった。でもその戦争は回避された。それは、戦争を牛耳っていたある国が滅んだからなんだ。この本は、その時のことを記してるんだよ」

「へぇ……」

　十七年前。ちょうど私が生まれたのと同じ年だ。

　すると今度は反対にエンデが私の本を指差した。

「メグさんは何読んでるの？」

「えっ？　小説だよ。ミヒャエル・エンデの『モモ』って物語」

「へぇ、エンデって、僕と同じだ」

「そういやそうだね」

「『モモ』ってどんなお話なの？」

「悪い奴やつが『時間を貯金しましょう』って噓をついて、皆から時間を奪っていくの。それを、主人公のモモって女の子が助ける話」

「不思議な話だね」

「時間の過ごし方の大切さを訴えてるんだよ。忙せわしなく生きて、社会が便利に効率的になってるけど、本当に大切なことを忘れてませんかって」

「大切なこと？」

　首を傾げたエンデに、私は頷く。

「この本に描かれてる登場人物たちは、元々とてもマイペースでさ。のんびり仕事して、のんびり友達と話して、お世辞にも効率が良い生活はしてないけど、みんな楽しそうに暮らしてるんだ。でも悪い奴に騙だまされて忙しなく生きるようになって、楽しい日々は崩れてしまう。この物語は、効率的な時間を過ごすことが、必ずしも豊かな人生になるわけじゃないって言ってるんじゃないかな」

「ふぅん。何だか難しいね」

「ストーリー自体はシンプルだけどね」

「メグさんにとっての豊かな人生って何？」

「何だその質問。うーん、何だろな」

　いつもみたいに「金と美男子」とか言っても良かったけど、少し考えたいと思った。

　余命を宣告されてから、私の中で一日の価値は大きく変わった。無限だと思っていたものに急にタイムリミットが定められて、私はいろんな価値を知ることができた。

　人との繫がり、当たり前の生活、魔法、誰かの涙の価値を。

「私にとっての豊かな人生は、自分が手にしているものの価値を知ることだと思う」

「どういうこと？」

「家族や友達との時間や、当たり前の日々を大切にすることだって言ってんの。学校をサボってる君にはまだわからんかもしれんがね」

「何それ」

　不服そうにエンデは頰を膨らませる。その姿を見て私はクックックと笑った。

「学校行ったり、友達と過ごせる時間を大事にした方が良いよ。時間は有限なんだからさ」

　我ながら言ってることが説教臭いなと思っていると、何故かエンデは少し寂しそうな顔をした。

「もし、時間が無限だとしたら、メグさんはどうする？」

「えっ？」

　思わぬ問いに一瞬言葉が詰まる。するとエンデは「何でもないや」とニッコリ笑みを浮かべた。

「ねぇメグさん、僕『モモ』が気になっちゃった。良かったら僕の本と交換しない？」

　エンデはそっと手にしていた本を差し出す。十七年前に滅んだ国について記された本を。

「いいけど、これって図書館の本？　ラベルもついてないけど」

「僕が持ってきた本だよ。パパの書斎から持ち出してきたんだ」

「借りちゃって良いの？」

「今度会った時に返してくれたら良いから」

　少し迷ったが、私はその本に手を伸ばした。私が本を手に取るのを見て、エンデは満足げに頷く。

「じゃあ僕そろそろ行くね。またね、メグさん」

「えっ？　でもこの本返すのに連絡先とか……」

　答えを聞く前にさっさとエンデは受付カウンターの方へ走り去ってしまった。忙しい子だな。




　──もし、時間が無限だとしたら、メグさんはどうする？




　その言葉が、取り繕わない彼の本心に思えた。
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　家に戻ると二人分の夕食を用意した。お師匠様は忙しいから部屋で食事を取るんだっけ。わかってはいたのだけれど、何だか妙な壁を感じる。

　コンコン、とドアをノックすると、中から「入りな」と声がした。

「失礼します」

　食事の載ったトレイを持って中に入る。

　お師匠様はこちらに背を向け、本棚の方を向いて立ったまま書物に目を通していた。

「お師匠様、食事をお持ちしました」

「あぁ、そこに置いといておくれ」

　私は黙って食事を来客用テーブルに置く。何故かトレイを持つ自分の手が震えていた。部屋の空気がピリついて緊張する。

　いつもはこの時間帯に私が部屋にやってくると、小動物たちが我先にと餌を求めてくるはずだ。でも今日は皆、そわそわと落ち着かない様子で状況を見守っている。

「それじゃ、失礼します……」

「あぁ」

　部屋を出ると、どっと汗が噴き出した。お師匠様って、あんなにプレッシャーのある人だったっけ。今までにない威圧感があった。いつものお師匠様じゃない。

　あれはきっと、『永年の魔女ファウスト』が持つ威圧感なんだ。普段、大舞台でお師匠様が出しているプレッシャーを、モロに浴びせられた。

　気のせいじゃないだろう。実際、私が食事を置いて部屋から出る間、お師匠様は一度たりともこちらを振り返らなかった。

「何なんだよ、くそっ」

　悪態をつきながら食卓で一人ご飯を食べる。いつもなら適当な会話が飛び交う夕ゆう餉げの席に、私の食器の音だけが響いた。カーバンクルとシロフクロウが私を心配そうに見つめている。

　食事は家族揃そろって食べるもんだよ、とか言ってたのはどこの誰だったか。




『メグ、食事だよ。早くしな』

『やだ！　今テレビが良いところなのっ！』

『見ながらでも食べられるだろう！　冷めちまう前にさっさとおし！』

『だってお師匠様、テレビ見ながら食べたら文句言うじゃん！』

『それでも、だ。人はいつだって別離の可能性を秘めている。明日一緒に食事するのが当たり前とは限らないんだ。いいかい、メグ。食事は家族揃って食べるもんだよ』




　そんな昔のことを、今さら思い出す。

「自分で教え破ってどうすんのさ……」

　私の文句は、食器がぶつかる音と共に空間に溶けた。

　食事を終え、風ふ呂ろに入って自室に戻る。濡ぬれた髪の毛を拭いていると、ふと机の上に置いていた本に目がいった。昼間図書館でエンデに借りた本だ。私はそっと、その本を手にする。

　魔法史の本とかは別だけど、こういうジャーナリズム溢れる本は今まで読んだことがない。著者の思想に染まってしまう気がして、読むのに抵抗があった。

「『地図にない国』か……」

　十七年前に滅んだ、ある国についての本。エンデはどうしてこの本を読んだのだろう。

　読む前に少しだけネットで調べてみたけれど、どうやらこの本、すでに絶版になっているらしかった。しかも、何故か古書店やフリーマーケット系のサイトでも出回っていない。でも別に、プレミアがついているわけではない。

「作者は……亡なくなってるのかぁ」

　爆破テロに巻き込まれたという。危険な地域を巡っては現地のことについて記していたようだ。いくつか著書が紹介されていたが、何故かこの本だけリストにはない。一つだけぽっかりと、穴が空いたように抜け落ちている。単純に知名度がないのかもしれないけれど、何か事情があるのではないかと思った。

「読んでみるか……」

　私は本を開いた。
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　亡国オルロフ。

　欧おう亜あ大陸の南みなみ高加索コーカサス地方に存在したその国は、国土の規模で言えば小国だった。

　だが反面、世界でも有数の長い歴史を持つ国だ。

　オルロフは小国でありながら、軍事兵器製造などの軍需産業で繁栄した世界有数の軍事国家だった。武器を始めとする軍需品の供給において、歴史上で最も多くの戦争に関わった国である。

　鉄鋼資源に恵まれたオルロフは高い技術力で多くの軍事兵器を生み出した。そして、軍事兵器を求めた諸国との太いパイプを持っていた。

　また同時に、国内の生活水準も高いのがオルロフの特徴だ。オルロフは世界各国の中立にいることで、軍需品の需要が絶えない状況を実現した。そのため、好景気状態を長く維持していた。

　福祉も整い、治安も良く、仕事も豊富なオルロフは非常に住みやすい国だった。

　長年発展と繁栄を続けていたオルロフだが、反魔法思想が強い国でもあった。魔法は術者の知識が伴えば簡単に兵器を無力化できるからだ。兵器を通じて世界中とのコネクションを持つオルロフは兵器の有用性を説き、そして魔術と科学が融和する現代社会に疑問を唱えていた。

　しかし、時代は魔法の発展を許し、魔法と調和した社会が実現するようになった。魔導師が多種多様な立場や役職に就くようになり、国際魔法協会までもが設立され、魔法は全世界に当たり前の技術として確立されたのだ。

　そんな魔導師たちの存在は、オルロフからすると脅威でしかなかった。

　国家の立場や経済的側面から、長らく間接的にしか戦争に関わってこなかったオルロフに近年動きが出ていた。軍隊の増強、特殊部隊の編制を始め、自国の軍事面への本格的な強化が行われていたのだ。

　軍事兵器の開発国として独自の立場を築きながらも、裏では魔導師の虐殺や国際魔法協会の解散などを計画していたという話もある。

　第三次世界大戦の引き金を引くのは、間違いなくオルロフと言われていた。

　しかしオルロフは、その国土全域が魔力災害に遭い、わずか三日で滅んだ。

　魔力災害は、魔法の源である魔力が何らかの形で暴走を起こす災害である。過度の魔力が溢れ出ることで、動植物に異変を生じさせるだけでなく、本来発生するはずのない自然災害をも引き起こす。

　オルロフはこの魔力災害の犠牲となったのだ。

　ただ一つ、通常とは異なることがあった。オルロフを襲った大規模な魔力災害は、たった一人の魔女によってもたらされた人為的なものだといわれたのだ。

　魔女の名はエルドラ。七賢人の一人『災厄の魔女』の称号を持つ魔女である。

　七賢人は国際魔法協会に認定を受けた七人の魔導師を指すが、中でもエルドラは長い間不動の地位を確立している魔導師の一人だ。歴史上いくつもの戦争に関わり、彼女が関わった戦争はその多くが終わりを告げた。

　何故そのような行動を取るのか、彼女の目的は明らかにされていない。

　しかし少なくとも、魔法と兵器の立場の違いから、エルドラとオルロフは対極的な立ち位置にあったことは確かだ。結果としてオルロフが滅ぼされたことで、北米などの魔法国家とオルロフとの間にあった緊張は解け、第三次世界大戦は未然に防がれた。

　魔力災害で滅びたオルロフの国民はそのほとんどが息絶えており、現状生存確認が取れている者はわずかしかいない。
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「オルロフ……」

　私はその国の名を、何度も何度も目で追った。

　第三次世界大戦の引き金になる可能性のあった国。しかし魔女エルドラにより滅ぼされた。オルロフとエルドラの間には、戦争を通じた対立関係があったらしい。

　エルドラ姉さんが私利私欲のために大勢の人を殺したとは考えがたい。だけど、もしこのオルロフが私の生まれ故郷なのだとしたら、私が潜在夢で見たあの光景はやはり実際に起こったことだったのだろう。

　夢で見た街は、ずいぶんと栄えているように感じられた。賑やかで、活気があって、豊かだった。本に書かれているオルロフの特徴とも一致する。

　もしオルロフが今も存在していたとしたら、魔法をこの世から消すために第三次世界大戦が起こっていたかもしれない。そうすれば、たくさんの魔導師たちが命を落としていただろう。

　エルドラ姉さんは、皆を守るためにことを起こしたのだろうか。

　だとしたら、誰も彼女を責められない。

　複雑な心境だった。魔法は私に生きる意味を与えてくれた。魔法を通じて知り合った人たちは、私にとってかけがえのない人ばかりだ。その魔法を消そうとした国の血が私に流れているのだとしたら、私はこの事実をどういう気持ちで受け止めれば良いんだろう。

『地図にない国』の最後は、オルロフの土壌について記されていた。魔力災害により汚染されたオルロフの大地は、間もなく足を踏み入れることが可能になるという。

　この本が出たのは数年前みたいだから、今ならもしかしたら……。

「地図にない国、か」

　私はきっと、ここに行かないといけないんだ。




　翌日、図書館で本を読んでいると、目の前に誰かが座った。

「メグさん、こんにちは」

「エンデじゃん。またサボり？」

「えへへ」

「見た目によらず悪ガキだなぁ」

　エンデの手にはミヒャエル・エンデの『モモ』が握られていた。先日図書館で借りたものだろう。

「メグさんが教えてくれたこの本、とっても面白かったよ」

「もう読んだの？」

「うん。夢中になって読んじゃった」

「そっか、そりゃ良かった。薦めた甲か斐いがあったよ」

「メグさんは僕の本、まだ読んでる最中？」

　エンデは私の手にしていた『地図にない国』を指差す。私はそっと彼に本を差し出した。

「この本、面白かった。読み終わったから返すね」

「メグさんも読むの早いんだね」

「ま、読書が仕事みたいなもんだからねー！」

「それで、感想は？」

　エンデは、子供のようにキラキラした瞳で私の顔を覗き込んでくる。でもその裏には、どこかこちらを探るような気配を感じた。

　私は、表情を正してエンデの瞳を見つめる。

「……行ってみたいと思ったよ。オルロフに」

　誤ご魔ま化かす言葉は使わずに答えた。「行ってみたい？」と不思議そうにエンデは首を傾げる。

「オルロフは魔力で汚染されてるって書いてあったよ？」

「それでも行ってみたい。この国がどんな国で、街に何があって、どんな風景で、どんな人がいたのかを、知りたいと思った」

「どうして？」

「そこはきっと、私が生まれた場所だから」

　私の言葉を聞いても、エンデは表情を変えない。まるで最初から知っていたように、平然とした表情で私を見つめてくる。

「メグさんはオルロフの人なの？」

「確証はないけどね。たぶんそう」

「オルロフの人は、もう数えるくらいしか生き残っていないらしいけど……」

「そだね。でも、エンデは全部知っていて、私にこの本を読ませたんでしょ？」

「えっ？」

　私の言葉に、エンデは驚きの表情を浮かべる。でも私には、それが演技なのだと見抜くことができた。普段からラピスの子供たちと接しているおかげかもしれない。

「私はさ、エンデと会った時、どこか『モモ』に似てるなって感じたんだ」

「どういうこと？」

「『モモ』を読んで、違和感を抱かなかった？」

「違和感？」

　首を傾げるエンデに、私は頷く。

「この物語では『モモ』っていう主人公の女の子の正体がよくわからないんだ。彼女は突然街にやってきた流る浪ろうの少女で、街の円形劇場に住み着く。主人公なのに、正体不明の不思議な少女として描かれているんだよ。それでも彼女は、大切なことを教えてくれる」

「それが、僕に似てるって？」

「うん」

　エンデの表情にはずっと違和感があった。普段は子供らしくないのに、急に切り替えたように少年らしい仕草をするのだ。それがどこか私には芝居がかって見えた。

　エンデは普通の子供とは少し違う。まるで、誰かが子供のフリをしているような印象だ。その違和感は、彼と話すにつれて大きくなっていった。歯車が少しずつずれていくように。

　でも、不思議と不快感はなかったんだ。悪意がないとわかっていたから。

「エンデはさ、私に何か大切なことを教えようとしてるんでしょ？　だからこの本を私に貸してくれた」

「たまたま目に留まっただけだよ。だからパパの書斎から持ち出してきたんだ」

「それはないんじゃないかな」

「どうして？」

「だってこの本、普通の本じゃないから。目に留まることはないと思う」

「普通じゃないって……」

「呪われてるんだよ、この本は。呪いで人の認知から外れるようになってる」

「呪い？　そんなわけないじゃないか。だってこれは、僕のパパが──」

「呪われてるよ。だって、魔女エルドラのことが書かれてるから」

　私が言うとエンデは黙った。

　エルドラ姉さんは認識阻害の呪いを身にまとっている。テレビやカメラには映らず、人の意識から消えてしまうのだといつかお師匠様が言っていた。その呪いが映像や写真だけにしか効力を発揮しないなら、彼女の話題はもっと世に出てもおかしくないはずだ。そうなっていないということは、エルドラ姉さんの呪いは文字にまで影響すると見て良いだろう。

　つまり、魔女エルドラの名が書かれた本は、やがて人々に認識されなくなり、消える。

『地図にない国』の著者は有名なルポライターだった。でも、彼の著書一覧にこの本の名は入っていない。そして『地図にない国』はすでに絶版となり、市場にも出回っていない。

　この本は、文字通りこの世からなかったことになったのだ。

「魔女エルドラについて書かれた本は世に残らない。正確には、人に認識されなくなる。きっと、ある程度エルドラの呪いに対抗したり、呪いを逃れる特別な条件にある人だけがエルドラの名前を認識できるんだ。だからたとえ家の本棚にあったとしても、普通の子供にエルドラについて書かれた『地図にない国』を見つけることはできない」

　エンデは黙って俯うつむいている。私は彼に尋ねた。

「エンデ……あなた、何者なの？」

　すると──

「驚いたな、まさか気付かれるなんて」

　そう言って、エンデは笑みを浮かべた。刹那、先程まで少年だったエンデの姿に、再びノイズが走る。エンデの姿がブレたかと思うと、突然青年の姿へと変化した。

　金髪のにこやかな好青年。白いローブに身を包んでいて、どこか浮き世離れした姿をしている。

　予期せぬ現象に鳥肌が立った。そして私は同時に気付いてしまった。

　エンデを見る度に感じていた、視界にノイズが走るような感覚。あれが疲れでも病気でもないとするならば、きっと高い魔力を持つ私の目が魔法を感知していたんだろう。

　視界に働きかける魔法──例えば幻影魔法とか。

　エンデから感じていた異質な気配は、間違いなく魔導師のものだった。

「愉快な女の子かと思ってたけど、案外頭の回転が早いんだね」

「あなた……誰なの？」

「ベネット」

　彼は、確かにその名を口にした。

「僕はベネット・エンデ。七賢人の一人、始まりの賢者ベネットだよ」
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　この青年が、あの始まりの賢者ベネット……？　すべての魔法の祖と言われた？

　にわかには信じがたかった。私が以前テレビで見たベネットの姿は、年老いた長いひげを持つ老人だったからだ。

　でも、この人はさっきまで少年の姿をしていて、今は青年になっている。自分の外見を相手に誤認させる技術を持っているのかもしれない。ただ、少なくともそんな技術を私は知らない。

　すると彼は、私の心を見透かしたかのように「驚くのも無理はないさ」と微ほほ笑えみを浮かべた。

「僕はね、常に自分の姿を変えているんだ。もうずいぶんと長く生きているからね。必要に応じて姿を変えなければならなかった。だから子供になることもあれば、青年になることもある。背景に溶け込むようにね」

　パッパッと、まるでテレビのチャンネルを切り替えるかのように、ベネットの姿が次々と変化する。少年、青年、太った中年男性、老婆、痩せた女性……。

　一通り変化した後、やがて彼は青年の姿に戻った。見たことない謎の技術に圧倒される。

「話はわかりましたけど、どうしてその『始まりの賢者』が子供のフリを？」

「君のことを知りたかったからね。子供の姿なら、素の君が見られると思った。僕はね、君に伝達があってここに来たんだ」

「伝達？」

　ベネットは優しく微笑みを浮かべたまま頷いた。

「君に国際魔法協会より一つ依頼が来ている。僕は、その依頼を届けに来た」

　国際魔法協会という単語に、私の心臓が跳ねる。七賢人の称号を制定した、魔法を管理する世界最大の組織。その魔法協会が、私に依頼だって……？

「魔法協会は星の核とは別に、あるプロジェクトを企画していてね。そのプロジェクトで、参加枠に一名空きがあるんだ。最後の一人を誰にするかという話になった時、君の名前が出た」

「どうして私の名前が？」

「推薦だよ」

「推薦って、私を？　誰が？」

「生命の賢者って言ったらわかるかな」

「ジャックが？」

「今回のプロジェクトにはジャックの参加が決まっていてね。植物や土壌の知識に優れた人がほしいと話題が出た時、ジャックが君の名を出したんだ」

「それなら祈さんの方が良いと思うんですけど。どうしてジャックは私を？」

「彼なりの目もく論ろ見みがあったんだろうね。そしてタイムリーなことに、魔法協会では君のことも話題になっていた」

「話題って……」

「魔力汚染者の治療法の発見、アクアマリンを襲った大災害の回避。君の活躍は、近年の魔法界でも特筆すべき事例だったからね」

「じゃあひょっとして私って、すでにすごい魔導師？」

「そう呼ぶには、まだまだ実力不足だね」

「ンゴッ！」

　ガクッと体の力が抜ける。そんな私のリアクションを見て、ベネットは愉快そうに笑った。

「僕は魔法協会に頼まれてラピスに来た。協会が依頼するに足る人物か確かめるために」

「なるほど……」

「それに僕個人も、君に興味があった」

　ベネットは頰ほお杖づえをつきながら、私を探るように覗き込んでくる。引き込まれそうな瞳、端整な顔立ち、ミステリアスな魅力。私は思わず顔が熱くなり、身を引く。

「わわ、私に興味って、どどどういうことですか？」

　狼狽していることがバレバレだったが、ベネットは気にした様子もなく真剣な声を出す。

「魔女ファウストは魔女エルドラを育てた張本人だ。エルドラは素晴らしい魔女だけど、極めて危険でもある。この世界に益をもたらすこともあれば、混こん沌とんを運びもする。そして、同じファウストの弟子である君がエルドラみたいにならないとは限らない。僕はそれを見極めたいと思った」

「私が、混沌を運ぶ魔女になるかもしれないと？」

「その可能性があると思っていたんだけど、杞き憂ゆうだったみたいだ。ひと目見てわかったよ。君の瞳の奥には深い光が宿ってるって」

「光？」

「君は人に希望を渡す。そしてその力はもうすぐ開花する。ラズベリー、確信したよ。君はもっと広い世界に出た方が良い」

　正直私は、ベネットの話をどう捉えたものかわからずにいた。

　魔法協会から私に何らかの依頼が届けられようとしていて、ジャックが私を推薦していて、ベネットが私を評価するために会いに来ていて、魔法協会では私が噂になっていて……。

　情報量多すぎだろ。

「何かここ最近、こんなことばかりだな」

　話も急で、わからないことも多くて、謎が全然解けないままどんどん流されていく。ついていけないほどじゃないけど、とにかく目まぐるしい。口を開けば質問しか出ない。

「それだけ君の運命が大きく動き出したっていうことだよ」

「適当な言葉で誤ご魔ま化かそうとしてません？」

　するとベネットは立ち上がり、そっと私に手を差し出した。

「行こう、ラズベリー」
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　図書館を出て私たちは歩く。私の前にベネットがいた。先程まで目立つローブ姿だった彼の服装は、今ではどこにでもいる若い男性のそれに変化している。

「これ、どこに向かってんですか？」

「君の家だよ」

「ウチ？」

　お師匠様と話すのだろうか。疑問を抱きつつ我が家に戻ってくると、今朝とは少し様子が違っていた。家の前に車が停まっている。全部で五台。田舎町には似つかわしくない黒塗りの高級車だ。

「魔法協会の車だよ」

「魔法協会って、何で……？」

　よく見ると、家の入り口に黒スーツでサングラスをかけた男性が二人立っている。ＳＰだとすぐに気が付いた。

「ご苦労さま」

　彼らは眼めの前まえの男性がベネットだと認識すると道を開ける。えらく仰々しいな。魔法協会からの仕事の依頼は何度もあったが、こんなことは初めてだ。

　異変は家の外だけではなかった。家の中に入ると、室内にも数多くの黒スーツの人間がいた。男女問わず道を作るように左右に立ち、サングラスをかけて無表情。一般人にはない強い魔力を感じるから、この人たちが魔導師だとすぐにわかった。それも、一人一人がかなりの実力者だ。

　似たような光景を過去にも見たことがあった。昨年末に行った魔法式典だ。あの特殊な場所でも、こうした雰囲気の人を度々見かけた気がする。

　何が起こっているんだろう。お師匠様は……大丈夫だろうか。

「ラズベリー、落ち着いて」

　ベネットの声が、不思議と不安だった私の心を落ち着かせた。

　お師匠様の部屋の前まで来ると、ベネットはコンコンとノックを挟みドアを開く。

「失礼」

　部屋に入るとお師匠様の前に見覚えのあるスーツ姿のおじいさんが立っていた。

　誰だろうと思って、すぐに気付く。国際魔法協会の会長だ。お師匠様と向き合っている。

「どうして魔法協会の会長がこんな場所に……？」

　不思議に思っていると、私たちを視認したお師匠様が静かに口を開いた。

「ようやく役者が揃ったってことだね」

　異様な光景だと思った。魔法界トップの人たちが、こんな田舎町に揃っている。普段にはない緊張感に、私は思わず生唾を飲み込んだ。

「それで、これは一体どういう騒ぎだい？　メグまで連れてくるなんてね」

「僕から説明しよう」

　ベネットが薄笑いを浮かべたまま一歩前に出る。彼の登場に、露骨にお師匠様の表情が硬くなった。警戒しているのがわかる。

「ファウスト、魔法協会は君の弟子メグ・ラズベリーに新規プロジェクトへの参加を望んでる」

「……内容は？」

「魔力災害被災国への支援と現地調査。そして、亡国オルロフの調査」

　オルロフ……？　ベネットの口から放たれたのは、予想だにしない名前だった。

　驚く私をよそに、ベネットは話を続ける。

「近年、魔力災害の件数が激増しているのは誰もが知るところだ。対処できていない開発途上国も増えている。多くの国が、多方面で支援を必要としているんだよ。同時に、魔力災害で滅びたオルロフの土地調査も課題に上がっていてね。そこで魔法協会に白羽の矢が立った」

「ふん……なるほどね。話はわかったが、どうしてそこでメグの名が出るんだい？」

「それはもちろん、彼女が亡国オルロフの生き残りだからだ」

「えっ……!?」

　ベネットの言葉に、魔法協会会長が驚きょう愕がくの表情を浮かべる。どうやら会長は、その事実を知らなかったらしい。

「ベネット、今の話は本当なのですか？」

「あぁ。魔女メグ・ラズベリーは亡国オルロフの生き残りだよ。オルロフが滅びたあの日、ファウストが助けた。違うかい？」

「……お前はそういう話を、どこから仕入れてくるんだい」

「一応、この世界の観測者だからね。いろんなものの流れを読むようにしているのさ」

「意地の悪い魔導師だよ……お前は」

　薄々予感はしていた。だけど、確証がなかった。自分がオルロフの人間だって。

　ベネットがオルロフについて書かれた本を私に渡したのは、その事実を私に知らせるためだったんだ。

「もし、メグがオルロフの子だとしても……連れていく理由にはならないはずだ」

　視線を落としながら吐き出したお師匠様の声は、絞り出すようにか細かった。

　その発言に「それがそうでもないんだ」とベネットは言葉を返す。

「ラズベリーは、魔女としての功績も認められているんだよ。今回のプロジェクトは医療を中心に、多分野の知識と技術が要される。そこでまず選任されたのが、生命の賢者ジャックと僕。そして僕たちでチームメンバーを決める際、ジャックがメグ・ラズベリーを推薦した」

「馬鹿言うんじゃないよ。その子はまだ修行中の身だ。技術や知識を必要とするなら、祈を選任すれば良い。英知の魔女が適任だ」

「今回のプロジェクトは今後、魔法協会にとって長期的に取り組む活動の架け橋となる。だからこそ、将来有望な魔導師を参加させ、育成するのが魔法協会の狙いでもあるんだ」

「メグが、その『将来有望な魔導師』ってわけかい」

「おっしゃる通りです」

　お師匠様は、ベネットから魔法協会の会長へと視線を移す。

　視線を受けた会長は、ゆっくりと口を開いた。

「魔女ファウスト、あなたのお弟子さんがオルロフの生き残りだというのは驚きました。私は、一人の魔導師としてメグ・ラズベリーにこのプロジェクトへ参加してもらうつもりだったので……」

「前置きは良い。……話してみな」

「わかりました」

　会長は、胸ポケットから手帳を取り出す。

「報告によると、あなたのお弟子さんには多数の魔法の功績が認められています。魔力汚染患者に対する治療法の発見。感情魔法の概念の確立。そしてアクアマリンを襲った未曾有の大災害の回避。短期間にこれほどの成果を挙げたことから、メグ・ラズベリーには普通の魔女にはない何かがあるというのが魔法協会の見立てです。そして、生命の賢者ジャックも、魔女メグ・ラズベリーがいれば、本来助けられないはずの人たちを救うことができるかもしれないと提言しました」

「それは過大評価さね。ジャックはその子に恩がある。メグの名前を出したのも、奴なりの恩返しのつもりなんだろうさ。魔女として活躍できる舞台を用意しようとしたんだろう。でも、奇跡をその子に望むなら、それは荷が重すぎるってもんだよ」

「それはどうかな」

　ベネットが一歩前に出て、そっと私を一いち瞥べつする。

「ジャックだけじゃない。今日会って確信したよ。ラズベリーには他の魔女にはない何かがある。僕からもラズベリーを推薦しよう」

「お前がわざわざラピスまで来たのも、それが狙いかい？」

　ベネットは笑みで肯定する。お師匠様は忌いま々いましそうに目を細めた。

「会長がわざわざ私の元を訪ねてきたのはお前が動いたからか。今まで傍観していたお前がこの世界に干渉なんて、一体どういう風の吹き回しかと思ったが……」

「最初は断ろうと思ったんだ。でもジャックからラズベリーの話を聞いた時、個人的に少し興味が湧いた」




『是非お二人にこのプロジェクトへ参加していただきたいのです。ジャック、ベネット』

『悪いけど、僕はそういうのには参加しない主義でね』

『俺は構わない。それに一人、どうしても推薦したい奴がいる』

『ジャックが推薦したいだなんて珍しいね。誰なんだい？』

『ベネットも驚くと思うぜ。そいつはきっと、奇跡を起こす』




「ジャックがそう言った理由がわかった気がするよ。ラズベリーは僕の知り合いによく似ているんだ。僕は今、間近でラズベリーの行く末を見届けたいと思っている」

「やれやれ、厄介な奴が出てきたもんだね……」

　ガリガリと、お師匠様は頭を搔かく。たとえ二対一とはいえ、言い合いでお師匠様が押されているのは珍しい。

「魔女ファウスト。あなたに託された星の核の依頼と同じくらい、このプロジェクトは魔法協会にとって重要なものです。これまで依頼を受けなかったベネットが動いてくれるなら、我々はどのような条件でも最大限譲歩したいと思っています。それがあなたのお弟子さんを巻き込む形になっても」

　追い打ちをかけるような会長の言葉に、お師匠様は頭を抱えた。すると、ベネットが何かを探るように、お師匠様の顔を覗き込む。

「ファウスト、ヒナが飛び立とうとしているなら、タイミングを逃してはいけない。一度機を逃せばヒナはもう飛べなくなる。成熟するのを待っていては遅いんだ。少し未熟な時こそが、ヒナの巣立ちの時期だよ。君が本当に彼女の師なら、世界への扉を開けてやるべきだ」

　ベネットはそっと、私を振り返る。

「ラズベリー」

「はい」

「君の余命のことはジャックから聞いている。君がもし、まだ千粒の感情の欠片かけらを集める気持ちがあるなら、この旅は君にとって大いに意味のあるものになるだろう」

「どういうことですか？」

「この旅は大勢の人を助けるものだ。もちろん危険もある。君はきっと、とても過酷な経験をする。でもそれ以上に、たくさんのものを得られるよ。経験や知識、人々との縁。それはきっと、嬉し涙集めにも繫がるはずだ」

「嬉し涙に……？」

　確かに、いろんな被災国の人たちを助ければ、嬉し涙を集められるかもしれない。もちろん、そんな邪よこしまな気持ちで参加なんてしたくないけれど……。今の私にはもう余裕がないわけで。

「ラズベリー、君はどうしたいと思っている？」

「私は……」

　しばらく言葉に詰まった。だけど、歩むべき道はもう決まっているような気がした。

「お師匠様、一つ確認させてください」

　私は顔を上げ、一歩前に出る。お師匠様は、逃げることなく私を見つめた。

「私の生まれ故郷は、オルロフなんですか？」

「それを知ってどうするんだい」

「知りたいんです。自分のことを。他の誰でもない、お師匠様の口から」

　私の言葉に、お師匠様は誰にもわからないくらい微かすかに瞳を揺らした。

　そして、ゆっくりと目を瞑り、しばらく沈黙した後──

「そうだ」

　と、一言答えた。

「お前は、オルロフで被災していたのを私が助けた。お前がまだ幼い頃にね」

「やっぱりそうだったんだ……」

「メグ。ラピスにはお前の友人がいる。お前を慕う人も、お前を待つ人もいる。帰る家だってここにある。それでもお前は、生まれ故郷を追うのかい」

　ラピスを捨てるのか、未来じゃなくて過去を追うのか、私の元を離れてしまうのか。

　お師匠様の言葉には、様々な問いが混ざっているように感じられた。

　でもきっと、それだけじゃない。

　他の人は気付いていないけれど、お師匠様の瞳の奥には確かに悲しみが宿っていたんだ。

　だから私は伝えなければならない。自分の素直な気持ちを。

「はい」

　私は、ハッキリと声に出す。

「私の故郷はラピスです。今までも、これからもそれは変わりません。だけど、このまま何も知らないまま生きていたくない。私は、自分の生まれた場所のことを知りたいんです。どんな人がいて、誰と暮らして、どんな場所だったのかを、自分の目でちゃんと見ておきたい」

「お前には、足かせになるような過去は必要ない。そう思っていたんだがね」

「これは過去に縛られるんじゃない。私が自分の選んだ未来を歩むために必要なことなんだ。それに、お師匠様ならわかるでしょ？」

「何がだい？」

「私は欲張りなんですよ」

　フッフッフと、私は不敵な笑みを浮かべた。

「生まれ持った過去も、これから抱える未来も、全部まるっと私のものにしたいんです。知るも知らないも、持つのも捨てるのも、私が自由にする。何が必要で、何が不要なのかも、私が決める。だって私は強欲なんだから！　世界中の美少年も！　財産も！　地位や名誉も！　そして私自身の記憶さえも！　自分のものにしておきたいんですよ！」

　大声を出した私に、ベネットも会長も、お師匠様もキョトンとした表情を浮かべた。

　そして、しばらく沈黙が漂ったあと。

「ふふ……お前って子は、どこまでも愚かな子だね……ふふふ、あはは、ははははは！」

　お師匠様は、やがて大きな声を上げて笑い出した。

　涙が出るくらいおかしそうに笑う魔女ファウストの姿は、どう見ても異様だった。今まで見たこともない姿に、魔法協会会長や室内にいたＳＰが困惑する。表情を変えなかったのは、私とベネットだけだ。

　一通り笑ったあと、お師匠様は全身から憑つき物ものが落ちたように、優しい表情を浮かべた。

「運命が、どんどん塗り変わろうとしているね……」

　窓の外を眺めながら、永年の魔女は呟いた。

「メグ」

「はい」

「お前には過去を受け止める覚悟があるんだね？」

「はい」

「なら行ってきな」

「えっ……？」

　お師匠様の顔には、いつもの不敵な笑みが浮かんでいた。

「行って、見ておいで。お前が生まれた場所や、お前がまだ知らない世界を」

「良いんですか？　お師匠様……」

「あぁ。でも、忘れるんじゃないよ。たとえ生まれた場所は違っても、ラピスはお前の故郷で、お前の帰る家はここにある」

　私はそっと頷いた。そんなこと、最初からずっとわかっていたことだ。

　私が愛し、ずっと暮らしてきたラピスの街を、今さら捨てるなんてありえないんだから。

「ここが私の帰る場所です」

　こうして、私の生まれ故郷を巡る旅が決まった。

　この旅が、私の運命をどのように変えるのかはまだわからない。

　でも、この旅の先に、自分の探していたことの答えが待っている。

　今はただ、そんな気がしていた。
















　旅立ちの朝は、雲一つない快晴だった。

　何だか心臓が高鳴って、心が落ち着かない。いつもより三十分ほど早い時間に目が覚めた。

　荷物の確認をして、それから朝のルーティンをこなす。一通りやるべき家事を終えて、お師匠様の書斎へ向かった。コンコン、とドアをノックすると「入りな」と中から声がする。

　部屋に入ると、いつもと同じように、永年の魔女は本を読んでいた。

「朝の紅茶っす」

「今日はずいぶん早いじゃないか」

「眠れなくて」

「アクアマリンの時とは違うからね。魔法協会の依頼ということもあって、プレッシャーもあるだろう」

「そうですね……」

　弱々しい笑みを浮かべる。するとお師匠様は「メグ、そこに座りな」と来客用の椅子を指差した。

　言われるがまま座り、手に持っていた紅茶セットをお師匠様のデスクへ置く。一緒に飲もうとカップを二つ持ってきたことに気付いたのだろう。

　お師匠様は私の対面に座り、私の分のカップに紅茶を注いでくれた。お師匠様が私に紅茶を淹れてくれるなんて、初めてかもしれない。

「こうして紅茶を飲む機会は、もう当分ないだろうね……」

　少し寂しそうにお師匠様が言う。私たちの間に、以前のような気まずさはもうなかった。

「ずっと前、祈さんに誘われて世界に出てみたいって言ってたのが噓みたいです。まさか、こんな急に機会が巡ってくるなんて」

「やるべきことを積み重ねた結果が認められただけさね。旅先ではかなり忙しくなるだろうから、覚悟しときな」

「私だけじゃないですよ。お師匠様だって、もうすぐ星の核が完成するんでしょ？　色々バタバタしそうじゃないですか」

「そう大したものじゃない。去年の暮れに魔法式典が行われた北米の聖地があるだろう。星の核が完成すれば、あと私がやるのはあの場所にエルを送り届けることだけだからね」

「どうしてあの聖地に？　二十年に一度しか開かない場所なんでしょ？」

「星の核を使えば開くことができる。あの場所は星と繫がっているのさ。あそこで星の核を使って、少しずつ、この星の乱れを正していくんだ」

「星を浄化する執行人になるんでしたっけ……」

　エルドラ姉さんは、たった一人でこの星を救おうとしている。それは、きっと想像もつかないような孤独との戦いなんだと思う。でも彼女は、その役目を担になうことを選んだ。

　どうしてそんな人が、オルロフを滅ぼしたんだろう。

　本ではエルドラ姉さんの行動が第三次世界大戦を止めたと書いていた。

　でもきっと、理由はそうじゃない。

　エルドラ姉さんは自身の行動を『復讐』だと言っていた。オルロフが滅ぼされたのは、エルドラ姉さんの個人的な事情だ。そしてお師匠様は、大量虐殺の罪を少しでも償いたくて、私を助けた。

　事実を知った時は取り乱していてわからなかったけれど、オルロフの生存者がほとんどいないことからも、お師匠様はかなり危険を冒したんだと思う。

　悪魔サタンと対たい峙じした時も、オルロフで私を助けた時も。

　お師匠様は命を投げ出して私を救ってくれた。

　私のことを『愛娘』と呼んで、家族として受け入れてくれた。

　だからそんなお師匠様の想おもいを、私は信じたい。

「メグ。お前にこの呪文を教えておこう。今のお前なら、扱えるはずだ」

「呪文？」

「命の種を生み出す呪文だ」

　私の全身に、ゆっくりと緊張が走った。

「『フィアト・ルック』」

　お師匠様は、静かにその呪文を口にする。

「ラテン語に由来する呪文でね。意味は『光よ、生まれろ』。涙が千粒集まった時、この呪文を唱えな」

「フィアト・ルック……」

　口にしてみると、何だか神聖な気配がした。心がざわつくような、体がクリアになるような、不思議な響きの呪文だと思った。

　命の種を生み出す明確な方法をお師匠様は教えてくれなかった。それを私に教えた意味について考える。お師匠様は、私を認めてくれたのかもしれない。

「今、お前がしたように、この呪文はただ唱えるだけだと意味がない。わかるね？」

「はい」

　私はお師匠様の顔をまっすぐ見つめた。

「感情を……想いを乗せる」

　私が言うと、お師匠様はいつもの笑みでゆっくり頷いた。

「お前に涙をくれた人たちを想い、そして出会ってきたすべての人たちに捧げるつもりで、この呪文を唱えな。それができた時、感情の欠片たちはお前の呼びかけに応えるだろう」

「でも、私が持つ涙には嬉し涙じゃないものも混ざってます」

「それでも、ビンが集めた涙ということには重要な意味がある。お前はただ、信じれば良い。自分のしてきたことをね」

「……わかりました」

　お師匠様はカップを置くと、しばらく思いつめたように沈黙し、やがて口を開いた。

「メグ、お前の誕生日に、私がお前の未来を見せたのを覚えているかい」

「老婆になって一人で死ぬっていう最悪の光景のことですか？」

「そうだ。だが今のお前からは、その未来はもう見えない」

「えっ」

　思わず絶句する。

「お前は、お前自身の運命を変えたんだ」

「運命を、変えた……。余命一年の呪いを超えられるということですか？」

「超える可能性が生まれたと言っていいだろうね。私には今のお前の未来が見えない。正確には、特定の未来までしか見えなくなった。その先に何が待っているかはわからない。だからこの先、どんな未来を迎えて、どんな光景を目にするのかはお前が決めるんだ。お前が、自分自身の意志で」

「わかりました。でも、お師匠様が観測したっていう『特定の未来』って何なんですか？」

「そのうちわかるさ」

　ガクッと力が抜け落ちる。

「えぇー？　当分会えないのに教えてくれないんですか？」

「いつか時が来たらちゃんと伝えるよ」

「ううう……」

　その時、鳩はと時ど計けいが八つの鳴き声を上げた。お師匠様が時計を見上げる。

「メグ、そろそろ時間じゃないのかい」

　気が付くと、ずいぶん時間が経たっていた。

「そうですね、行かないと」

「荷造りは済んでるのかい」

「はい。玄関に置いてあるので、いつでも出られます」

「そうか。なら良い……」

　するとその時、玄関のチャイムが鳴り響いた。こんな朝早くに来客なんて誰だろう。

「はーい、ただいまー！」

　書斎を出て玄関へと向かう。玄関の扉を開くと、見知った顔がそこにあった。

「あ、はは……メグ、来ちゃった」

「あれ？　フィーネじゃん。どうしたの、こんな朝早くから」

「長期の旅に出るって連絡くれたじゃん。それで……」

「もしかして見送りに来てくれたの？」

　私が尋ねると、フィーネは真っ赤な顔をして頷く。何だこの可か愛わいい生き物は。私が男だったら、この場で駆け落ちしていたことだろう。

「ありがとね。私もしばらくフィーネに会えないのは気がかりだったから、会いに来てくれて嬉しいよ」

「メグぅ……」

「わかるよ、泣いちゃうよね。なにせ希望の象徴、街のアイドル、全人類の憧れの的である大親友の私がいなくなっちゃうんだもん。寂しさで死ぬなよ？」

「寂しくなくなってきた……」

　ズズッとフィーネは鼻水をすする。大きな目が潤んでいて、今にも泣きそうだ。

「大丈夫。ちゃんと帰ってくるよ。そして面白い土産話をたくさん聞かせてあげる」

「うん……楽しみにしてる」

「あっ、いた！　パパ！　お姉ちゃんいたよ！」

「本当だ。おーい、メグちゃん！」

　フィーネの背後から聞き覚えのある声がした。

　見ると、ヘンディさんとアンナちゃん親子が立っていた。

「ヘンディさん、アンナちゃん！　どうしたの？」

「私が呼んだんだ。お前のことを見送りたいだろうからね」

　後ろでお師匠様が言う。一体いつの間にそんな仕込みをしたのだ。不思議に思っていると、アンナちゃんが私の服の裾を引っ張った。

「お姉ちゃん！　たくさん世界を巡るんでしょ？」

「うん、そうだよ」

「ファウスト様から聞いたよ。魔法協会からの依頼だってね」

「偶然知り合った七賢人が推薦してくれてさ。しばらく薬の配達もできなくなっちゃうんだ」

「一時的とはいえ、寂しくなるね」

　するとヘンディさんとアンナちゃんは顔を見合わせて、嬉しそうに笑みを浮かべた。

「私、お姉ちゃんのおかげで桜を見ることができたよ！」

「桜って……精霊樹ラピスセレナのこと？」

「この間二人で見てきたんだ。メグちゃんのおかげで、アンナに本当の桜を見せることができた」

「お姉ちゃん、もう大魔導師だね」

「まだまだ！　私がすごくなるのはこれからなんだから！　もっともーっと成長してくるから、期待して待っててよ！」

　私が息巻いていると、今度は遠方から「おーい、メグちゃーん！」と声が聞こえてきた。

　次はなんだ？　今日は客が多いな。そう思い、目を向けてギョッとする。

　市長のカーターさんが、何十人ものラピスの街の人たちを連れて歩いていたのだから。

　ベーカリーのオネット一家に、市場の皆、時計屋さんのゼペットのおっちゃんに、お肉屋さんのおばちゃん、異界祭りで結ばれたウーフくんとマリーさん。ざっと見ただけで、五十人以上はいるんじゃないだろうか。

　誰も彼も、見覚えのある人たちばかりだった。

「街の皆さんをお連れしましたよ。皆、メグちゃんを見送りたいそうです」

「街のって……ちょっと仰々しすぎない？　だって半年くらい出かけるだけだよ？」

「それだけ、街の人たちにとってお前が大きな存在だってことだ」

　お師匠様が私の荷物を手に取る。お師匠様の両肩には、シロフクロウとカーバンクルもいた。私が荷物をお師匠様から受け取ると、二匹の使い魔も私の肩へと移動する。

「メグ、旅立ちの時だ」

「はい」

「私もじきに魔法協会本部に缶詰になる。お前も旅の終わりには、顔を出すことになるからね。その時、また会うことができるだろう」

「……お師匠様、もし無事にすべてが終わったら、その時は今度こそ色々聞かせてくださいよ。お師匠様と、エルドラ姉さんのこと」

「あぁ、約束しよう」

　お師匠様は、何故かとても悲しげな表情をしていた。しばらく離れるから寂しがっているのだろうかと思ったが、そうじゃない。その瞳には、もっともっと深い感情がこもっている気がした。

　まるで、今生の別れの時のような……深い慈しみと、悲しみが。

　するとその時、お師匠様が私の体をぐっと抱きしめた。最初は驚いたけれど、やがて私もお師匠様の背中に手を回し、その感触を確かめる。

「いつも胸に希望を抱きな、メグ・ラズベリー」

「……はい」

　私が歩き出すと、見送りに来てくれた皆が大きな声援をくれた。

「メグ姉、帰ったらまた寄ってよ！」

「メグちゃん、どうか無事にね！」

「お姉ちゃん頑張ってー！」

「メグさん、きっとまた戻ってきてください！」

「どうかご無事で、魔女さん」

「メグー！　土産話待ってるから！」

　皆好き勝手言いやがる。でも、今はそんな皆のことが、とても愛しい。

　私は何度も何度も手を振った。

「じゃあねー！　行ってきまーす！」

　私の旅は、ここから始まるんだ。

　自分のルーツをたどり、そして涙を集めるための、長い長い旅が。
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　ラピスを離れてロンドの空港に行く。指定されていた待ち合わせ場所はこの辺だ。

「どこにいるんだろ……」

「ラズベリー、こっちだよ」

　どこからかベネットの声がする。しかし目を向けてもそこに彼の姿はなかった。何だかくたびれた老人が一人、近くのベンチに座っているだけだ。

　ベネットの姿を探してキョロキョロしていると、老人に服を引っ張られた。

「どこ見てるんだい」

「うぇ……!?　ベネット!?」

　目の前にいる老人はベネットだった。どう見ても近所に住んでる老人にしか見えない。よく見ると、ザザッとノイズのようなものが入ることに気が付く。これも彼が見せている偽にせの姿らしい。

「時間ぴったりだね」

「もちろん……っていうか、わざわざ迎えに来てくれたんですか？　てっきり魔法協会の人が来るものかと」

「一応、巻き込んだ側としては責任を取りたくてね。これでもそれなりに気を遣ってるんだよ。それに僕が迎えに行くのが一番効率も良い」

「そりゃあ……どうも？」

「じゃあ行こうか」

　効率って何のだろう。いまいち言葉の真意が摑つかめずにいる。しかしベネットは私のことは気にせず、老人らしからぬ足取りで空港の奥へと歩き始めた。搭乗口が遠ざかっていく。

「あのー、ベネットさん」

「ベネットで良いよ。どうしたんだい、ラズベリー」

「いや、搭乗口過ぎてるなーって思って」

「良いんだ。今回の移動に飛行機は使わない」

「えっ？」

　ベネットの後を追って歩く。すると、ベネットは空港の奥にある小さな窓口に声をかけた。関係者の通用口にも見えるけど、何の場所だろう。不思議に思っていると「おいで」と手招きされる。そのまま誘われるようにゲートの奥へと入った。

　狭くて薄暗い通路をしばらく歩くと、やがて小部屋へとたどり着く。

　仄ほのかな明かりが漏れ出した部屋だった。

「これは……魔法陣？」

　そこにあったのは、大きな魔法陣だった。大の大人が十数人は入れそうな巨大なサイズの魔法陣が床に描かれている。魔法陣からは仄かな光が放たれていた。

「転移の魔法陣だよ。便利な魔法でね、同じ陣が描かれた場所にすぐ移動できるんだ。魔法協会に絡からんだ仕事の場合だけ、一部の魔導師に使用許可が降りる」

「そんな便利なら普段から使わせてくれたら良いのに……」

「それなりの魔法の技術が要る。本来は専門家を一人つけるくらいだからね。中途半端な魔導師が使えるものじゃない」

　確か昨年末の魔法式典に参加した際、似たような陣をソフィが描いていた。あの時ソフィは何げなく使っていたが、実はそんな気軽なものでもなかったらしい。あの天才魔女は何でも簡単そうにこなしてしまうから困る。

「それじゃあ飛ぶよ、ラズベリー」

「えっ？　あ、ちょっとまだ心の準備が──」

　言い切る前にベネットは魔法を発動してしまう。

　陣から溢れた光に視界が包まれ、思わず目を瞑った。

　しばらくして恐る恐る目を開くと、また同じ形の魔法陣が目に入ってくる。部屋の雰囲気が異なるから別の場所だということは何となくわかった。

「着いたよ」

「はい……」

「意外とリアクションが地味だね？」

「いや、以前も同じようなことがあったんで……」

「それは残念だな。君の驚く姿が見たかったのに」

「人を見世物扱いしないでいただきたい」

　また長い廊下を抜けて外に出ると、その先にある光景はまったく違うものだった。

「おぉ……」

　ロンドの空港とは異なる、エスニックな雰囲気の場所。空港の職員も西欧人じゃない。髪色が黒く、肌は陽ひに焼けていて、濃い顔立ちをしている。

　場所も、人種も、空気も、何もかもが違う。まったく違う国に自分が立っているのがわかった。

「すごい……」

「南なん亜あ地方に僕たちはいるんだ」

「南亜!?」

　そんな長距離をあの一瞬で移動したのか。魔法の可能性は、やはり計り知れない。

「ラズベリー、まずは入国手続きをしよう。魔法協会の特殊ビザを用意してある」

「あい」

　どうやら転移魔法陣を使う場合は、煩わしい入国審査や搭乗手続きはしなくて良いらしい。しかし、魔法協会の特殊な許可証がなければ、ただの不法入国者になってしまうようだ。

　魔法協会という組織の力は、そこかしこで垣かい間ま見みえる。こんなイレギュラーが認められるほど、魔法協会の影響は大きいのだ。

　ベネットがいるおかげか、想像以上に早く入国手続きを終えることができた。世界最高の魔導師がいると何でも許されそうだ。

「それで、私たちはどこに向かうんです？」

「魔法協会のプロジェクトチームと合流する。計二十四名の派遣チームだよ」

「派遣チーム……」

　確か将来有望な人たちが参加しているんだっけ。偉い学者とか、専門家とかがいるんだろう。果たして自分が参加して良いのだろうか。何だか緊張する。

「おい、お前」

　不意に肩を摑まれ、ぎくりと体が強こわ張ばった。何だ？　海外の洗礼か!?

　身構えながら振り返ると「何やってんだ？」と目の前の男が呆あきれた顔をした。

「あっ……」

　七賢人の一人、『生命の賢者』ことジャック・ルッソが立っていた。

「ジャック！　久しぶり！」

　ジャックは世界一の魔法医学の権威者で、私をこのプロジェクトに推薦した張本人だ。

　私が飛び跳ねると「一ヶ月程度しか経ってねぇだろ」とジャックが笑みを浮かべた。

「よく来たな、メグ・ラズベリー。と、始まりの賢者ベネット……で合ってるよな」

　姿の異なるベネットを見てジャックは少し困惑したように苦笑いを浮かべた。ベネットはゆっくりと手を上げる。

「ジャック、相変わらず元気そうで何よりだよ」

「もう他の奴らは集まってるぜ。これから合流場所に行くが……」

「あぁ、この姿じゃダメだね」

　次の瞬間、ベネットの姿が先程の一般老人から一転して、いつかテレビで見たことのある大賢者の姿へと変化する。長いひげと、大きなフードのついた白いローブ、それに目立つ樫かしの杖。世間一般の人が認識するベネットの姿はこの形だ。

　驚く私をよそに、慣れているのかジャックは納得したように頷いた。

「じゃあ案内する。ついてきてくれ」

　先を歩くジャックの後を追う。

「ベネットって何でいつもその姿なんです？」

「あまり大勢の前で外見を変えるのは好ましくないんだ。警戒されるからね。だから、人前に立つ時は大賢者の名に相応ふさわしい威厳のありそうな姿にしてる。その方が都合も良いしね」

「なるほど……」

　色々複雑な事情があるらしい。

「どうせならイケメンになりゃ良いのに」

「声に出てるよ」

　空港の外に出ると一気に自分が海外にいることを自覚した。

　光景が一変しているのはもちろんだが、日差しも強くて、めちゃくちゃ暑い。何より開けていて、視界を遮るものがなく、空が大きく広がっていた。

「おぉー、ここが南亜地方かぁ。っていうかめっちゃ暑い……」

　事前に注意されていたので比較的動きやすい服装で来たものの、それすら負担に感じる温度だ。油断するとすぐ熱射病になりそうなレベルである。

「この地域は暑季だからな。四十度以上になることも珍しくないらしい」

「よよよ、四十度!?」

　なんじゃそりゃ。そんな環境で人間が生きていけることに驚く。

　やがてジャックに先導され、大きなワゴン車が四台停とまっている場所にたどり着いた。車の周囲にはたくさんの人が集まっている。彼らは落ち着いた様子で話していたが、私たちに気が付くと緊張した面持ちでこちらを向いた。

「おい、お前ら！　最後の二人が到着した！　大賢者ベネットと、魔女ファウストの弟子のメグ・ラズベリーだ！」

　ジャックが言った瞬間、ざわめきが起こる。

「あれが大賢者ベネット？」「すごぉい、本物だ」「まさか実物に会えるなんて」「あっちの女の子が永年の魔女の弟子？」「永年の魔女に弟子がいたの知ってた？」「いや……」「ずいぶん若いわね」「魔女の外見なんてアテにならないって」

　ベネットと私に対する感想が次々と飛び交う。どうリアクションして良いかわからず、私はチラリとベネットを見た。しかし彼は我関せずという表情で、ただそこに佇たたずんでいる。

「これから俺たちは車で支援要請のあった区域に行く！　だが現地は魔力災害の被災地だ！　治安も不安定で何が起こるかわからねぇ！　誰一人欠けないよう、お互いの顔と名前はしっかり把握しとけ！」

　ジャックが号令を出し、皆の表情が再び引き締まる。

　医療支援メンバーがジャックを含めた十二名。

　魔法支援メンバーが私とベネットを含めた十二名。

　全部で二十四名の魔法協会によって結成されたメンバーだ。

　私たちは六名一組の四チームに分かれ、時に合同で、時に別々に、行動するという。

　恐らくここにいる皆が皆、かなり優秀な人材なのだろう。このメンバーで、これから医療と魔法、両方の面で魔力災害の被災地への支援活動を行うらしい。

　早速、皆が素早く車に荷物を運び出した。私もフラフラしているわけにはいかない。舐められでもしたら、お師匠様の顔に泥を塗ることになる。気を引き締めねば。

　身構えていると「メグさん」と誰かが声をかけてきた。振り返ると笑顔を浮かべた見覚えのある金髪の女性が一人。アクアマリン総合病院の看護師のテレスさんだった。

「テレスさん、久しぶりじゃん！」

「またお会いできて嬉しいわ」

「どうしてここに？　あ、ジャックのお手伝い？」

「ええ、ジャック先生の助手ですから。困ったことがあったら何でも聞いてくださいね」

「ありがとう。心強いよぉ」

　テレスさんは笑みを浮かべると颯さっ爽そうと去っていく。緊張していたけれど、おかげで少し肩の力が抜けた。アウェイだけど、完全に一人というわけでもないんだ。

「ホウ」

「キュウ」

　足元から私の顔を見上げていたカーバンクルとシロフクロウに手を伸ばす。使い魔を肩に乗せていると、いつの間にかジャックがすぐそばに立っていた。

「メグ・ラズベリー。お前はベネットのチームに入ってもらう」

「うい」

「医療メンバーもいるが、現地の被災状況や土地の魔力の調査と支援が主な仕事だ。そのための知識を有したスタッフが参加している。全員優秀だが、曲くせ者もの揃ぞろいだ」

「曲者揃いかぁ……」

「まぁ、お前には負けるがな」

「どういう意味やねん」

「それからお前には、一部医療面のサポートも行ってもらう」

「医療サポートって、もしかして執刀？」

「馬鹿言え。そんなことしてみろ、死者で山脈ができちまうよ」

　ブラックジョークがすぎる。

「でも何やったら良いのさ？　薬の調合とか？」

「いや、製薬も投薬もすることはない。お前にしかできないことがあるだろ？」

「私にしかできないことって……感情魔法のこと？」

「あぁ。魔力汚染者の中でも重症となるステージⅣ以上の患者。その治療にお前をあてる。そして可能なら、その技術を他のスタッフにも伝えてほしい」

　その言葉に、私は息を吞のんだ。

「ベネットいわく、感情魔法は古い魔導師の技術でも特殊らしくてな。ファウストの方が得意なんだそうだ。愛弟子であるお前には、その技術を伝達してほしい」

「ジャックが私を推薦したのはそのため？」

「そうだ。ただ、もちろん見返りはある。お前は魔法で人を救う。そして助けられた人は、喜びで涙を流すだろう。その涙をお前は集めろ」

　ジャックは、まっすぐ揺らぎなく私を見つめる。本気で言っているのがわかった。

「お前が助かる可能性があるとするなら、これしかないと思った。半年以内で嬉し涙を集める可能性のある、俺から提案できる唯一の方法だ」

「確かに……。そうかも」

　残り五百粒近い嬉し涙を集めるために、これ以上の道はないだろう。

　アクアマリンを救った時、ジャックは借りを返すと言っていた。きっとこれが、彼なりの恩返しなんだ。七賢人としての合理的な判断と、私への気持ちと……その二つを取った結果が、私をこのプロジェクトに参加させることだったんだと思う。

「ジャック、ありがとう」

「礼はいい。その代わり、きっちり役目を果たせ。俺はお前に可能性を見てるんだ」

「可能性？」

「この世界を、変える可能性だ」

　突拍子もない発言に、思わず「ぷっ」と吹き出す。

「世界って、またまたぁ。いくら私が世界クラスに美しすぎるからって、そんな大げさなぁ」

　しかしジャックの顔は笑っていなかった。まさか本気で言ってるのか？　天下無双の愛あい想そ笑わらいも徐々に消きえ失うせる。

「これから俺たちが見る世界は、お前が思っている以上に凄惨だ。アクアマリンで見たシエラよりも酷い状態の患者がこの世には溢れている。でもお前は……お前なら、死の淵ふちに立ち絶望する人に光を射させるんじゃないかと思った」

　ジャックの言葉にハッとした。

　私は、まだ本当の意味で自分がこれから何と対面しようとしているのかわかっていなかった。

　アクアマリンで見た、魔力汚染ステージⅤの少女シエラ。

　これから私が向かう場所には、彼女みたいな人がたくさんいるんだ。

「メグ・ラズベリー、お前は希望を与える魔女になれ」
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　ジャックと別れると、ベネットが手招きしているのが見えた。

「こっちだよ、ラズベリー」

「了解」

　私が近づくと、他のスタッフがジロリと私を見てくる。少し緊張するが、何てことはない。こういう時は度胸が重要。堂々としていればいいのだ。

　今回のプロジェクトで用意された車は全部で四台。いずれも機材などが運べるよう、大きめのワゴン車となっている。

　普段車なんてあまり乗らないので、何だか新鮮だった。魔女をしていると、こういう当たり前の感覚が損なわれることがあるので困る。

　私たちのチームメンバーは、私とベネットを含めて計六名。

　これからこの六名で、衣食住を共にすることになるのだろう。

「ホゥ……」

　不意に、肩に乗っていたシロフクロウがくったりとし始めた。明らかに弱っている。

「おーい、大丈夫？　どうしたんだよぅ」

「魔法での体温調整を怠らない方が良い」

　すぐそばに一人の青年が立っていた。背が大きくて細身の肌が黒い人だ。見た目からでもわかるような、穏やかそうな顔をしている。

「その動物は、北国に生息する鳥でしょう。南亜地方の気候は暑すぎる」

「あ、しまった……。そっか」

　今までシロフクロウを遠征に連れていかなかったから失念していた。カーバンクルはどの気候でも平気だが、シロフクロウはそうじゃない。この子にとっては、二十度くらいの気温が適温なのだ。

「ここから先はあなたがいた国とは大きく変わります。魔法での体温調整はできますか？」

「あ、うん。大丈夫。ほら、シロフクロウ。こっちおいで」

　私が魔法をかけると、一気にシロフクロウの表情が楽になる。私は使い魔を連れているから、これからこの子たちの体調管理にも気を配らねばならない。

「ありがとう。動物のこと、詳しいんだね」

「私の故郷では多数の動物と共存していました。これくらいは普通です」

　その時、ジャックと話していたベネットがこちらに戻ってきた。

「待たせたね。とりあえず車に乗ろうか。運転をしてくれるのは……」

　すると先程の青年がそっと手を上げる。

「私です。ミスター・ベネット。お会いできて光栄です」

「名前はなんていうのかな？」

「アボサムです」

「良い名前だね。アボサム、よろしく頼むよ」

「私の住んでる西欧地方だと全然聞いたことない名前だ。不思議な響きがするね」

　私が言うとアボサムは「そうかもしれません」と頷いた。

「私の生まれは西阿地方です。故郷の精霊の名から名付けられました」

「精霊の名前かぁ、素敵だね。私はメグ・ラズベリー。よろしくね、アボサム」

「よろしくお願いします、ミス・メグ」

　何とか上手くやれそうだなとホッとしていると「あの、ベネット様！」と一人の女の子がずいと身を乗り出した。小さなお団子を二つ作った髪型で、極東に見られる薄い顔立ちをしている。黒髪に八重歯が生えていて、目つきがきつい。私と同い年くらいだろうか。

「東亜地方から来ました、魔女のシャオユウです！　お会いできて光栄です！」

「あぁ、よろしくシャオユウ。僕のことはベネットでいいよ。『様』はいらない」

「は、はい！　あ、あのあのあの！　実は魔法のことで質問があって……！」

　シャオユウと名乗った女の子の勢いに、ベネットが少し気圧される。すると「迷惑ですよ」と今度は別の男性が声をかけてきた。シャオユウと同じ東亜系の顔立ちの青年だ。

「ベネットが困っている。アピールもほどほどにしてください」

「何よ！　あんたには関係ないでしょ！」

「関係あります。僕たちはこれから同じチームです。皆が皆、あなたと同じ品性の人間だと思われたら困る。特にあなたは、同じ東亜の出身です。こちら側の人間が下に見られるような行動は慎んでください」

「うぐぐぐ、言わせておけばぁ……！」

　まだ出会って五分も経ってないのにもう喧けん嘩かしている。

「醜いよねー、少しでも目立とうと必死なんだからさぁ」

　横から話しかけられ目を向けると、ピンク色の髪をした、えらく派手な女性が立っていた。

「えっと、あなたは？」

「米国のオズ。君と同じ魔法チームだよぉ。よろしくねぇ、ファウスト様のお弟子さん」

「ど、どうも……」

　手を差し出され、思わず握手する。めちゃくちゃ可愛い人だな。眠たげな瞳をしていて、何だか心の内側まで見透かされているような気になる。こんな人も参加するのか。

「曲者揃い……か」

　ジャックの言葉を思い返す。確かに、一筋縄ではいかなそうだ。

「ねぇ、ところでお弟子さん」

「はい？」

「もう他のチームは荷物積み終わってるけど、ボクたちだけのんびりしてていいのかなぁ？」

「うげっ、マジだ」

　言われて見ると、他のチームは荷積みが終わってすでに出発しようとしていた。

「あのー……、喧嘩はその辺にして、そろそろ出ません？」

「何ですあなたは？」

「邪魔するんじゃないわよ！」

「えぇ……？」
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　揺れる車中。流れる景色。

　目の前の広大な風景が、私の心を現実から連れ去ってくれる。

　そう、この最悪の空気の車中から。

　ガタガタと揺れる車。響くエンジン音。無言の車内。

　運転はアボサムという黒人男性。助手席はいつもの穏やかな表情で外を眺めるベネット。後部座席には皆の荷物と、端に一人座る先程のオズという魔導師。

　そして私は、すでに犬猿の仲と化した二人の男女に挟まれていた。

「フン……」

「……ハァ」

　さっきからたまに飛び交う左右からの舌打ちと無言の圧。なんでこんな気まずさの塊みたいな奴らに囲まれねばならぬのか。

　私が内心げんなりしていると「ラズベリー」とベネットが車内の沈黙を破った。

「せっかくのドライブなんだ。皆に自己紹介してみたらどうだい」

「えっ、自己紹介？」

　正気か。この状況で自己紹介をさせようなぞ、常人の考えではない。そこで気付く。そういえばこの人は常人ではないのだと。

　ベネットは変わらず緩い笑みを浮かべたままだが、間違いなく楽しんでいるのがわかる。

　車内の視線が私に集まり、やらざるを得なくなった。

「えっと、メグ・ラズベリーです。英国の地方都市ラピスから来た魔女で──」

「知ってる」

　私の右隣からシャオユウに言葉を被せられた。

「あんた、七光りでしょ」

「……はい？」

「七賢人の一人、魔女ファウスト様の弟子。どんなすごい人なんだろうって期待したけど、がっかりしちゃった。全然知識のなさそうな、田舎者の魔女がやってくるんだもん」

「あぁ？」

　何だこいつは。

「魔法協会の一大プロジェクトっていうから期待したのに、まさかコネクション起用されてるなんてね」

「えっと……まだ私何も言ってないんですけど。私のどこを見てそう思われたんですか？」

　私が尋ねると、シャオユウはため息を吐ついた。

「私、偉大な魔女は見た目でわかるの。もちろん、凡才もね」

「なるほど？」

　怒りで骨がビキビキと軋むのを感じる。今すぐ車から降ろして炎天下の中を走らせてやろうか。そんな不穏なことを考えていると、背後から「ふぁーあ」とあくびする声が聞こえた。

「じゃあ次はボクだねぇ。米国の魔導師のオズでぇす。地質の研究をしてるよぉ」

　オズはそう言うと、ヒラヒラと私に手を振ってくれる。マイペースな人だ。ただ、この場においては清涼剤以外の何物でもない。私が手を振り返していると、シャオユウが鼻で笑った。

「言っておくけど、そいつ男だから」

「うぇっ？　男!?　噓うそでしょ？　僕っ娘だと思ってたのに！」

　するとオズは「失礼だなぁ」と頰を膨らませる。

「性別なんてどっちでも良いじゃん。人間には姿も性別も、自由に選択する権利があるんだよー」

「私の国じゃ考えらんない」

　シャオユウはそっと肩をすくめると、フフンと胸を張った。

「私はシャオユウ。東亜の出身で、魔法医療と水の研究をしているわ。見た目でわかると思うけど、優秀だからよろしく」

「見た目じゃわからんのだが」

「失礼ね！　あんたちょっと師匠が立派だからって調子乗ってんじゃないわよ！」

　シャオユウがムムムと私のことを睨みつける。すっかり敵対視されてしまった。

　でもこれで、ほとんど自己紹介が終わったわけか。アボサムは運転しているし、ベネットは別枠だから、二人を除けばあと自己紹介していないのは私の左隣の青年だけになる。

　皆の視線を感じたのか、彼はチラリとこちらを見た。

「リーです」

　そして黙った。

「えっ？　もしかして終わり？」

　思わず突っ込むと、リーは面倒くさそうにため息を吐いた。

「無駄話は嫌いです」

「いや、もっと話すことあるでしょ！　得意な分野の魔法とかさぁ！」

「そんなもの、後々嫌でもわかるでしょう。馴なれ合あいも好きじゃありません」

「こういうのって最初が肝心なんだってぇ！」

　私が叫んでいると、くっくっくっとベネットが含み笑いをした。

　心底愉快そうに、口元を押さえて笑っている。

「良いね。明るくなった。ラズベリー、君がいると場が華やぐね」

「えええ……？」

　私が困惑していると、またシャオユウが嫉妬に燃えた視線を送ってくる。

「ちょっと、何一人だけポイント稼ぎしてんのよ」

「言いがかりにも程がある」

「あんたは良いわよねぇ！　七賢人の弟子ってだけで注目されてんでしょ!?　こっちはね、努力と実力でやってきてんのよ!?」

「あがが、おごごご!!」

　胸ぐらを摑んで揺さぶられていると、リーが忌々しそうに顔をしかめた。

「車の中で暴れないでくださいよ……」

　本当に、やっていけるのだろうか。このメンバーで。
















　凄すさまじい熱気の中を車で走る。

　すると、徐々に空気中の湿度が増してきた。

　ジャックの話ではこの時期の南亜は暑季で乾燥しているという話だったが、雨でも降ったのだろうか。疑問を抱いていると、先程までの広大な光景が一変して小さな家や店が視界に入ってきた。どうやらどこかの街に入ったらしい。

　少し古びた建物に、剝がれたコンクリートの壁。西欧地方に比べるとその街並みはなんだかごちゃついている。整地された道の端々には、大きな水たまりや濡れたゴミなどが目に入った。

　不思議なことに、かなり大きな街なのに人の姿はほとんど見えない。

「なんだかゴーストタウンみたい……」

　同じことを考えていたのか、隣のシャオユウが呟いた。

「見えました。我々の目的地です」

　運転していたアボサムの言葉を聞いて、フロントガラスから前を見る。大きな病院が目に入ってきた。見た目にも古く、少し荒れた印象を受ける。

「南亜地方の都市の一つ、ゼオライトだね」

「ゼオライト……」

　ここが、最初の目的地か。
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　駐車場に停め、ようやく車を出た。首を回すとボキリボキリと骨が鳴る。

「あー、肩凝ったぁ。狭いところ苦手なんだよなぁ」

　私がノビをしていると、他のメンバーがさっさと歩いていってしまう。慌てて後を追いかけようとすると、そっと誰かが私のカバンを手渡してくれた。

「我々も行きましょう、ミス・メグ」

「ありがとう、アボサム」

　アボサムと並んで一緒に歩く。改めて見ると、かなり身長が高いな。二メートルくらいあるんじゃないだろうか。

「アボサムはこういう活動にはよく参加するの？」

「よく、というほどではありませんが、過去に何度か災害支援やボランティア活動に出向いたことはあります」

「へぇ、どうだった？」

「状況によりますが……楽ではありませんでした。自分が無力で無知だと思い知らされます。大災害の前では、私たちができることなど限られていますから。魔法を学びつづけて、これしかできないのかと思い知った。助けられた人より、助けられなかった人の方が多いんです」

「助けられなかった人の方が……」

「それに、私たちは異国の人々の生活を知らなすぎる。今までいた場所とまるで違う環境で生活することは、想像以上に過酷です」

　先程の市街地の光景を思い出す。あの一瞬だけで、かなりの文化的な違いを感じた。あれはほんの一部で、本番はこれからなのだろう。

「ラズベリー、こっちへおいで」

　すると不意にベネットが私を手招きする。

「何すか？」

「ちょっと君に魔法をかけておこうと思ってね」

「魔法？　何の？」

「言語に関する音の魔法だよ。相手の言葉と自分の言葉の音を変えてギャップを埋める。つまり翻訳魔法だ」

「そんなんできんの？」

　ベネットがそっと微笑んで私の額に指をあてると、魔法が自分にかかるのを感じた。心なしか、さっきよりほんの少しだけ聞こえてくる音がクリアになった気がする。

「今までは皆共用語で会話していたが、ここからは全員が全員、母国語で話しても大丈夫。お互いの言葉を理解できるようになるはずだよ。もちろん、現地の人にもね」

「ふぇー、すんごい。こんな魔法使える人いる？」

　驚いて周囲を見ると、チームの皆が静かに首を振った。どうやら誰も、この魔法の原理を解明できていないらしい。

　全世界の人間と一瞬で会話できるようになる。魔法はこんなことをも可能にしてくれるのか。

「ベネットって使えない魔法を探す方が大変そうですね」

「そんなことないさ。君たちより長く生きている分、持っている知識が多い。それだけだよ」

　何にせよ、これでお互いコミュニケーションが取りやすくなったわけだ。

　病院に行く前に宿泊施設へ足を運んだ。私たちが泊まるのは病院のすぐそばにあるドミトリーだ。男女で部屋が分かれており、一室六名ずつそれぞれ二段目ベッドが割り当てられ、寝泊まりすることになる。風呂も夜間の一時間のみ、使える水は最低限に留とどめるらしい。

「うわぁ、最悪。トイレめっちゃ汚い。まぁ……お風呂入れるだけマシかぁ」

　部屋に入ってシャオユウが露骨に顔を歪ゆがめたあと、不思議そうに私を見た。

「七光り。あんた、ずいぶん平気そうね？」

「まぁ私はゴキブリの中でも寝れるから」

「えっ……」

　絶句する彼女に、私は黙ってトイレットペーパーを手渡す。シャオユウは怪け訝げんな顔をした。

「何よこれ」

「見てわからん？　トイレットペーパーだよ」

「何でこんなもの……」

「嫌なら別にいいんだけど。なんかこの国はトイレの後は紙使わないで手で拭くらしいよ。ジャックが言ってた」

「えっ……手？」

「水で流しながら、左手で拭くんだって」

「手で拭くって、お、大きい方も……？」

　私は頷いた。

「大も小も、両方だよ」

　シャオユウは倒れた。
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　一通り宿泊施設の案内を受けた私たちは病院へ向かった。

　何も考えずに歩いていると小さな水たまりに足を踏み入れそうになり、思わず引っ込める。

　確か空港で集合した時に、ジャックが注意喚起してたっけ。

　ゼオライトでは水たまりに触れるな、と。




「ゼオライトを襲った災害は雨だ」

「雨？」

「魔力が混ざった雨が降り、生活水のすべてが汚染された」

　南亜地方や中東の気候は、西欧や東洋、欧米とは異なるサイクルで動いている。

　暑季、雨季、乾季に分かれ、暑季には気温が四十度近くにまで上昇し、雨季には豪雨が降る。

　ゼオライトの気候は現在暑季で、ほとんど雨は降らないはずだった。

　しかし今年、例外的に雨季クラスの大雨が街に降り注いだ。

　街の人々は急な雨に対応できず、雨に打たれて歩く人も少なくなかった。その雨が、大量の魔力を孕はらんでいるとも知らずに。

　季節はずれの大雨は、魔力により発生した特殊な現象だった。大量の魔力を孕んだ水は生活水を汚染し、水を使った人たちも、雨に打たれた人たちも、大勢が魔力汚染の被害に遭った。

「幸いなのは魔力の濃度が高くなかったことだ。重症者はそれほどいねぇ。今のところな」

「でも、水が汚染されてるなら、私たちが使う水は……？」

「もちろん浄化されたものを使う。水の浄化は、国内や海外から派遣された魔導師たちによって進められ、何とか事なきを得てるからな。元々は魔力だ。魔法を使って水に転化しちまえば良い」

「そっか……」

　話を聞いていた他のスタッフたちも、安あん堵どの表情を浮かべた。皆、不安に思っていたのだろう。しかし、ジャックは「だが」と付け加える。

「体内に入った魔力は別だ。魔力汚染の治療は、魔法医療の最先端であるアクアマリンでも難しい。特に発展途上のゼオライトでは、治療が進まず、患者が増える一方なんだ」

「それだけじゃないよ」

　今度はベネットが話を継ぐ。

「これからこの国は本格的な雨季を迎える。調査が進んでいない今、また魔力に汚染された雨がいつ降るとも知れないんだ。この国にとっては大変な脅威だよ」

　雨季に降る雨の量は尋常ではない。足首まで浸つかるくらい溢れることも珍しくないらしい。

　その雨が全部汚染されていたとしたら、魔力汚染を免まぬがれるのは極めて難しいだろう。

　最悪の場合、国外に避難せざるを得ないかもしれない。

「街に着いたら医療支援メンバーは病院でレクチャーを受け、総出で治療活動にあたってもらう」

「魔法支援メンバーは僕と共に別行動だよ。この地域の水と土壌の調査をして、また汚染された雨が降らないかどうか、いち早く見定めねばならないからね」

　するとシャオユウが小首を傾げた。

「水と土の調査だけ？　水の浄化活動に参加するとか、もっと実用的なことはしないんですか？」

「もちろんいずれはそうした活動も行っていくとは思う。でもまずはこの人数で、最大限力になることをするんだ。ここにいる皆には、魔法協会が認めた知恵がある。現場の作業をするよりも、状況を分析したり、調査する方が大きな成果に繫がるはずだよ。ここにいるのは一ヶ月半。その間にできることは限られているからね」

　その言葉は、私たちがこの深刻な問題にほんの少ししか対処できないのだと語っていた。




　ゼオライトに滞在する期間、どれくらいのことができるのかはまだ全然想像がつかない。

　だけど、今はやるべきことをやるしかないんだ。土や水の調査なら私だって加勢できるはずだし、植物から魔力の濃度を読めば汚染領域を出せるかもしれない。

　空港でのやり取りを思い出していると、いつの間にか病院へとたどり着いた。

　ジャックと共に先頭を歩いていたベネットが振り返る。

「じゃあここで別れよう。医療支援メンバーはジャックに続いて病院へ、魔法支援メンバーは僕と共に街の調査に行ってくれ」

「はい！」

　その場にいる全員が威勢の良い声を出す。

　ベネットについていこうと私が身を乗り出すと、ジャックが肩を摑んできた。

「おい、メグ・ラズベリー」

「はいはいさ？」

「お前はこっちだ」

「えっ？」

　ジャックの言葉に、思わず間の抜けた声が出る。

「お前には魔力汚染の治療にも携わってもらう。だからまずは医療支援メンバーと一緒に治療現場の状況を把握してくれ」

「あー、そっか」

「じゃあ、行くぞ」

　ジャックに促され、私は医療支援チームと共に病院の中に入る。

　そこで見た光景に、絶句した。

「何これ……」

　院内は、病室に入りきらないくらい大勢の患者で溢れていた。廊下にストレッチャーがいくつも出され、患者が何人も横たわっている。廊下の端や階段、病院の至るところに人がいるのだ。

　横たわる人たちは肌が変色したり、体の一部が奇妙な形に変形していた。

　魔力汚染だ、とすぐに気が付く。

「病室が足りねぇんだ」

　隣に立ったジャックが言う。

「今この街では、医療崩壊が起きてる。現場の医療スタッフはほぼ休めてねぇ。他国からの医療支援も入ってるが、手が足りてない状況だ」

　院内を走り回るスタッフの姿は、ずいぶんと疲弊して見えた。目の下に隈くまがあり、生気がない。今にも倒れそうに見える。治療する側が今度は治療される側になる負のスパイラルが、いつ起こってもおかしくない状況だった。

　この世の地獄。思わず、そんな言葉が思い浮かぶ。壮絶な光景に皆が言葉を失った。事前に状況は聞いていたし、覚悟もしていたけれど、実際に目まの当あたりにしたショックは大きい。

　廊下の端々に座る人の間を抜け、私たちは奥のカンファレンスルームへ進む。

　ここにいるのは、私以外全員が医療従事者だ。何だか居心地の悪さを感じていると、「下手な手出しはしないことですね」と背後からリーが声をかけてきた。どうやら彼も医療支援メンバーらしい。

「あなた、医療の知識は持ち合わせてないでしょう」

「そうだけど……何でわかんの？」

「視線を見れば何となく。他のメンバーは医療機器や患者に目を向けてますが、あなただけは人の流れにばかり気を取られています。現場の経験があまりないのが見て取れました」

「なるほど」

「それでもジャック先生があなたをここに呼んだのには何か意味があるのでしょう。それなら背伸びせず、自分にできることだけに神経を注ぐべきです」

「うん、そだね。リー君って意外と優しいんだね？」

「チームメンバーであるあなたがやらかすと全員の評価が下がりますから。僕はただ忠告しただけです」

「合理主義ってやつですか……」

　真顔で話すリーの表情を見ていると、照れ隠しではなく本心で言っているのが見て取れた。嫌な人かと思っていたけれど、ただ単にドライなだけなのだろう。

　ふと見ると、最後尾にシャオユウの姿があった。水質調査に出向いたかと思ったが、人手が足りない医療支援メンバーに入ったらしい。

　しかし何だか様子がおかしい。

　顔が青ざめているし、キョロキョロと不安そうに視線を走らせている。

「あのー、後ろの彼女も人の流れに気を取られているみたいですけど……」

　私がリーに尋ねると彼はそっと肩をすくめた。

「あれはダメですね。完全に縮こまってます。知識量は知りませんが、現場の経験が大してないのでしょう。メンタル面では、あなたの方が優秀ですね」

「あー、なるほど……」

　カンファレンスルームに入った。といっても、少しだけ広い部屋に長机が並べられただけの殺風景な空間だ。

　部屋にはすでに現地の医療スタッフが数名待機していた。その中から陽に焼けた黒い口ひげの男性が立ち上がり、私たちの前に立つ。

「当院の院長のカビーアと申します。この度はご足労いただきありがとうございます」

「前置きは良い。悠長にしている時間もないだろう。話してくれ」

　ジャックが言うと、カビーアさんは神妙な顔で頷いた。空気が重い。深刻な状況なのが言葉にせずとも伝わってくる。

「数日前、ゼオライトは突然の豪雨に見舞われました。豪雨は街に壊滅的なダメージを与え、街の生活水の大半を魔力で汚染し、結果として市民の半数以上が魔力汚染者となったのです」

「患者の容態はどうなんだ？」

「院内の患者はステージⅠの軽症者が半数以上です。ただ、いかんせん数が多い。ただでさえ治療が困難な病ですから、人も、薬も、設備も……何もかもが足りません。四十八時間寝ずで治療にあたっている医師もいます」

「まずはその医師との交代が先決だな。このままだと患者が増えちまう。ここの医療施設ではどれくらいのレベルまで対処できる？」

「ステージⅢまでは何とか……。しかし今、現実的に対処できるのはステージⅡまでです」

　魔力汚染の度合いは、しばしばステージで表現される。

　ステージⅠは軽症。

　ステージⅡは中症。

　ステージⅢは重症。

　ステージⅣは魔力汚染率六割以上の重篤。

　ステージⅤに至っては、人間への治療ケースが一件しかない。私がアクアマリンで助けたシエラという少女だ。

　決して楽なものではなかった。転化魔法の術式を構築して、成功するかもわからない魔法を一か八かで放って。それでもシエラは後遺症なしに完治させることはできていない。あれがもう一度繰り返されるのかと思うと、正直震える。

「ステージⅣ以上の患者さんは、院内に何人いるんですか？」

　テレスさんが尋ねると、カビーアさんは首を振った。

「一人もいません」

「一人もいない？　本当に」

「はい……」

　その言葉に思わず安堵する。医療チームの他のスタッフたちも少し表情が緩んだ。

「なら大丈夫そうですね」

　しかし、カビーアさんの顔は浮かない。

「ところがそうでありません。ここにいるのはいずれも汚染レベルの低い患者のみです。ただそれは、病院側で受け入れる患者の選別を行った結果です」

「選別って……どうして？」

　私が尋ねると、ジャックが補足した。

「救える命から救う。医療現場では、その選択を求められる」

　ゼオライトでは助けられる命に限りがある。だからこの街は、治療可能かどうかを見極めて、受け入れる患者を選別しなければならないんだ。

「ステージⅣ以上の患者たちはどこに？」

「どこの病院にも引き受けてもらえず、自宅療養となっています」

「自宅療養って……」

　私は絶句する。そんなの、何が起こるかわからないじゃないか。

「ずいぶんと杜ず撰さんな管理だな。せめて国の施設で面倒を見るべきだ」

　私の言葉を代弁するようにジャックが言う。しかしカビーアさんは認めなかった。

「彼らは主に貧困層の住民でした。スラム街に住んでおり、特定の住所がない人も大勢います。今のゼオライトの状況では、彼らを受け入れる余裕はありません」

「じゃあ、死ぬしかないってこと……？」

　私は息を吞む。だがジャックは、それを更に上回る最悪を述べた。

「ステージⅣ以上の患者が暴走すれば、大勢の人間を巻き込む可能性がある。最悪の場合、何万もの死者が出るぞ」
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　カンファレンスを終え、早速現場に入った。

　医療支援チームが現地スタッフと協力し、各患者の治療にあたる。

「おい、こっちの患者！　ステージⅡまで悪化してるぞ！　なんで放置されてるんだ！」

「それよりこっちの患者が優先！　このままだとステージⅢに入る！」

　すでに修羅場だ。かなりの患者数がおり手が回っていない。その光景は戦場を彷彿とさせた。

　流石さすがに素人しろうとが現場に入るわけもいかず、私はその場で宙ぶらりんになってしまう。状況をただ見守るくらいしかできない。何かやることはないかと思ったが、何をしても邪魔になる気がしたし、実際邪魔になるだろう。

　私の仕事は感情魔法を使って魔力汚染患者の浄化を行うことだとジャックは言っていた。

　だから、本当はこの中に入らないとダメなはずなんだ。

「この患者、医療魔法がないと手の施しようがないぞ！　テレス！」

「はい、治癒術式で身体の抵抗力を高めます！　次の患者さんを！」

　でも、医療現場未経験の私が入れるはずもない。

　私がやってきた治療は患者に転化術式を構築して体内の魔力に働きかけるものだ。患者の体内にある過剰に摂取された魔力を使って転生魔法を構築する。ただ、それはかなりの荒業で、死ぬしか道のない患者に施す起死回生の一手でしかない。

　こうした軽症の患者になればなるほど、今の私が取れる手段はなくなってくる。

　私はまだまだ未熟なんだ。アクアマリンを救ったとか、希望を持ってるとか、色々良いように言われてるけど、実際は全然そんなことない。それは自分が一番よくわかっている。

　私はもっと自分の魔法を進化させないとダメだ。そのためには、感情の魔法を上手く扱えるようにならないと。そして、いつかは軽症の人たちにも、安全に治療できるような魔法を……。

「何ボケッと突っ立ってんだ」

　いつの間にかすぐそばに立っていたジャックに、おでこを軽くペシリと叩たたかれた。ムッと私は唇を尖らせる。

「また何か大それたこと考えてんじゃねぇだろうな」

「だって……私、何もできないし。ここじゃ役立たずだよ」

「まぁ、お前の魔法はまだこうした軽症の患者には使えねぇな。臨床試験を重ねないと怖くて使いものにならねぇ」

「じゃあ何で私を呼んだのさ」

　これならベネットたちと一緒に街の調査に出向いた方が役に立てた。そもそも、専門家ばかり集められたこのプロジェクトでは、私の存在はかなり浮いているんじゃないか。

「言ったろ、お前は感情魔法の使い手だ。感情魔法の専門家なんだよ、お前は」

「専門家？」

　意外な言葉だった。自分にその言葉が当てはまるだなんて思ってもみなかったから。

「この中のスタッフには、魔法医療を学んでいる奴もいる。でも誰も感情を魔法に落とし込むことなんてできない。あいつらは知識と経験と理論でしか魔法を構築できないんだ」

　ジャックは私の目をまっすぐ見つめた。

「お前の感情魔法の力は未知数だ。だからお前には、現場を見せておきたかった」

「現場を……？」

「実態を知らないと、感情なんて湧き起こらないだろ。いざという時、気持ちがついてこなくて魔法が機能しないなんてことになったら話にならないからな」

「それはまぁ、確かに」

「現場を見て、実態を知って、誰かを助けたいという気持ちを強める。それがお前の仕事だ」

　感情を魔法に使うとは、簡単に言えば心を込めて魔法を撃つことだ。

　でも、その『心を込めて魔法を撃つ』を安定して行うには、心を整えねばならない。

　だからジャックは見て学べと言っている。現場を知って、状況を理解して、心を整えろと。

　ジャックにとって私は最終兵器なんだ。でかい魔法しか撃てないけど、その魔法でしか救えない命があることを彼は誰よりも知っている。

「でも、やっぱり何もせずにボケッと見てるのは嫌だよ」

「じゃあ一つ、仕事でも頼むか」

「仕事？」

　私が尋ねると、ジャックは真顔で頷く。

「さっき話してたろ？　ステージⅣ以上の患者の行方が気になる」

　ジャックはスマートフォンで街の地図を表示した。

「ステージⅣ以上の患者は自宅療養していると話してたが、あれは何百人もの病人がただ放置されてるだけだ。患者はいずれ死を迎えるか、あるいは暴走して他者に襲いかかる可能性もある。だが、この現場状況で訪問診療をするのは不可能だ」

「その人たちを見つけろって？」

「あぁ。ただ問題は、その場所だが──」

「おい！　またかよ！」

　その時、ジャックの言葉をかき消すように室内から怒号が上がった。医療チームのスタッフが揉もめているらしい。男性スタッフが怒っていた。

　怒られているのはシャオユウだった。

「麻酔打てって言っただろ！　それにこっちの患者、まだ浄化魔法もかかってないじゃないか！　魔法医療を専攻してるんじゃないのかよ！」

「わ、私……手が震えて上手くできなくて」

　かなりの剣幕で他の患者の視線も集まっていた。この状況はあまりよろしくない。

「まずいな……」

　ジャックが呟くように言う。私はそっと彼の背中を押した。

「いいよ、ジャック。私のことは気にしないで。話の続きは後で聞くから」

「あぁ、すまん。おい止やめろ！　他の患者が不安がる。麻酔なら俺が打つ」

　ジャックが割って入り、どうにか事なきを得る。冷静に患者の処置を行うジャックの姿に、怒っていたスタッフもすっかり落ち着いた。パニック寸前の現場状況だ。かなりイラついていたのだろう。

　青ざめて脇にどいたシャオユウは、泣きそうな顔で病院の外へと走っていった。

「さて、と……」

　私は少し小走りでシャオユウの後を追いかけた。

　廊下を抜け、人混みを通り過ぎ、出口を出て辺りを見渡す。

　彼女は今にも泣きそうな顔で、外の階段で一人座り込んでいた。

「大丈夫？」

　声をかけると、シャオユウは「きゃあ！」と悲鳴を出す。

「驚かさないでよ！」

「人の顔見て叫ぶとはいい度胸してまんな」

「頭のフォルムが大きいのよ！」

「頭のフォルムぅ？　誰がギガヘッドじゃ……」

　頭上に手をやると、何やらモフモフした感触にズボリと手が入る。いつの間にか頭にシロフクロウが乗っていた。

「ちょっと、お前のせいで驚かれたじゃん」

「ホゥ……」

　バツが悪そうなシロフクロウを睨んでいると、肩に乗っていたカーバンクルがシャオユウの足元に駆け寄った。チロチロと小さな舌でカーバンクルが彼女の靴先を舐めると、青ざめていたシャオユウが表情を和らげる。私はさりげなく、彼女の隣に座った。

「さっきは災難だったね。皆イラついてるみたいだったし、仕方ないよ」

「あんたに励まされると余計に落ち込むわ……」

　ガックリとシャオユウは肩を落とす。弱っていても口が悪い。心配して損した。

「シャオユウってもしかして現場に入ってまだ日が浅い？」

　私が尋ねるとシャオユウはギクリと体を強こわ張ばらせた。

「……何でそんなこと聞くのよ」

「いや、さっきの様子見て、現場慣れしてなさそうだったから何となく」

　シャオユウはしばらく黙ったあと「今回が初めてよ……」と掠かすれた声で呟いた。

「初めて……？」

「カレッジを卒業してそのままプロジェクトに参加したの」

「カレッジを卒業って、シャオユウって何歳？」

「二十二だけど……」

「二十二!?」

　驚きで声が出て「な、何よ……」と彼女は怯ひるむ。

「同い年くらいだと思っとったわ」

「あんたこそいくつなのよ」

「十七でがんす」

「じゅ……!?　はぁ!?　私よりずっと年下じゃない！　もっと歳とし上うえを敬いなさいよ！」

「チームメンバーなんだしフランクにいこうよフランクに。シャオちゃんって呼んで良い？」

「勝手にあだ名をつけるな！」

「はぁ……」と彼女はため息を吐く。

「落ち込んでたのに、あんたと話してると調子狂うわ……」

「そんなに褒めなくてもいいよ」

「別に褒めてない！」

　一通り叫んだ後、シャオユウは黙った。流石にツッコミ疲れたらしい。

「このプロジェクトの参加者は、みんな経験豊富な人ばかりだと思ってた」

「まぁ、普通そう思うわよね」

　シャオユウはそっと視線を落とす。

「私、故郷が被災してるの。ちょうど今のゼオライトみたいに魔力災害で生活水が汚れて、父さんも妹も病になった。でも、街に来てくれたボランティアの医療団体のお陰で助かって。私もそんなふうになりたくて、努力して勉強して、このプロジェクトの参加権を得たのよ。それなのに……」

　シャオユウは歯を食いしばりながら涙を浮かべた。

「私は何もできなかった」

　確かに、先程の現場の光景は凄まじかった。次から次へとやってくる患者。右から左へと駆けずり回る医療スタッフ。たくさんの指示や情報が同時に入り込む。それらをすべてキャッチして、瞬間的に判断せねばならない。失敗すれば、誰か死ぬかもしれないプレッシャーと闘いながら。

　現場に入ってすぐの新人には過酷すぎた。

「笑いなさいよ。あれだけあんたのこと馬鹿にしておいて、この体たらくなんだから」

「別に笑わないよ。私からすれば、あの現場に立つだけでも立派なことだし」

「そんなこと言って、あんたは良いわよね。一流の師匠に恵まれて、十七歳でチャンスも摑んで、ジャック先生やベネット様にも注目されて。私なんてようやくこの場所に立ったのに……」

　血の滲にじむような努力をしてきたシャオユウからすれば、お師匠様のツテでプロジェクトに参加した私は憎らしい存在だったのだろう。何もせずにチャンスに恵まれ、注目されている、と。

　たぶんシャオユウは、私が彼女にはないものを持っていると思っている。

　でもそれはきっと、お互い様だ。

　私からすれば、被災したとしても生まれ故郷があって、家族も健在で、生き方を選べたシャオユウの方がよっぽど恵まれているように見える。自分が何者か、なんてことを考えなくて済むのは正直羨ましい。

　何だかおかしくて、「ふふっ」と笑みがこぼれた。その様子を見てシャオユウがムッとする。

「何よ。やっぱり馬鹿にしてんでしょ」

「違うよ。自分がそんなふうに見られてると思わなくてさ。案外みんな、同じなのかなって」

「同じって、何がよ」

「周りが自分以上に恵まれてたり、優れてるように見えるってことだよ。確かにこのプロジェクトに参加した皆はすごい人たちだけどさ。たぶん、特別なわけじゃない。きっと必死で頑張ってるだけなんだ。自分が劣って見えるかもしれないけど、シャオちゃんが周りに思っているように、周りもシャオちゃんをすごい人だって思ってるよ」

「そんなの、ただの推測じゃない」

　シャオユウは呆れ顔で笑みを浮かべると、グッとノビをした。

「ま、気休めにはなったわ。ただの七光りだと思ってたけど、案外良いこと言うわね」

「素直じゃないなぁ。『ありがとうメグちゃん』って言って良いんだよ？」

「絶対言わない」

　すると、誰かがこちらに近づいてくるのがわかった。

「ねぇ、あんたたち、病院の人？」

　声をかけてきたのは十二、三歳くらいの少年だった。顔立ちから、現地人だとわかる。ラピスにいる子供たちとは違って、目つきがなんだか鋭い。まるで試すように、私たちを見つめている。

「ねぇ、答えてよ。あんたたち、病院の人でしょ？」

「病院の人というか……」

　私たちは困惑して顔を見合わせる。

「魔法協会から派遣されたボランティアだよ」

　私が答えると少年は「ボランティア？」と目を丸くした。

「この街を助けに来たんだ。あなた、この街の人だよね？」

「うん。魔法協会の人なら、魔法を使うのが得意なの？」

「まぁ、それなりに？」

「なら、僕の姉さんを助けてよ。この前の雨で病気になっちゃったんだ」

「お姉さんが？」

「酷い病なんだよ。家から出ることもできないんだ」

「魔力汚染かな。シャオちゃん、どう思う？」

「診てみないことには何とも言えないわよ」

　少年はシャオユウの腕を摑んだ。

「ねえ、頼むよ。魔法協会は僕たちを助けるために来たんでしょ？」

「そうだけど。でも……」

　シャオユウはどこか困っているようだった。現場を抜けてきたのを気にしているのだろう。とはいえ、少年を見捨てることも憚はばかられる。

「それなら私が行こうかな。何ができるか知らんけど、行かないとわかんないっしょ」

「あんた一人で行く気？」

「元々街には行くつもりだったから」

「危険じゃない？　一人で行って、もしトラブルに巻き込まれでもしたら……」

「大丈夫だよ。使い魔もいるし。可愛い見た目してるけど、こう見えて頼りになるんだから」

「ホウホウ」「キュウキュウ」

　私の言葉にカーバンクルとシロフクロウが胸を張る。しかしながらシャオユウの表情は浮かない。慣れない異国で、治安はほとんど崩壊している状況だ。その中を一人で行動しようというのだから、心配するし不安にもなる。

　ただ、こんな状況だからこそ、頼ってくれた人を無視したくないと思った。

「そんな心配しなくても、何もしないよ。失礼だな」

　頰を膨らませた少年に「ゴメンゴメン」と謝罪する。

「とりあえず行くのは私でいいかな？　魔法はそれなりに使えるから、役に立つと思うよ」

「ハズレの姉ちゃんの方かぁ。わかった、まぁ良いよ」

「誰がハズレじゃ」

「待ちなさい」

　私たちが行こうとすると、シャオユウは決心したように立ち上がった。

「やっぱり私も行く。どうせ現場は抜けてきちゃったから。それに、あんたを一人で行かせると何しでかすかわかんないし」

　ふん、と顔を逸らせるシャオユウの頰は少し赤い。憎まれ口は照れ隠しか。

　私は嬉しくなって思わず彼女のことを肘でつつく。

「このぉ、ツンデレ娘めぇ。素直じゃないんだからさ」

「触んじゃないわよ！」

「マジギレ……」
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　少年に連れられて私たちは街を歩いた。相変わらず人通りはほとんどない。今、この街の大半の人が出歩ける状況にないのだ。

「僕はアニク。『強い』って意味なんだ」

「私はメグ。メグ・ラズベリー。よろしくねアニク」

「ラズベリーだって。変な名前」

「どうやらしばかれたいようだな」

「子供相手にムキになるんじゃないわよ……」

　異国の人の名前を耳にする度に、価値観や文化的な差があるのだなと感じる。田舎に住んでいては気付けないことだ。

「んで、アニクの家ってどこにあんの？」

「街の外れだよ。少し歩くかな」

　ゼオライトの広さを鑑かんがみると、街の外れまで歩いて三十分くらいだろう。

「街外れからわざわざここまで歩いてきたの？」

「どの病院もいっぱいだからね」

　どうやらアニクはかなり色々な病院を歩いて回っていたらしい。でも、どの病院でも彼の話をまともに聞いてくれる人はいなかった。こんな少年が街中を渡り歩かねばならないほど、治療の手が行き届いていないんだ。

　アニクに連れられて道を歩く間、この街の状況について聞く。

　本来のゼオライトは、たくさんの車が所狭しと走り、活気ある市場が毎日のように開かれているらしかった。でも今は大通りに車の姿はなく、市場も開いていない。

「まさか雨がこんなに大きな被害になるなんてね。この街の人は傘とか差さないの？」

「差さなくはないけど、この前のは突然の雨だったし。それに僕たちにとって雨は祝福だからね」

「祝福？」

「ゼオライトは、毎年暑季になると水が不足するんだよ。僕たちが暮らしている地域は特に水が回ってこなくて、水が使える時間も制限されるんだ。お金持ちの人はそうじゃないみたいだけど」

「そりゃ不便だね」

「だから僕たちにとって雨は天の恵みなんだ。雨が降ってくれれば、水をたくさん使えるから」

　その雨が原因で、この街は壊滅的なダメージを受けた。

　雨を『祝福』と呼んだ彼らにとって、あまりに残酷な仕打ちに思える。

　しばらく歩くと、高い建物が続く街並みから路地のような場所に入った。途端に生臭さが漂う。道路の脇に濁った水が流れ、ゴミが多く、道が狭くて暗かった。良い環境ではない。

「アニクの家ってこの先？　すげぇとこに住んでんね」

「もう少し入ればマシになるよ」

「ねぇ、ここから先ってスラム街じゃない？」

　後ろにいたシャオユウがギュッと私の服を摑む。明らかに怯おびえていた。

「心配しなくても大丈夫だよ」

「何でわかんのよ」

「アニクを信用してるからね」

　私がそっとウィンクすると、アニクは少し顔を赤くしてプイとそっぽを向いた。

　この状況で私たちに危害が及ぶ可能性はないと思う。そんなことをしたら、この街はもう支援を受けられないからだ。

　ただ、私には別の懸け念ねんがあった。




　──彼らは主に貧困層の住民でした。スラム街に住んでおり、特定の住所がない人も大勢います。




　カビーアさんの言葉がもし本当だとしたら。行方知れずになった重篤の患者はもしかして……。

「ここが僕の家だよ」

　アニクはコンクリート製の古い長屋の前で立ち止まる。古い建物で、壁がひび割れていた。

「姉さん、魔法協会の人を連れてきたよ。助けに来てくれたんだ」

　家族に声をかけながら中に入るアニクに、私たちも続いた。

　中を見てシャオユウが「ひっ」と小さく悲鳴を上げる。

「ね、ねぇ、これってまさか……」

　奇妙に膨らんだ手足。変わり果てた骨格。言葉にならぬ呻うめき声ごえ。

　それでも飛び出た目玉は、まっすぐ私たちを捉えた。

　私たちの眼の前にいたその人は、もはや人の姿をしていなかった。

「やっぱりそうだった……」

　アニクの姉は、ステージⅣ以上の魔力汚染患者だった。
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　カビーアさんはステージⅣ以上の患者はスラム街の住民だと言っていた。

　スラム街を調べたら重篤の患者はすぐに見つけられると思っていたけれど、カンファレンスで共有された資料によれば、ゼオライトの人口の約七割はスラム街に暮らしているらしい。区域にして実に二百五十以上。かなりの数だ。膨大な数のスラム街から重篤の患者を見つけることは、本来極めて難しいことだったのだ。

　だが幸か不幸か、私たちはどうやら一発で当たりを引けたらしい。

「二人とも、こっちに来て姉さんを見てよ！」

　アニクが呼ぶも、私たちは足が前に出ないでいた。

　恐れていた。アクアマリンのシエラと違い、何の医療的処置もされていない、異形と化した患者と向き合うことを。

「酷い状態なんだ。頼むよ！　姉さんを助けて！」

「で、でも、こんなの私には……」

　シャオユウの声が震える。明らかに怯えていた。

　皮肉なことに、そんな彼女の姿がかえって私の頭を冷静にした。

「シャオちゃん。まずは私たちにできることをやろう」

「七光り……」

　意を決して奥に進むと、奥の寝床で女の子が横たわっていた。アニクの話だと、年齢は私と同じ歳くらいらしい。でも今は、それすらも判別できずにいた。

　全身に痣あざがあり、肩や足も大きく膨れている。顔も半分がいびつに膨れ、見るに堪えない状態だ。まるで寄生虫でもいるかのように体にコブが生まれ、ドクンドクンと脈打っている。

「この人がアニクのお姉さんだよね。お父さんとお母さんはいないの？」

「ずっと前に死んじゃったよ」

　頼りだったお姉さんが一番の重症患者となった。

　アニクが抱えた不安は、計り知れなかったと思う。

「他に頼れる人はいなかったの？」

　アニクは視線を落とす。

「この辺りは皆顔見知りだよ。普段は助け合って暮らしてる」

「じゃあどうして……」

「皆似た状態なんだ。お金がなくて病院に行けないし、行っても受け入れてもらえない。人を助ける余裕なんてないんだよ」

「じゃあ、こんなふうになってるのはアニクのお姉さんだけじゃないってこと？」

　私の問いにアニクは頷いた。

「シャオちゃん、アニクのお姉さんの容態ってどんな状態？」

「そう言われても……」

　アニクの姉から距離を取っていたシャオユウは、恐る恐るアニクの姉に目を向けると、やがて表情を変えた。真剣な様子で、冷静に分析している。

「体内の魔力も飽和状態に達してるし、熱もあるみたい。全身が震えるほど脈動が大きいから、血管の形も変化してるかも。たぶん……ステージⅤだと思う」

　アニクの姉は、魔力汚染患者がたどり着く最悪の状態に至っていた。しかもこの状態なのは彼女一人だけじゃない。周囲の家が皆同じ状態なのであれば、ステージⅤの患者たちはこの区域一帯にいることになる。

「ちょっと前まで元気だったんだ」

　アニクがポソリと呟く。

「最初は足が腫れた程度だった。それがどんどん悪化して、まともに歩くこともできなくなって。腫れが体に回る頃には、会話も難しくなってた」

「処置が遅れたのね……。病状を甘く見たんだわ」

　シャオユウの言葉に、アニクは唇を嚙かんで目を潤ませた。

「姉さん、昔からお金のことを気にして病院には行かないようにしてたから……」

　そして、ここまで悪化した。経済的な事情が災害を最悪の結果にしている。

「メグ、姉さんを助けてよ。魔法は、何でもできる奇跡の術なんでしょ？」

「アニク……」

　お金もないのにアニクが病院に来たのは、きっと必死だったんだと思う。大切な、唯一の家族であるお姉さんを助けるために、断られるとわかっていても行動せずにはいられなかった。

　その時、アニクの姉が大きく体を震わせた。心臓の鼓動に合わせて体が跳ね上がる。先程とは明らかに様子が違うのがわかった。

「シャオちゃん、これって!?」

「発作が始まってる……。体内で魔力が暴走してるんだわ」

「じゃあ、このままだとアニクのお姉さんは？」

「……最悪の結果を迎えることになる」

　シャオユウは青白い顔でそう言った。彼女の言葉に、アニクがすがりつく。

「そんな……、嫌だよ！　姉さんを助けて！　姉さんがいなかったら、僕──」

「そう言われても、こんなのどうすればいいのか……。とにかく私、病院に電話してみる」

　シャオユウは立ち上がると部屋を出ていく。私はアニクの姉を見つめて一人考えた。

　私たちが今ここいるのはほんの偶然だ。でもこの巡り合わせには大切な意味がある気がする。少なくともそれは、このままアニクの姉が死ぬのを見過ごすことではないはずだ。

　シャオユウが電話を終えて戻ってくるのに時間はかからなかった。一分くらいしか経っていないと思う。

　戻ってきた彼女は泣きそうな顔で首を振った。

「七光り、病院に電話したけど、向こうも手一杯でどうしようもないって……」

「応援を頼むのは無理か……」

　私は顔を上げ、シャオユウを見つめた。

「シャオちゃん、やろう。私たちでアニクのお姉さんを助けるんだ」

「あんた本気で言ってるの？　ジャック先生もいないのに治療なんてできるわけ……」

「私たちがやらないと間に合わなくなる」

　私はしゃがみ込むと、泣きそうな顔のアニクをまっすぐ見つめた。

「アニク、この治療は成功するかわからない。失敗すれば死ぬかもしれない。でも、このままだとお姉さんは死んでしまう。助かる見込みがある唯一の方法なんだ。私はアニクのお姉さんを助けたい。だから、預けてほしい」

「預けるって、何を？」

「かけがえのない家族の命を」

　アニクが、そっと息を吞む。

「私を信じて」

　長い長い沈黙の後。

　やがてアニクは、コクリと頷いた。

「メグを信じる。お願いだよ。姉さんを助けて」

「うん。わかった」

　世界最先端の医療処置で時間を稼げたシエラとはまるで状況が違う。このまま放っておけば、アニクの姉は暴走して誰かを襲うかもしれないし、数分で命を落とす可能性だってある。

「この状態の人を助けるって、どうすればいいのよ……」

「アニクのお姉さんに転化魔法を使うんだ。そのためには術式を描かないとダメだけど、まずはこの発作をどうにかしないと」

「発作を抑える……」

　シャオユウはアニクの姉に近づくと、体に触れて真剣な顔で触診を始めた。

「体内を巡る魔力の流れが早まってるから、魔力の流れを緩やかにした後、麻酔をかけたらどうにかなるかもしれないけど」

　シャオユウの呼吸が静かに震える。先程の病院でのことを思い出しているのがわかった。

「私にできるはずない。やり方は知ってるけど、私なんかじゃ……」

　努力に裏付けされてきた彼女の自信が、ポロポロと剝がれ落ちていく。先程の失敗で、彼女の心をゆっくり絶望が蝕むしばもうとしていた。

　私は、そっと彼女の手を取る。震えていた彼女の瞳が、ゆっくりとこちらに向けられた。

「大丈夫。できるよ」

　私がシャオユウの手を取ると、震えていた彼女の瞳がまっすぐ私に向けられた。

「さっきシャオちゃんがアニクのお姉さんを診断する姿を見て思ったよ。シャオちゃんが積み重ねてきたことは裏切ってないって。誰かを救う力が、シャオちゃんの中にはある」

「誰かを救う……」

「そのためにここに来たんでしょ？」

「そうだけど」

「私も一緒に背負う。だから、一緒にアニクのお姉さんを助けよう」

　しばらく真剣な表情で迷っていたシャオユウは、やがて意を決したように表情を引き締めた。

　彼女はそっと、手を握り返してくる。気持ちを整えるかのように。

「私、やってみる」

「そうこなくっちゃ」

　私が拳を突き出すと、シャオユウがコンと拳を突き合わせた。

　シャオユウの指示のもと、部屋の四隅に魔法術式を構築する。ちょうど、アニクの姉を囲むような形になった。漢字が用いられているから、東亜地方で発展した術式なのかもしれない。

　シャオユウはアニクの姉に手を当てると、ふっと息を吐き出す。

　すると、四隅の術式が仄かな青白い輝きを放つ。魔力反応だ。

　その輝きはアニクの姉に伝でん播ぱしたかと思うと、彼女の動きを穏やかなものにした。大きく跳ね上がっていた体の動きが、徐々に収まってくる。

「魔力の流れは抑えた。あとは──」

　シャオユウは鞄かばんから小ビンと注射器を取り出した。注射器に薬を入れると、慎重に血管を探り、消毒をして針を当てる。私とアニクは、固唾を吞んで事態を見守った。

　やがて、スッと刺し込まれた針から麻酔は無事注入された。ガーゼを当てて針を抜いた時、一気にシャオユウの顔に安堵の色が浮かぶ。

「……どう？」

「大丈夫。これで錯乱して暴れる心配はないと思う」

　パッと表情が明るくなった。

「安心するのはまだ早いわよ。次はどうするの？」

「アニクのお姉さんの体に直接転化魔法の術式を描いていく。シャオちゃんは体の構造がどうなっているか判断してほしい。骨格の構造や、体の器官の位置を教えて。私が術式を描く」

「ねぇ、メグ。僕に何か手伝えることはない？」

「もちろんあるよ。アニクには大切な仕事をお願いしたいんだ」

「何をすればいいの？」

「強く願ってほしい。お姉さんを助けたいって。私の魔法には人の想いが要るから。アニクの想いが、お姉さんを助ける」

　私の言葉に「わかった」とアニクは頷いた。

　持っていたペンで、私はシャオユウの指示のもと、アニクの姉の体に魔法の術式を描いた。彼女の指示はかなり的確で、血流から血管の位置を割り出し、変化した体の構造を読んでいるようだった。

　つま先から、足、胴体、腕、顔にかけて、全身に術式を記した。祈さんから教わった術式は、何度も反はん芻すうして頭に刻みつけてある。

「やっとできたわね……」

　シャオユウが額の汗を拭う。あとはここに感情を込めて、魔法を発動させるだけだ。

「これで本当に上手くいくの？」

「わからない……。でも、それをしないときっと助からない」

　私はアニクを振り返る。

「アニク、手を重ねてほしい」

「う、うん……」

　アニクはそっと私の手の上に自分の手を重ねる。

「メグ、僕、怖いよ」

「大丈夫。アニクはただお姉さんを想えば良いんだよ。帰ってきてって」

　私は、深く息を吸い込むと、目を瞑った。

　アクアマリンで行った魔法の転化術式と同じ工程を、もう一度たどる。

　そのまま一気に息を吐き出すと同時に、言葉を紡いだ。

「世の理ことわりを巡る力よ　我が声を聞け」

　私が詠唱を始めると、描いた術式が仄かな輝きに満ち溢れた。魔力反応だ。

「その力を以もって　ここに我が想いを　形にせよ　万物を動かし　世を変え　理を導き　望む新たな姿をもたらし　彼かの者の想いを叶かなえよ　ここに祝福をもたらせ」

　一節で魔法を放つことができる私が十二節で魔法を紡ぐのは、魔法の強さをコントロールすると同時に、アニクに時間を与えるためだ。お姉さんとの生活を思い返し、一心に祈る時間を彼に与えなければならない。

　アニクの感情に意識を傾け、魔力の流れを読んでいく。

　すると、やがて不思議な映像が脳内に流れ込んできた。

　アニクとお姉さんが一緒に過ごした時のビジョンだ。アニクの想いが映像になり、私に共有されているのだと知る。

　喧嘩をしたり、一つのパンを分け合ったり、辛つらい時に励まし合ったり。

　いつでも、お姉さんはアニクのことを考え、アニクはお姉さんのことを考えていた。

（姉さん、帰ってきて）

　不意に届いたアニクの心の声に被せるように、私は最後の一節を唱えた。

「あるべき姿を見せて」

　瞬間、大きな光がアニクの姉を包み込んだかと思うと、全身の痣が消え、変異していた体が徐々にその形を元の姿に戻していくのがわかった。その様子にアニクは驚愕したように息を吞むと。

「姉さん！」

　唇を嚙み、目を潤ませて、元の正常な姿に戻った姉をギュッと抱きしめた。

　抱きしめられたアニクの姉は、先程よりもずっと穏やかな表情で眠りについている。

　その様子を見たアニクは、泣きそうになりながら心からの笑みを私に向けた。

「メグ、これが、魔法の奇跡なんだね」

　アニクの瞳から流れた涙は、コトリと静かにビンへと落ちた。
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「容態は安定してるみたい。魔法の作用で毛の色が変わったけど、命に別状はないと思う」

　どうやらこの治療法で出る副作用は一定ではないらしい。生活に大きな影響が出るものではなさそうなのでひとまずホッとした。

　シャオユウが簡易的な診断を終えると、アニクは私たちの手を取る。

「本当にありがとう。二人がいなかったら、姉さんを見殺しにするところだった」

「べ、別に、私は大したことしてないけど！」

　シャオユウはポリポリと照れたように頰を搔く。しかし私の表情は浮かなかった。

「ねぇ、アニク。お姉さんの他にも似た症状の人がいるんだよね」

　私の問いにアニクはコクリと頷く。

「たくさんいるよ。みんな困ってる」

「じゃあ、案内してよ」

「良いの……？」

　驚いた様子のアニクに私は頷いた。そんな私を怪訝そうにシャオユウが見つめる。

「でもあんた、さっきのでかなり魔力を使ったでしょ？　一応ジャック先生には連絡を入れたから、応援が来るのを待った方が良いんじゃない？」

「私の魔法は特殊で、今はまだ私しか使えないんだ。それに一刻でも早く対処しないと間に合わなくなるかもしれない。だから、できることをしておきたい」

　気を遣うシャオユウに、私はニッと笑みを浮かべた。

「それに、シャオちゃんが手伝ってくれるっしょ？」

「そりゃあ……ここまで来たらやるけど」

「じゃあ決まり。ねぇアニク、案内してよ」

「わかった！」

　正直言うと、この魔法の身体的な負担はかなり大きい。体力をごっそりと削られるのだ。でもそれを口にすると、前に進めなくなる気がした。

　私とシャオユウはアニクと共に病状が重いという人の家を渡り歩く。どの家庭も、貧しくて医療費を用意することができない人たちばかりだ。その家庭を一軒一軒回り、私たちは治療を施していった。

　ステージⅤやステージⅣの重度の魔力汚染者たちに、家族の想いを込めた魔法を解き放つ。

　病気が治った時、彼らは皆泣いて喜んだ。

　コトリ、コトリと、ビンの震える音が響く。

　やがてすっかり空が暗くなった頃、私はようやく最後の患者の治療をすることができた。

「こ、これで最後だよね……」

「ちょっとあんた！　ふらふらじゃない！　しっかりしなさいよ！」

「大丈夫だよ。ちょっと休憩すればすぐに回復する……から……」

　立ち上がると視界が二重に歪み、酷い車酔いのような感覚と共にぐにゃりと景色が渦を巻いた。

　立っていられなくなって、倒れそうになった時──

「お疲れ様、ラズベリー」

　私の身体を支えてくれたのは、ベネットだった。後ろにはオズやアボサムの姿もある。

「ベネット……どうしてここに？」

「ジャックから連絡をもらったんだ。あっちも手一杯で動けないから、様子を見てくれって」

「はは……さすがだなぁ……」

「ちょっと七光り！　しっかりなさいよ！　ねぇ！」

　どんどん意識が薄れてくる。まるで水の中に潜ったかのように音がくぐもり、シャオユウが私を呼ぶ声も遠くなっていった。

　視界が徐々に暗闇に包まれ、私の意識はそこで途絶えた。




　ハッとして目が覚めると、見覚えのある場所に私はいた。

「起きた？」

　すぐ横の椅子に、シャオユウが座っている。ここは……宿泊施設にある私のベッドだ。

「私、どれくらい寝てた？」

「十時間くらいね。魔力を使いすぎたの。急に倒れるからビックリしたわよ」

「心配かけてごめん」

「別に。……無事ならそれでいいし」

　彼女はぷいとそっぽを向く。

　以前ラピスの異界祭りでも同じようなことがあった。あの時は動けなくなったけど、今回はだいぶ楽だ。魔力のコントロールが上手くなっているのかもしれない。

　私が考えていると、シャオユウが少しだけ何か言いたげにもじもじしていた。何だどうした。

「……あんたがいてくれて良かった」

　ギリギリ聞こえるか聞こえないかくらいのか細い声で、彼女は呟く。

「きっと、私一人だったら何もできなかった。あんたがいてくれたから、勇気が出せた」

　シャオユウは少しだけ照れくさそうに、不機嫌そうに唇を尖らせている。

「……私、嬉しかったの。私にも誰かを助けられるんだってわかって。自分が積み重ねてきたものが、ちゃんと無駄じゃないんだって気付けて。だから、その……」

　顔を上げたシャオユウは、目に涙を浮かべていた。

「ありがとう、メグ」

　そして彼女の頰を涙が伝うと、私のビンが静かに揺れた。

　泣いている姿を見られるのが恥ずかしいのか、彼女はごまかすようにゴシゴシと目をこする。

「さ、さっさと体治しなさいよね！　現場は全然人手が足りてないんだから！」

「まぁ、言うてだいぶ元気だけどね。ほら」

「こら！　暴れんじゃないわよぉ！」

　私たちが騒いでいると、不意にコンコンとドアがノックされた。「どうぞ」と声をかけるとベネットが姿を見せる。

「ラズベリー、起きたかい。体の調子はどう？」

「だいぶ良いです。すいません。色々迷惑かけて」

　すると、ベネットはフッと笑みを浮かべた。

「無茶をするのは、師匠譲りかもしれないね」

「そんなに無茶しますっけ、あの人」

「大切な家族のことになると、周りが見えなくなるタイプだよ。昔からね」

「あー、言われてみれば確かに……」

　そこでふと疑問を抱く。昔から？

「あのベネット、さっきのって──」

「二人とも、食事を取って少し休んだら病院に行こう。ラズベリーは病み上がりで悪いけれど、皆に話しておきたいこともある」

「ベネット様が話しておきたいことって何ですか？」

　シャオユウが尋ねると、ベネットはゆっくり頷いた。

「君たちは、自分にできることを精一杯やった。次は僕が、その働きに応える番だ」




　ベネットとカンファレンスルームに足を運ぶと、プロジェクト参加メンバーと現地スタッフが集まっていた。その中にはアニクの姿もあった。

「街を調査していて色々わかったよ。この街の被害が大きくなった原因は、水の流れにあったんだ」

　ベネットの言葉に皆が黙って耳を傾けている。

「どういうことですか？」

　カビーアさんが尋ねると、ベネットは頷いた。

「この街では土砂降りでも雨具を使わない人が少なくない。それなら魔力汚染の状況も似たものになりそうだが、実際はかなり差が生じている。そのことに違和感を抱いたんだ。そして、そこにいるアニクに話を聞いてわかった。アニク、話してくれるかい？」

「うん……」

　アニクが緊張した面持ちで一歩前に出ると、皆の視線が集まった。

「雨が降った時、みんな酷い病に苦しんでた。日に日にどんどん悪くなって、僕の姉さんは会話すらできなくなった。でも、隣の区域の人はそんなことなくて……。どうして僕たちだけって、ずっと思ってたんだ」

「その話を聞いて、調査メンバーで調べてみたんだ。すると、アニクの住んでいた区域には重症患者が多く、その他の区域の住民は皆ステージⅠであるとわかった」

「病状は体質でも差が出る。個人差によるものじゃねえのか」

　ジャックが疑わしげな目をべネットに向ける。

　しかし「その心配はないよぉ」と答えたのは、オズだった。

「ベネットと調べてみたけどさぁ、どうやら症状の偏りは土地によるものみたいなんだよねぇ。スラム街ごとに明らかに病状に差が出てるし」

「ですが、一体どうしてそんなに差が……？」

　カビーアさんに、ベネットが「排水だよ」と答える。

「原因はこの街の排水構造にあるんだ。ゼオライトでは、各家庭から流れ出た水を一定区域に集め、そこから下水処理を施している」

　ベネットは机の上に二枚の紙を広げた。ゼオライトの排水経路を記したものに、街の地図を重ねて透かす。二枚の紙が重なった時、誰ともなく「あっ……」と声を上げた。

　アニクたちが暮らしていた区域は、ちょうど下水が集まる場所に位置していた。

「こんなふうに、下水が集まる区域がゼオライトには十数箇所存在している。そしてその真上に存在する区域こそ、重度の汚染患者たちがいる場所だ」

「豪雨で冠水して下水が氾濫したのか。必然的に、下水が集まる地域の汚染レベルはかなり高くなる。魔力の汚染も、人間の許容範囲を超えたものになるはずだ」

「でもジャック。私もシャオちゃんもこの場所に行ったけど、二人ともピンピンしてるよ？」

「お前らがいたのはほんの一時だろう。それくらいなら影響ねぇよ」

「じゃあ、そこで生活をしている人たちは……？」

　私の予感を肯定するように、ジャックは唇を嚙んだ。

「重度の魔力に汚染されるだろうな。今は無事でも、いずれはそうなる」

「じゃあ、アニクも……？　避難しないと」

　するとアニクが「無理だよ」と力なく言った。

「僕たちに行き場はないんだ。仕事もあるし、他に暮らせるような場所なんてどこにもない」

　彼らは死ぬことをわかっていても、その場所で生活することを余儀なくされているのか。

　生まれ故郷をなくした私は、本来ラピスがなければ根なし草になるはずだった。アニクたちは逆なんだ。故郷以外どこにも行けない苦しみを抱えている。

「このままじゃ治療した人もまた汚染されるよね。どうすればいいんだろう……」

「南亜地方は下水処理すらできていない地域もある。ゼオライトがそうじゃねぇのは不幸中の幸いだな。汚染された土地が浄化できれば、状況を改善できるだろう」

「土地を浄化するって言ったって……」

　シャオユウの言葉に、皆が黙った。今は医者も、水を浄化する魔導師も足りていない。土地の浄化作業にまで手を回すのはかなり難しいだろう。

　そこで私の脳裏に閃ひらめきが舞い降りた。

「そうだ、雨は？　雨で汚染された土壌を洗い流すんだよ！　雨で流れた魔力の汚染水を集めて浄化すれば、土地も水も効率的に浄化できる！」

「何言ってるんですか。こんな状況で雨なんて降らせたら二次災害になってしまう。余計に被害を拡大させるだけです」

　私の言葉にリーが口を挟む。しかし私も引くわけにはいかない。ここで諦めたら、何の希望もなくなってしまう。

「じゃあ汚染濃度が濃い区域に絞るのは？　住む人たちに退避してもらって、局所的に雨を降らす。魔法でしっかりコントロールすれば、冠水の心配だってないはずじゃん」

「現実的じゃないですね。そもそも誰が魔法を使うんです？　雨を降らせてコントロールするなんて大魔法、世界一の賢者でもなければできるわけが……」

　そこで、リーは話すのを止めた。自然と、ベネットに視線が集まる。

　始まりの賢者は、老人の姿のまま静かに微笑んでいた。
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　翌日。ゴーストタウンのような静けさの中、私とベネットは街に立った。

　目の前にはアニクが住むスラム区域への入り口。背後には、プロジェクトメンバーとスラム街の住民たちが遠巻きにこちらを見守っている。

「ラズベリー、ここの人たちはこれで全員かい？」

「はい。皆治療した人だから信じてもらえました。『君の言葉なら』って……」

　これから私たちは、この区域に雨を降らせる。汚染された土壌を洗う、祝福の雨を。

「それにしてもベネットは人が悪いですね」

「どうしてだい？」

「雨を降らせられるなら、他にも色々できるでしょ？　それこそ、水をパパッと浄化したり、汚染患者を次々治療したり」

「流石にそんな簡単じゃないさ。リーも言っていたけれど、雨を生み出す魔法はとても難しい。水を浄化するのも簡単じゃない。そして人の治療となれば、難易度は別次元だ」

「でもそれは一般的な話でしょ？　ベネットは別じゃないんですか？」

「夢を見すぎだよ。僕はそんな大した魔導師じゃない。できないことの方が多い。魔力汚染患者の治療だって、君やジャックの方が遥はるかに優れている」

「そうなんだ……」

「それに、今から僕がやることは、ラズベリーがいるから可能になるんだ」

「私が？　どゆこと？」

「君は人の心を──感情を感じ取ることができる。僕が今から行う魔法には、君のその力が必要なんだ。僕の魔法を、君が感情の力を使って増幅することで、このスラム街を救える」

「でも感情魔法はベネットだって使えるでしょ？」

　しかしベネットは、そっと首を振ると意外なことを告げた。

「僕は感情魔法を使えない」

「えっ？」

　衝撃だった。ベネットは気にせず続ける。

「僕は確かに現代魔法の祖だよ。でも、君たちが『古い魔法』と呼ぶ感情魔法を紡ぎ上げた人は別にいる」

「それって、もしかしてベネットの昔の知り合いっていう……？」

　ベネットは肯定するように笑みを浮かべた。

「君の感覚は僕より遥かに優れているよ。それは何より君が、たくさんの人の想いに触れ、向き合ってきたからだ。僕の魔法の技術と、君の感情を察知する力、そしてこの土地に住む人たちの想いが、可能性を生んでくれる」

　人の心と向き合い、想いに触れ、応える。それは全部、お師匠様から学んだ教えだった。

「ラズベリー、重病の患者を治療する時、君は人の感情の力を使って転化魔法を転生魔法に強化している。そうだね？」

「はい」

「今からやるのも同じ原理だよ。僕が土壌を汚染している魔力に対して転化魔法を使う。それを、君の感情魔法で雨に変えるんだ。生まれた雨を僕がコントロールする。全部で三工程だ」

　すると不意に、ベネットが目を細めて優しい表情を浮かべた。

「何故笑うんです？」

「仲間と一緒に、こうして協力するのがなんだか懐かしくてね。もう何年も一人で過ごしてきたから、こんな感覚は久しぶりだ」

「なるほど？」

　ベネットはずっと最小限の人としか関わらず、世界を観測してきたんだっけ。彼がそうなった経緯を私は知らない。きっと何か事情があるのだろう。

　にしても、漠然とこの土地に宿る人の想いを感じろって言われても、何だか難しそうだな。

　不意に思いついて、私は後ろに立っていたアニクに手招きした。アニクはキョトンとした顔をして、何事かとこちらに近づいてくる。

「どうしたの、メグ？」

「ちょっと協力してほしいんだ」

「協力？」




「じゃあアニク、いくよ」

　私はそっと、アニクの肩に手を置く。アニクは緊張した面持ちで正面を見つめた。

「メグ、本当に想うだけで良いの？　姉さんの時と同じように」

「うん。アニクが前話してくれたでしょ？　雨は祝福だって。その気持ちを心の中で膨らませてくれればいいんだ。雨の思い出とか、感謝の気持ちを捧げてほしい」

「たったそれだけで魔法ができるの？」

　アニクの言葉に、私は頷いた。

「想いを込めた魔法は、ずっとずっと強い力を持つからね」

　私たちの様子を見ていたベネットは、何も言わずそっと手を前に差し出す。

　次の瞬間、いつの間にか彼の手には長い杖が握られていた。とんでもない早業だ。

「じゃあラズベリー、始めようか」

「はい！」

　ベネットが地面に杖をついて目を瞑ると、周囲の光量が落ち、魔力に汚染された土地から不思議な光が溢れた。魔力反応だ。

　ただ、規模が違う。

　私の視界一面を染めるほどの、圧倒的な範囲で魔力反応が生じていた。桁違いの広さで、光が湧き上がっている。あまりの光景に、思わず息を吞んだ。

　しばらく目を瞑っていたベネットは、やがて静かに目を開く。

「ラズベリー、今だよ」

　私はアニクの肩に乗せた両手に神経を集中させた。肩に乗せた手から潜り込むように、アニクの心へ意識を這わせる。

　すると、以前と同じ──いや、もっと強い感覚が私の脳裏に流れるのを感じた。

　アニクが心に抱く想いが、映像として浮かび上がる。私の知らない記憶の情景が。

　雨が降って、皆で大喜びした記憶。

　雨宿りしながら、姉と一緒に空を見上げた記憶。

　暑い日に雨に打たれ、友達と大はしゃぎした記憶。

　あぁ……そうか。アニクにとって、楽しかった記憶と、雨の記憶は一緒なんだ。

　美しい水が降るこの街で、アニクはたくさんの『嬉しい』をもらった。

　アニクにとって──この街の人たちにとって、雨は喜びの感情そのものなんだ。

　私は心に満ちたアニクの想いを言の葉に乗せ、その一節を放った。

「祝福の雨を降らせて」

　私が唱えると同時に、ベネットが杖で地面を叩く。

　すると杖で叩いた場所から光の波紋が生まれ、それはやがて土地に満ちた魔力に働きかけたかと思うと、雲を生み出した。雨雲だった。

　生み出された雲は天へと昇り、太陽を覆い隠す。雲はスラム街の一角だけをキレイに覆うように広がっていた。ベネットは空へそっと手を伸ばすと、静かに握りしめる。

　しばらくすると、ポツリと地面に一粒の水滴が落ちるのがわかった。

　一粒、また一粒。雨粒は数を増し、それはあっという間に滝のような雨となり、土地を洗う。

　祝福の雨が降っていた。

　不意に、腰のベルトにつけていたビンが震えた。コトリ、コトリ。まるで雨に呼応するように、一粒、一粒とまた涙がビンに落ちている。

　見なくてもわかる。私の背後にいる、スラム街の人が泣いているんだ。

　きっとここにいるたくさんの人が、雨を待っていた。

　恐れる必要のない、祝福の雨を。

「メグ、僕たち、まだ雨を好きでいいんだよね」

「あったりまえじゃん」
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　雨が止やんだのは、およそ一時間後のことだった。

「まだ汚染は残っているけれど、かなり改善されてる。他の魔導師たちからさっき連絡があったけれど、この方法なら浄化も間に合いそうだ」

「じゃあ、他の汚染区域も？」

　私が尋ねると、ベネットは頷いた。

「直せるよ。ちゃんと、元の姿に」

　その言葉に、緊張した顔をしていたスラム街の人たちがぱっと表情を明るくした。アニクも目を輝かせて、私の手を取る。

「メグ、これでこの街を出ていかなくても良いんだよね？」

「うん。大丈夫だと思う」

　手を取り合ってはしゃぐ私たちに「ラズベリー」とベネットが声をかけてきた。

「まだ僕たちの仕事は始まったばかりだ。重度の魔力汚染患者は他にもいる。土地の浄化も急がないといけない。この街で、君を必要としてる人がたくさんいるからね」

「はい！」




　──一ヶ月半後。




　朝、ドスドスと足音が響き渡る。

「ふぐぉぉ、ぐぉぉ」

「おい、メグ・ラズベリー。起きろ、朝だ」

「ほごぉ!?」

　私が寝ていると、ゴン、とベッドが足蹴にされる。ぼやけた目をこすると、酷いクマをつくったジャックが眠たそうな顔で私を見下ろしていた。

「行くぞ。ベネットが待ってる」

「ふぁい……」

　フラフラと部屋を出る。私もジャックも足取りが重い。大きなあくびをすると、釣られて両肩に乗った二匹の使い魔もあくびした。

「信じられないよ。華の乙女の部屋に無断侵入なんてさ。ココが泣くよ？」

「華の乙女が白目剝むいて寝るかよ」

「あぁ……眠いよぉ。私、何時間寝てた？」

「二時間ってとこだな」

「二時間て」

　でもまだ寝れるだけマシか。私はそっとため息を吐いた。

　廊下に出ると、当直明けの医療メンバーの姿がちらほら目につく。

　地獄のような労働続きで全員顔が死んでいた。無理もない。

「全員そろそろ身体の限界だな」

　ジャックがボソリと呟いた。

　祝福の雨がスラム街を救ってから一ヶ月半が経った。

　私はスラム街を巡り、重症患者の治療と、雨を用いた土壌の浄化活動を続けていた。他のメンバーは病院と協力した治療や、土地と水の調査活動を行っている。

　状況は良くなってきているが、何せ数が多い。掘り下げれば掘り下げるほど仕事は見つかるし、睡眠時間も削られていた。

「おはよう、ラズベリー」

　廊下を歩いていると、ロビーでベネットがヒラヒラと手を振っていた。他のスタッフが疲ひ労ろう困こん憊ぱいの中、ベネットはケロッとしている。お師匠様もそうだが、大魔道師は疲労を知らないのだろうか。

「おはようごじゃます……」

「お疲れだね」

「クタクタでやんす」

　すると、背後から「ふぁあ……」と声がする。

「全然寝足りないわ……」

　シャオユウが眠そうな顔でゆらゆらと揺れながら歩いていた。

「おはようシャオちゃん。眠そうだね」

「そりゃ、連日連夜どこかのお馬鹿さんが連れ回すからね。昨日だって『もうちょっとだけ！　もうちょっとだけ！』って言われて数時間は連れ回されたし」

「可哀かわい想そうに。酷い人がいるもんだね」

「あんたよ、あんた！」

　私たちが下らないやり取りをしているとベネットがクスッと笑った。

「二人とも、すっかり仲良しだね」

　その言葉に私は笑みを浮かべ、シャオユウは露骨に顔をしかめた。

「えぇ？　そう見えますぅ？」

「えぇ……、そう見えますぅ……？」

「シャオちゃん、照れなくても良いって」

「照れてない！」

「おはよぉ。朝から元気だねぇ」

　男子部屋からオズが姿を現し、後ろにはリーの姿も見えた。二人とも眠そうだ。

「あれ？　アボサムは？」

　ふと気になり、私はキョロキョロと辺りを見回した。アボサムは高身長だから遠方にいてもすぐ見つけられるはずなのだが、どこにも姿が見えない。

　するとベネットが私の疑問に答えた。

「アボサムは長めの睡眠を取ってもらってる。明日から長時間運転をすることになるからね」

「運転って……あ、そうか」

　私は壁にかけられたカレンダーを見た。

　私たちは明日、ゼオライトを離れることになるのだ。




　ドミトリーの外に出るとアニクが立っていた。私の姿に気が付き、近づいてくる。

「メグ、おはよう！　シャオユウも」

「おはよ……」

「アニクは元気だねぇ」

「メグたちが情けないんだよ」

「手厳しいなぁ。これが若さか」

「あんたも十分若いわよ」

　アニクやシャオユウとは、この一ヶ月半一緒に行動してきた。スラム区域で治療活動をするのに現地人であるアニクの仲介は必要不可欠で、シャオユウの協力がなければ魔力汚染患者の治療も上手くいかなかっただろう。

　現地の人と揉めたり、パニックになった患者が押しかけたり、時に暴走が始まった患者を間一髪で救うような場面もあった。

　何度も頭を下げ、対話し、粘り強く治療を続け。今ではシャオユウもアニクも、私と一緒に修羅場をくぐり抜けた大切な仲間であり、戦友だ。

　ゼオライトに初めて来た日、何もできなかったシャオユウの姿はもうない。元々優秀だった彼女がその実力を発揮するのに、さほど時間はかからなかった。

　そして私はと言えば、すでに約三百名以上の魔力汚染患者を治療していた。

「アニク、おはよう」

　ベネットが私の背後から遅れて出てくる。

「今日で僕たちの活動も最終段階だ。今日行くスラム街が最後の汚染区域になるはずだよ」

　ドミトリーを離れて、四人で街を歩く。

　最初に来た時ゴーストタウンのようだったゼオライトの街には、徐々に人の姿が見え始めている。

　街は、活気を取り戻しつつあった。

「賑わってきたなぁ」

「メグたちのおかげで、みんな病気から回復してるんだ！」

「飲み水や生活水も、安全なものが供給され始めてるみたいね」

「そっかぁ……」

　まだまだ完全な復興には程遠いけれども、私たちがやってきたことは形になっているんだ。




「──あるべき姿を見せて」

　ゼオライトのスラム街にある民家で私が呪文を唱えると、仄かな魔力反応と共に女性の肉体が元に戻っていった。その光景に、様子を見守っていた家族が声を上げる。

「そんな、信じられない！」

「奇跡だ……神の御み業わざだ……！」

「ほほほほ、もっと言え言え」

　この一ヶ月半の間、みっちり感情魔法を使いまくったおかげで私の魔法の技術は以前にも増して洗練されていた。すぐ疲れなくなり、治療できる人の数も増えたのだ。

　それに、人々の感情を感じ取る力も、以前よりずっと鋭くなっている。

「シャオちゃん、重症の患者さんってこれで最後？」

「そうみたい。はぁ……長かったわねぇ」

「お疲れさま」

「お互いにね」

　私たちが話していると、アニクが嬉しそうに近づいてきた。

「メグとシャオユウ、本当にありがとう。二人は救世主だよ！」

「大げさだよ。言うてまだ病院で治療を待ってる人は山ほどいるからね。喜ぶのは早いって」

「でも、ひとまずこの街の危機は乗り越えられた」

　ベネットが、そっと言葉を挟む。

「魔力汚染の重症患者の治療を完了し、各国からの本格的な援助も始まっている。魔法協会の先遣隊として、やるべきことはやったと言えるはずだよ。ラズベリー、シャオユウ。君たちがやったことは、誰にも誇れる偉業だ」

「えへ、えへへへへ。ベネット、もっと言ってもらって良いすか」

「それさえなければもっと良いんだけどね……」

　ベネットが苦笑いを浮かべると同時に、彼のスマホが鳴り響く。しばらく電話で話したあと、ベネットは私たちに向き直った。

「病院に向かおう。現地の調査報告が上がるみたいだ」




　カンファレンスルームで、プロジェクトメンバーたちが一堂に会する。

　土地の調査に当たっていたメンバーからの報告を聞き、緊張した面持ちのカビーアさんが口を開いた。

「では、本当に雨の危険性はもうないと？」

　カビーアさんの言葉に、オズが笑みを浮かべる。

「ひとまずは、というところだけどねぇ。ゼオライトに降った汚染の雨は一時的なもので、継続的に起こる可能性は低いと言っていいと思うよぉ。ま、油断は禁物だけど」

「そうでしたか……本当に良かった」

　カビーアさんは、まるで重圧から解き放たれたように膝から崩れ落ちた。そんな彼の身体を、近くにいたスタッフが慌てて支える。

　彼は街が被災してから、医療現場の最先端でずっと闘い続けていたのだ。一つ、肩の荷が下りたのだろう。

「ありがとうございました。皆さんがいなかったら、この街に未来はありませんでした」

　頭を下げるカビーアさんに「安心するのはまだ早いけどな」とジャックが声をかけた。

「汚染者の治療状況は急場をしのいだだけだ。支援が本格的に届き始めたとは言え、これから先はお前ら街の人間で乗り越えなきゃならねぇ」

「雨の脅威もいつまた起こるともしれない。今回の一件で、街の課題も多く見られた。だから国と協力して対処していくことが必要だね。調査結果は魔法協会を通じて政府にも届けられる。賢明な対策が取られることを祈るよ」

「はい」

　ジャックとベネットの言葉は、優しくも厳しい。

　その言葉を、カビーアさんは神妙な面持ちで受け止めていた。




　死を待つだけだった街に光を灯し、私たちのゼオライト滞在は終わりを告げた。

　機材を車に積み込み、出発の準備を済ませる。街を出ようとする私たちを、アニクやカビーアさんを始めとする街の人たちが見送りに来てくれた。それぞれがそれぞれ、街の人と握手したり、別れの挨拶を交わしている。

「本当にありがとう。メグやシャオユウと過ごしたこと、一生忘れないよ」

　アニクが声をかけてくれる。

「アニクも達者でやんなよ」

「いつかきっと、僕もメグみたいな魔導師になりたいな」

「へぇ、こんな傲慢な魔女に？」

「それは嫌だけど……」

「おい」

　ふっと、アニクと笑い合う。こんなくだらないやり取りも最後か。

　そっとアニクの頭を撫でようとして、手を止めた。

「そういえば、こっちでは頭撫でるのって失礼な動作なんだっけ」

「良いよ、それくらい」

　アニクは私の手を取ると、ポンと自分の頭に乗せてくれた。私はそんな彼の頭を優しく撫でる。

　アニクの黒い髪は少し柔らかく、目鼻立ちはクッキリしていて、意外と肌はキレイだった。今さらながら、同じ人間なのにずいぶん違う特徴があるのだと気付かされる。

「アニク、私の教えた魔法の極意、覚えてる？」

「バッチリだよ」

　アニクはそっと胸を叩いた。

「魔法は、心で撃つんだよね」

「……うん。それでいい。それが一番、大切だから」

　するとシャオユウが私の肩を叩いた。

「メグ、そろそろ行くわよ。荷物運びなさい」

「ほーい」

　私は荷物を持つと、シャオユウの隣に立つ。

「シャオちゃん、私のこと『七光り』って呼ばなくなったね」

「そりゃ、いつまでも『七光り』じゃ呼びにくいでしょ。『メグ』の方が短くて呼びやすいじゃない」

　こちらにプイと背中を見せたシャオユウは、照れくさそうに頭を搔いた。

「……それに、あんたが『七光り』だなんてもう思ってないから」

「えっ？　今なんて？」

「何も言ってない！」

　不機嫌そうなシャオユウとニヤニヤする私を見て、アニクは楽しそうに笑っていた。




　車が発進し、ゼオライトが遠ざかっていく。

　走る車の中から、どんどん見えなくなる街を私は眺めていた。車内ではチームの皆が眠りについている。起きているのは、運転しているアボサムと、私とベネットだけだ。

　腰につけたビンには、七百粒以上もの嬉し涙が入っている。この一ヶ月半の間、頑張った成果だ。

　ひと山乗り越えて、しっかり成果も得たはずなのに、心が満たされないのはどうしてなんだろう。

「ラズベリー、眠らなくて良いのかい」

「ちょっと考えごとをしていて。ねぇ、ベネット」

「どうしたんだい？」

「私たち、頑張りましたよね」

「そうだね」

「これだけ頑張っても、私たちが救ったのはあの街のほんの一握りの人だけなんですよね」

「あぁ。彼らの全員を救うことはできない」

　ベネットは、優しくもはっきりとした声で言った。

「あの街にはたくさんの問題があった。病だけじゃない。貧富や身分の差、それぞれの思想に生活や土地の問題も絡み合い、大きな問題に発展していた」

「はい」

「この世には、生まれ落ちた瞬間から人生を変えることが難しい人たちがたくさんいる。一生涯努力しても、国家的な事情や、環境の問題で、生活を変えられない人がいるんだ。だから、変えられないことの方が多い。僕たちはその中で、最大限のことをした」

「……はい」

　私たちは、ちっぽけなんだ。

　そしてそれは、私なんかより、ずっとずっとベネットの方が身に沁しみているはずだ。何千年も生きて、魔法の始祖と言われていても、変えられないことがこの世にたくさんあるんだから。




　──自分が無力で無知だと思い知らされます。




　ゼオライトに入った時、アボサムに言われた言葉の意味がようやくわかった気がした。

「ラズベリー、君はアニクに魔法を教えたね？」

「教えたっていうか、使ってたら勝手に見て学んでた感じです」

「彼はセンスがある。もしかしたら今後、魔導師として成長して、貧困から抜け出せるかもしれない。それはラズベリーがアニクに渡した、希望の種かもしれないね」

「希望の種……」

「今回ラズベリーは、あの街の窮地を救い、アニクに人生を変える可能性を与えた。それはどれ一つ無駄にはなっていないよ。できなかったことより、できたことに目を向けるべきだ」

　ベネットはそう言うと、何故か嬉しそうに笑った。

「楽しみだね。君から感情の魔法を受け継いだアニクの種が、どんな形で芽を出すのか」

「そうですね」

　私は、窓から空を眺める。よく晴れた空には雲一つなく、遠くまで広がっていた。

「希望を与える魔女か……」

　車は次の目的地に向かっていく。

　私は、そっと目を閉じて、新しい出会いに思いを馳はせた。
















　ちょっと──

　ちょっと──




　どこか遠くから、人の声が聞こえてくる気がする。

　一体誰だろう。

「ふふっ、金のお風呂じゃ、ぐひへへへへ……」

「ったく、どんな夢見てんのよ！　早く起きなさいよ！」

「ふぇっ？」

　身体を揺さぶられ、ようやく目を覚ました。

　外から差し込む日差し、響くエンジン音と熱気。車の中だと気付く。

　私のすぐ隣では、呆れ顔のシャオユウが眉を吊つり上あげてこちらを睨んでいた。我ながらすっかり爆睡していたらしい。

「シャオちゃんじゃん。人が良い気持ちで寝てたのに何で起こすのさ」

「よだれが垂れてんのよ！　あんたのせいで肩がぐしょぐしょよ！」

「おぉ……道理で寝心地良いと思った。才能あるよ、枕の」

「全然嬉しくない！」

　するとリーが呆れたようにため息を吐いた。

「そろそろ次の目的地に着きますし、二人ともちょっとは静かにしてもらえませんか」

「私のせいじゃないのに……！」

　シャオユウが不満そうに唇を尖らせる。

　南亜地方のゼオライトを出て数日。日がな一日車に揺られる生活が続いていた。車内で寝るのにもすっかり慣れたが、身体がバキバキになるのだけは慣れそうにもない。

「次の目的地ってどこだっけ」

「中東です」

　リーが相変わらずの仏ぶっ頂ちょう面づらで教えてくれる。

　中東か。あまりピンとこない。私にとっては、南亜地方以上に馴な染じみのない場所だ。

「南亜から中東って、結構距離あるよね。何で車移動してたの……」

「僕たちの使命はオルロフの調査と魔力災害の被災地の支援です。中東では今、魔力災害が多発している。被災した村や街を回るんですよ」

「詳しいね」

「あなたが知らなすぎるだけです。ただ、個人的には早く中東は抜けたいと思っています」

「困ってる人がいるのに？」

「僕の目的はオルロフですから」

「オルロフって、どうして……？」

　私が尋ねてもリーは答えず、頰杖をついて外を眺めていた。二ヶ月近く行動を共にしてそれなりに話すようになったが、彼とは未いまだに壁を感じる。

　いろんなことに追われてつい忘れそうになるが、考えてみれば私の目的もオルロフだ。このプロジェクトの参加者の中には、リーのように支援活動はおまけで、さっさとオルロフの調査がしたい人も一定数いるのだろう。ただ、そうした考えは、私には機械的で寂しいものに思えた。

　南亜地方と違い、北上した中東では昼夜の寒暖差が激しいらしい。かなり乾燥している季節らしく、私たちはまるで砂漠の中心にいるかのように乾いた大地を走っている。

「中東の魔力災害って言ったら、一本の樹のせいで砂漠が生まれたって祈さんが言ってたっけ」

　するとピクリとシャオユウの眉が動いた。

「祈って、もしかして七賢人の『英知の魔女』のこと？」

「そだよ。たまにうちに泊まりに来るんだよね。それがどうかした？」

「世間話の感覚でとんでもないビッグネーム出さないでよ」

「祈さんてビッグネームなの？　うちを予約なしで泊まれるホテルみたいに思ってる人なのに」

「当たり前でしょうが！　世界最高峰の魔女の一人よ!?　あんたはもうちょっと自分のいる環境がいかに恵まれているかを知りなさいよ！」

「おごごごごご……」

　ひとしきり私の胸ぐらを摑んで振り回した後、「はぁ、もういいわ」とシャオユウは手を離した。

　散々振り回された挙げ句に突然投げ出されたので、思わずシートに頭をぶつけて「ぐえっ」と声が出る。

「今の中東は魔力の流れが不安定で、何件も魔力災害が起こってるの。それも、南亜地方とは比べものにならないくらい広範囲でね」

「もしかしてその原因が、さっきの樹だったりする？」

「ご名答。お弟子さん勘が良いねぇ」

　後部座席に座ったオズが、鮮やかなピンク色の髪をくるくると弄いじりながら話に交ざってくる。生え替わっても色が変わらないのは、魔力で染めてるのだろう。パッと見、完全に女子に見える。

「中東で大きな被害を起こした『破滅の樹』が、魔力の流れをすべて変えたんだな。樹が中東の大地を巡る魔力を集めすぎたことで、誰も住めなくなる死の大地にしてしまったんだよねぇ」

「そんな場所にぃ、向かうのかぁ……」

　いつの間にかオズの緩い口調が伝染し、私はぶんぶんと首を振った。

「その破滅の樹が川の水を吸い尽くして、植物を枯れさせて、周囲百キロメートルを荒廃させたんだよね」

「うん。樹が原因で土地の魔力が乱れたことで、各地にいろんな形で魔力災害が起きるようになったみたいだねぇ。地震、砂嵐、豪雨に水質汚染なんていうふうに」

「なるほど。砂漠化してるっていっても雨は降るんだ。なら、どうにか復興できないかな」

「どうだろうねぇ。植物問題もあるけど、破滅の樹のせいで地盤もかなり脆もろくなってるみたいだから。急に崩れたり、建物の倒壊が起こったりするのも珍しくないって」

「土もダメになってるのか。そりゃ植物も育たないよね。私もよく植物とか栽培するけど、土の調整にはかなり気を遣うしなぁ。簡単じゃないわけか」

　窓から外の景色を眺めると、太陽の光で乾いた大地がジリジリと焦げ付いて見えた。

　荒廃した大地の片へん鱗りんは、すでに見え始めている。
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　数日間のドライブもようやく終わりを告げ、私は車を出た。

　広大な土地の乾いた熱気が、車内にいた時以上にムワッと私を包み込む。

「うえー、暑い」

「ホウホウ」

「キュウキュウ」

「君たちは元気そうだね……」

　体温調整の魔法をかけているからか、使い魔たちの調子は良い。一方で私が気温に苦しんでるのは、無駄な魔力消費を避けるために温存しているからだ。お陰でどちゃくそ暑い。

「メグー！　荷物降ろすから手伝ってよ！」

「ほいほいさー！」

　シャオユウと一緒に荷降ろしをする。行動を共にすることも多かったから、彼女はほとんど私の相棒みたいになっていた。普段素直じゃない彼女が『メグ』と呼んでくれることが嬉しい。

「まぁ、シャオちゃんの口の悪さは、いつまでもそのままだけど」

「あんたにだけは言われたくない」

　現在地を確認すると、山やま際ぎわの小さな村にいるようだった。遥か遠くまで続く乾いた山肌が視界に入る。緩やかな山道をずっと上ってきたらしい。空も広がり、実に広大な光景だ。

「すごい景色だなぁ」

　被災地にいるはずなのに、そんな吞気な声が出た。ラピスでは見ることができなかった景色だ。街の皆にも見せたい。

　村は山沿いに作られた場所にあった。山が切きり拓ひらかれ、レンガ造りの箱型の家が階段状に立ち並ぶ。家の屋根が歩道の役割を果たしているらしく、私たちが歩いているこの道もどこかの民家の屋根の上のようだった。

　すれ違う人が物珍しげに私たちを見たり、挨拶してくれたりする。気の好いい人が多いみたいだ。表情も明るく見えるし、とても被災しているようには見えない。ここで一体何があったんだろう。

　やがて水みず汲くみ場ばに着いた。透明な水が、石造りの大きな容器に溜たまっている。

「へぇ、乾燥した場所なのにめちゃくちゃキレイな水だなぁ」

　手で触れようとして、シャオユウに「触らないで」と止められた。

「その湧き水、汚染されてるから」

「へあ？」

「水の中に汚染物質が混ざってるみたい。何人か中毒者が出てるの」

「えぇ……全然キレイに見えるのに」

「だから厄介なのよ」

　シャオユウは見たことない器具を使って、慣れた手つきで水質を調べている。

「シャオちゃんは、水とか詳しいよね」

「水は私の研究課題だから」

　シャオユウは語る。

「以前話したでしょ？　私の故郷の水が魔力災害に遭って汚染されたって。私の故郷は元々、水がキレイな場所だったのよ。特に塩湖っていう、大きな水たまりみたいな湖がとても美しいの。空の風景が湖上に映って、まるで天国にいるみたいで」

「へぇ、良いね」

「でもその湖は魔力による汚染で赤く濁ってしまった。私の夢は、ジャック先生みたいにたくさんの人を助けられるようになること。そして、故郷の湖を元に戻すことなの」

「だから魔法医療だけじゃなくて、水も研究してるんだね」

「でも勉強してわかったわ。元を正せば人間のせいなんだって。環境破壊や化学物質、いろんなものがこの星を蝕んだのよ。まったく、いい迷惑だわ」

「ただそのお陰で、便利な暮らしができてんだよね」

　私が言うとシャオユウは黙った。

　私は、全部が全部悪いことだとは思わない。

　過去があったからこそ、自然を守ろうとする動きも出ているわけで、あやまちがあったからこそ人はやり直そうとしている。ただこの星の状況がそれを許さずにいるんだ。

「負けないんだから……。私は絶対に、やり遂げてみせる」

　感情がたかぶったのか、シャオユウは涙目で作業を続ける。そんな彼女が、何だか愛しい。

「シャオちゃん、抱きしめてあげよっか？」

「い！　ら！　な！　い！」




　水の汚染問題の解決に時間はかからなかった。水源を浄化し、結界で保護することで事なきを得る。大事に至らず、内心ホッとした。

「よし、これでとりあえずは大丈夫ね！」

「おー、すごい」

「何であんたが感心してんのよ……」

　シャオユウが呆れ顔で私を見る。

「思った以上に早く終わっちゃったね。もう次の街に向かう感じなのかな？」

「いや、今日はここに泊まりだよ」

　いつの間にかベネットが立っていた。

「水による食中毒の患者が多いらしくてね。治療に時間がかかるから、今日は泊まりだそうだ」

「えぇ、車の中で雑ざ魚こ寝ねですか……？」

　シャオユウが絶望の表情を浮かべた。それなりに育ちが良いらしい彼女は、寝床の状況をかなり気にする。ちなみに私は横になれたらどこでも寝れる。そう、生ゴミの中でも。

　するとベネットは、そっとシャオユウに微笑んだ。

「宿なら心配しなくて大丈夫だよ」

「えっ？」

　私たちが案内されたのは、村の中にある一軒の民家だった。支援活動のお礼に村人が家に泊めてくれるのだそうだ。二名一組で、それぞれ村人のお世話になることになった。

　壁紙代わりに民族柄の布が張られた、レンガ造りの家の中。敷しき物ものを重ねているものの、床材が石だから硬い。電気は通っているみたいだが、電灯以外の家電製品は見当たらなかった。

「中東の人って結構素朴な生活してんだねぇ」

　私が感心していると、シャオユウが「馬鹿ね」と呆れ声を出す。

「中東の都市部はめちゃくちゃ都会よ。あんたの住む田舎町よりずっと栄えてるわよ」

「知らずに好き放題言ってくれる」

「ここは中東の中でも秘境に入るわ。山奥にあるから生活様式も変わってるってわけ」

「よく知ってるね」

「中東は学生時代に旅行したことがあるもの。街の人も親切で、面白い場所よ」

「そうなんだ。もっと怖いイメージがあったなぁ」

　私が幼い頃、中東は紛争やテロ事件などが多く起きていた。テレビでも頻繁にニュースが流れていたし、一時期は渡航も禁止されていた。しかし、ある時を境に、中東の大半の国に渡航許可が下りた。安全圏であると認められ、情勢もかなり落ち着いたと報じられていた記憶がある。

　詳しい理由はわからなかったが、もしかしたらエルドラ姉さんが関わっていたりするのだろうか。

　話していると家主のおばさんが食事を運んできてくれた。ケバブとスープとナンだ。

「どうぞ食べて。私はずっと一人だから、こうして賑やかなのは嬉しいわ」

「おばさんは生まれてからずっとこの村にいるんですか？」

「ええ、生まれも育ちもこの村よ。ここで生まれ、ここで死ぬ。そうやって生きてきたの。時々、外に出ることもあるけれど、やっぱり皆、最終的にはここに戻ってくるわ」

「故郷なんですね。この村が」

「そうね……。偉大な魔導師が生み出した、大切な土地よ」

「魔導師？」

「この中東の大地はね、その昔、豊ほう穣じょうの大地と呼ばれていたの」

「シャオちゃん知ってる？」

　私が尋ねるとシャオユウは食事を口に含んだまま首を振った。おばさんは続ける。

「中東は昔、とても豊かな土地だったの。日差しも強くて、気候も過酷だけれど、それでもこの大地はたくさんの石油と、豊かな農作物を与えてくれた。それは、かつて偉大な魔導師が生み出したものなの。瑞みず々みずしい土を作り、私たちに生きる術すべを授けてくれた」

「へぇ、そんなすごい魔導師がいたんだ」

「その魔導師を信仰する人は今もたくさんいるわ。土地の神様が人の姿をして私たちを導いたと信じる人も少なくない」

「その魔導師って、名前は何ていうんですか？」

　興味が湧いたのかシャオユウが尋ねる。おばさんは少し沈黙すると──

「アスラ」

　と、呟くように言った。

「この国に伝わる、偉大な魔導師の名前だよ。もう何千年も前の人だけれどね」
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　次の日の朝、私が村の水場に行くとベネットが立っていた。

「おはようラズベリー。午後にはもう村を出るよ。やることがいっぱいだから忙しくなりそうだ」

「そうでしゅね……」

「なんだか眠そうだね？」

「あんまり寝れなくて」

　かつてこの世界にいたという、伝説的な魔導師アスラの話。珍しい話に胸がドキドキして、昨日は何だか寝付けなかった。お陰ですっかり寝不足だ。

　水の状態や病人の様子を一通り見て回り、午後にはおばさんに別れを言って私たちは村を出た。先に出たジャックたちの車を追いかける形で、次の目的地を目指す。

「ねぇベネット。アスラって魔導師の話を聞いたことありますか？」

　走る車の中で私が尋ねると、ベネットは少し意外そうな表情をした。

「よく知っているよ。アスラはこの地の住人だった。魔法を覚えたがっていたから、教えてあげた記憶がある。旅をしていた僕たちにとても良くしてくれた」

　ベネットの言葉に私とシャオユウとオズの声が「えっ」と重なった。話を聞いたことあるか尋ねたかったのに、まさかリアルの知り合いとは思わなかった。

「昨日村のおばさんに、アスラはかつてこの中東を豊穣の大地にしたって聞いたんですけど……」

「ボクも知ってるよぉ。有名な話だねぇ」

「オズはそういうの詳しいんだ？」

「大学で考古学とか魔法史とか勉強してたからねぇ。でもまさか、ベネットが本物の知り合いとは思わなかったなぁ」

「それなりに長生きしてるからね」

「それなりってレベルじゃないでしょ……」

　ベネットの言葉に思わず苦笑いが浮かんだ。考えてみれば、ベネットは魔法の始祖なのだ。本来ならばアスラ以上に伝説的な存在のはず。そんな人が目の前にいるのだから、改めてすごいことだと思い知らされる。

「アスラってどんな人だったんですか？」

「そうだな……純粋な人だと思ったよ。もうずいぶん昔のことだから記憶も薄れているし、僕がアスラと関わった期間は長くなかったけど。彼は土地神への信仰心が強くて、大地に根ざすものを大切にしている人だった。神様や人々が住みやすい土地を作りたいと言っていたな」

「だからアスラは魔法で中東を豊穣の大地にしたんですか？」

「恐らくね」

　そこでピンとくる。

「じゃあアスラの魔法をもう一度使えば、中東の大地を蘇らせることができるんじゃ？」

　オズの話によると、中東は死の大地と呼ばれるほどに荒廃しているとのことだった。中東の大地を潤したというアスラの魔法を使えば、かつての姿を取り戻せるかもしれない。

　しかしベネットはそっと肩をすくめた。

「どうだろうね。可能性はあるけれど、僕はアスラがどうやってこの中東を豊穣の大地にしたのかまでは知らないんだ」

「でも魔法を教えたのはベネットなんでしょ？」

「正確に言えば、僕と当時一緒に旅していた友達とで教えたんだ。それも、基本的なことだけ。彼はきっと教わった魔法の基礎を、生涯をかけて発展させたんだろうね。今の中東の魔法の原型は、間違いなくアスラが作り上げたものだよ」

「うーん、やっぱり簡単じゃないかぁ。ねぇ、オズは何か知らないの？」

「ボクもアスラの魔法術式までは知らないかなぁ」

「以前旅行した時に調べたんだけど、この辺は古い魔法の遺跡が多数存在するらしいわよ。アスラに由来する遺跡もあるんじゃない？　ほら、ちょうどあそこにあるのとか」

　シャオユウが指差すと同時に、かなり古びた石造りの建築物が現れる。変わった形状の建物で、一部損壊はしているものの、しっかりと原形は残っていた。

「確かにあれはアスラの聖堂だねぇ。ここでアスラを祀まつってたんだよぉ」

　オズが補足してくれる。

「ベネット、少し寄っても良いですか？」

「構わないよ」

　アボサムが車を停め、外に出る。

　実際に目の前にすると、アスラの聖堂はかなり大きな建物だった。

「……僕たちは観光旅行をしてるわけじゃないんですよ」

　リーがたしなめるように言う。

「ごめんて。ちょっとだけ良いでしょ？　ベネットも許してくれてるんだし」

「まったく……」

　ブツブツ言いながら彼も車を降りてくる。なんだかんだ言って興味はあるらしい。

　するとベネットが私の横に立った。

「じゃあ中に入ろうか。崩れるといけないから僕も同行するよ。アボサムとオズはどうする？」

「私は少し車の調子が悪かったので点検します。部品の交換が必要かもしれません」

「ボクもパス。アボサムと車に残りまぁす」

　ヒラヒラと手を振るオズに「えっ？」と思わず声が出た。

「オズ来ないの？　考古学とか詳しいんでしょ？」

「学生の頃の話だからねぇ。それに──」

　オズはそっと目を細めた。

「遺跡にはちょっと嫌な思い出があるんだよねぇ」

「そっか……残念」

「そうだ、お弟子さん。魔法の遺跡なんだけど……」

　オズは何か言おうとした後、「やっぱ良いや」と言葉を吞み込んだ。

　どうしたんだろう。引っかかるものを覚えていると、シャオユウが私の服を引っ張る。

「ちょっとメグ！　早く行くわよ！」

「シャオちゃん何だかノリノリじゃない？」

「ノ、ノリノリなわけないでしょ！　あんたが貴重な建築物を傷つけないか見張るために仕方なくよ！　ほら早く！」

「スキップしてんじゃん……」

　意気揚々と中に入るシャオユウを追いかけ、私たちも後に続く。太陽の光が遮断され、中はずいぶん薄暗かった。崩れた部分から、わずかに光が差し込んでいる。

「何にもないわね」

　シャオユウの声が遺跡の内部に響いた。中にほとんど物がないから反響している。

「こういう場所って政府が管理しないのかしら。監視の人とかいるものだと思ってた」

「魔力災害が頻発している中東の現状を鑑みると、管理はほとんど放棄されているんだろうね」

「あぁ、確かにそうですね」

　ベネットとシャオユウの会話を耳にしながら、私は遺跡の中を見回す。荒廃した石造りの建物が差し込む光に照らされて神こう々ごうしく感じられた。シンとした静寂が満ちており、より一層内部の荘そう厳ごんさを際きわ立だたせている。

　すると、リーが壁の一点を見つめて立ち止まっていた。何げなくその視線を追いかけてみる。

「わぁ、すごい……」

　思わず声を出した。

　壁に大きな絵が独特の絵柄で描かれていた。地面から黄金の光が湧き上がり、その中に一人の短いひげを生やした男性が立っている。手には杖を持ち、眼まな差ざしはどこか遠い。

「何だろう、この絵。不思議な感じがする……」

　不意に、一瞬だけ壁画に違和感を抱く。何だかよくわからないが、描かれた男性がこちらに微笑みかけてきているように見えた。

　驚いて目を瞬かせると、妙な映像が私の頭の中に入り込んでくる。

　草一つない大地に立つ一人の男性の姿。彼は杖をつき、まっすぐ遠くを見つめていた。

　そして、誰かに向かって静かに口を開く。

『もう一度始めよう、この場所を──』

　その言葉に耳を傾けようとした時、意識が戻った。眼の前には、先程と同じ壁画がある。

　さっきは壁画がこちらに微笑みかけているように思ったが、何度見てもそうは見えなかった。

「今のって……？」

　摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象に思わず首を傾げる。疲れすぎて幻でも見たのだろうか。

「ラズベリー、そろそろ戻ろうか。オズとアボサムが待ってる。……何かあったのかい？」

「いえ、何も……」

　見間違いだろうか。でも以前、これと似た経験をどこかでした気がした。どこだっただろう。

　そうだ、アクアマリンで大災害に遭遇した時だ。伝説の魔女テティスの鐘の前で、私は街の人たちの声を聞き、今は亡き魔女テティスの意志を耳にした。

　先程の感覚は、あの時のものとよく似ていた。




「おっかえりー」

　車に戻ると、オズが私たちを出迎えてくれた。

「すまないね、オズ、アボサム。待たせてしまって」

「全然？　気にしないでくださぁい」

　いつもと変わらぬ飄ひょう々ひょうとした様子で、オズはベネットにヒラヒラと手を振る。そんな彼の様子に、ベネットは苦笑を浮かべた。

「ねぇオズ。これ、さっき遺跡で撮った写真なんだけど、何かわかったりする？　ただの壁画には思えないんだけど」

　オズにスマホを見せると「うーん？」としばらく眉間に皺しわを寄せた後、返答があった。

「昔資料で見たことあるなぁ。これ、魔導師アスラだよ」

「これがアスラ？」

「アスラが豊穣の大地を生んだ時の光景じゃないかなぁ。アスラがかつて大地の神様を呼び覚ました時、地面から光が起こったって話があるみたいだから。その時の様子を描いたんだと思うよぉ」

「じゃあ、この壁画に描かれているのはアスラが魔法を使っているところなんだ。一体どんな魔法なんだろう……」

「ボクも流石にそこまではわかんないなぁ。現地の魔法史に詳しい人とかだと知ってるかもねぇ」

　街の人に聞けば何かわかるだろうか。いずれにせよ、やるべきことが見えた気がする。

　この中東の旅の最さ中なかで、アスラの魔法を見つけ出す。そうすれば、中東の状況を変えるヒントが見つかるかもしれない。

　きっとそれは、中東の人たちを救うだろうし、嬉し涙集めにも繫がるはずだ。

「いよぉし！　やるぞぉ！」

「あんたホント元気ね……」

「シャオちゃんにも元気分けてあげようか？　ほらぁ、私の腕に飛び込んできてごらん」

「絶対嫌っ！」

「マジギレ……」

　するとベネットがそっと太陽に目を向けた。

「そろそろ出よう。次の街に着くまでに日が暮れてしまう」

「はーい」

　ベネットの言葉に促されて車に乗り込む。しかしオズだけは、遺跡を遠巻きに眺めていた。

「……オズ？　どうしたの？」

「んーん。何でもないよぉ。じゃあ行きましょう」

　オズはスタスタと車に向かっていく。

　遺跡を見つめるオズの顔は、何だか酷く悲しそうに見えた。
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　私たちは中東の街を巡りながら、各地で医療と魔法による支援を行っていった。

　魔法協会から支給された避難食の供給や、魔法による水の浄化、怪け我がや病気の治療に、崩れた建物の修繕。時にはトイレの洗浄なんて泥臭い仕事もした。

「はい、おじさん。キレイなお水だから飲んでも大丈夫だよ。あとこれ、少ないけど食べ物」

「ありがとな、魔女のお嬢ちゃん。魔法協会に伝えとくれ。早くここを助けてくれってな」

「うん……」

　優しい言葉をくれる人もいたが、助けた人たちは誰も笑っていなかった。誰も彼もが疲れ果て、絶望していた。そしてそんな人たちに、私は何も言えないでいた。

　心が疲れていると、笑ったり、泣いたりすることもできない。顔では笑っていても、心がついてこなくて、何故自分が笑っているのかもわからないまま笑みを浮かべたりする。

　彼らが心から笑えるようになるために、私は何ができるんだろう。

　嬉し涙がほしいというのはもちろんあったけれども、それだけじゃない。

　出会った人たちのために、何かしてあげたいと私は思うようになっていた。

　知り合った街の人に、アスラの魔法についても尋ねてみた。でもみんな、アスラのことは知っていても、アスラの魔法については詳しく知らなかった。

　進展があったのは、竜巻で損傷した民家の屋根を修復した時のことだ。

「魔女さんありがとうねぇ。これで安心して眠れるわ」

「そりゃ良かった。ところでおばあさん。ちょっと聞きたいんだけど、魔導師アスラについて詳しい人っていないかな？」

「アスラ様のお話？」

「うん。魔導師アスラが豊穣の大地を生んだ伝説について知りたいんだ」

「そうね……。私が知っているのは言い伝え程度だけれど、スピネルに行けば詳しい人がいるかもしれないわねぇ」

「スピネル？」

「えぇ。かつてアスラ様が生まれ育った場所よ。アスラ様を信仰する人にとって聖地と呼べる場所なの。ただ、今はなかなか近寄れる状況じゃないけれど」

「スピネルか……」

　その街の名を、私は心に刻み込んだ。

　破滅の樹へと近づくにつれ、流れる景色も変化していった。レンガと石で造られた砂漠都市がやがてビル街へと変化し、砂地からアスファルトの上を走ることも増えていった。

「もうすぐスピネルだ。破滅の樹に一番近い街だね」

　ベネットが言うも、車内の空気は重い。手応えのない活動と生気のない現地の人に対面し続け、全員すっかり疲弊しきっていた。そんな私たちに、ベネットは少し悲しげな笑みを浮かべる。

　アスラの魔法の手がかりは、あのおばあさんからもらったもの以外何も見つからなかった。

　ここを抜ければもう寄る街はない。スピネルが唯一にして最後の手がかりだ。

　そんな私の希望を打ち砕くかのように、ベネットは言葉を紡ぐ。

「スピネルは今までのどの街より大きいし治安も不安定だ。だからなるべく複数人で行動するようにしよう。もしトラブルに巻き込まれても、すぐに気付くのは難しい」

「トラブルって言うと……」

「強盗、強ごう姦かん、殺人、拉致監禁もありうる」

　ベネットの言葉に、全員が息を吞む。一気に緊張感が走った。

　すると不意に車がガタガタと揺れ出す。整地された道を走っていたはずだが、何でこんなにデコボコなんだ？　気になって窓の外を見てみると──

「うぇ……!?」

　地面を覆うレベルで、小さな樹の根がおびただしい規模で広がっていた。体中に走る毛細血管のようだ。

「気持ち悪ぅ。何じゃこれ」

「これが破滅の樹だよ」

　ベネットの言葉に「噓でしょ!?」と驚きが声に出た。

「破滅の樹はもう少し先だって言ってませんでしたっけ」

「そうだよ。でもこんな遠い街ですら、樹の根が伸びてきているんだ」

「うひぃ……」

　よく見るとその辺にある高い壁にも、ビルにも、電灯にも、絡みつくように細かな根が張り付いていた。張り付いた根のせいでドアが開かなくなっているところもある。

　ラピスで魔力汚染された御神木が暴走した時のことを思い出す。あの時は太い根が縦横無尽に動き回り、壁に張り付いたり、物を破壊したりしていた。眼の前の光景はそれとよく似ている。

「根を駆除しないのってもしかして？」

「硬すぎて取り除けないんだろうね」

　ベネットが私の言葉を補完する。

　ラピスの御神木は私の足の骨を簡単に折ってしまうほど強きょう靱じんだった。あれ以上の成長を遂げたのがこの破滅の樹なのだとしたら、中東の復興が止まってしまうのもわかる気がする。

　蔦つたのように根が建物を這い、外壁を剝がし、ドアを壊し、地面を割る。公園の緑はすっかり消え、代わりにひび割れた大地が目に入った。

「私、この街に来たことがあるけど、以前はもっと人通りがあったわ。賑やかで、外国人にも気軽に接してくれたのに……」

　人の姿も見えず、見る影もなくなった光景に、シャオユウが悲しそうな表情を浮かべた。

　こうして不穏な空気の中、私たちはスピネルへ入った。
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　到着したスピネルは車内で見た時以上に酷い有あり様さまだった。街中が巨大な蛇に巻き付かれたかのような状態なのだ。

　元々発展した都市だった場所は、私たちが巡ってきたどの街よりも荒廃していた。高いビルはほとんど崩れているし、草木一本生えていない大地は栄養を破滅の樹にすべて喰くらいつくされたことを物語る。

　人が暮らせる場所ではなくなってしまっていた。

「怖い……」

　街の惨状を見たシャオユウがキュッと私の服の裾を摑んだ。何が怖いのかはわからずとも、生命としての脅威を漠然と彼女が感じているのはわかった。

「あのー、シャオちゃん。引っ張る力が強すぎてシャツが破れそうなのですが」

「我慢なさい。今は私の心を癒やすことを全力で考えて」

「理不尽……」

　私たちが宿泊するのは街のホテルだった場所だ。内装はキレイだが、細かな埃ほこりや汚れが目立つ。メンテナンスがされていないのが見て取れた。

　二人一組で部屋が割り当てられ、私はシャオユウと同室になった。

「メグって何でいっつも手掃除なの？　魔法でパパッと掃除しちゃえばいいのに。その方がキレイになるし」

「そりゃそうなんだけどさ。習慣ってやつだと思う」

「変なの」

　新しい街についた時、私たちは最初に寝具を整える。シャオユウのように魔法が使えるメンバーは魔法でサッと汚れを取り払うが、私はなるべく自分の手で掃除するようにしていた。

　何でも魔法に頼るな、自分でやれることは自分でやれ。それがお師匠様の教えだからだ。

　極限状態の中でも教えを守っているのは、そうすることで自分の心の拠より所どころがあると実感できるからなんだと思う。

　一通り作業を終えてロビーに戻ると、全体に指示していたジャックが「ふぅ」と息を吐いた。

「今日はもう遅いから、各自部屋で休んでくれ。具体的な活動は明日からしていく。今さら言わなくてもわかってると思うが、夜間に出歩かないのはもちろん、昼間でも絶対に単独行動はするな」

　ジャックの言葉に、全員が真剣な顔で頷いた。




　その日は疲れていたのか、夕食を取ると皆死んだように眠った。

　だが私は眠れずにいた。この街の異様な雰囲気に、何だか心がざわめいてしまう。

　寝れなくてホテルのロビーに足を運ぶと、電気がついていることに気が付いた。電気が生きているとは言え、むやみに消費するなと言われていたはずだが、一体誰だろう。

　ひょいとロビーを覗き込むと、見覚えのあるピンクの髪が目に入った。

　男性とは思えない線の細い体と色っぽい顔立ち。オズだった。

　一人で座って本を読んでいた彼は、私が入ってくるのを見ると「やほー」と手を振ってくる。

「お弟子さんも眠れないクチ？」

「うん。何だか落ち着かなくて。オズも？」

「そだよー。この街の惨状見てたら落ち着かなくてねぇ」

　相変わらず間延びした緩い口調だが、その顔は浮かない。

「隣、座っても良い？」

「どーぞ。お好きに」

　遠慮なくオズの横に腰掛ける。

「それ、何読んでるの？」

「考古学の本だよぉ。古い遺跡とか、歴史とかについて書かれてるんだー」

「オズは確か地質の研究をしてるんだっけ。それも、考古学がきっかけだったりするの？」

「まぁねぇ。地質に詳しくなると、化石の年代の特定に役立ったりするから。その知識が、考古学の助けになればって思ったんだー」

「素敵だね」

「どうかな。もう今ではあんまり意味がないから」

「何で？」

　私が問うと、オズはどこか遠い目をした。

「友達と約束してたんだよ。魔法の歴史を一緒に紐ひも解とこうって。でも、遺跡の崩落事故で亡くなったんだぁ。ボクの眼の前でね」

「友達が……」

「同じ大学の友達でね。魔法史を研究していて、魔法の歴史を紐解くことに情熱を捧げている人だった。目も子供みたいにキラキラしていて、変わり者で浮いてたボクにも声をかけてくれた」

「その人の名前とか、聞いても良い？　もちろん、嫌なら無理に話さなくて良いんだけど」

「んーん。全然気にしなくていいよぉ。ジェイドって名前なんだ」

　オズは、静かにかつての友の名を口にする。少し気になって私は続けて尋ねた。

「もしかして以前アスラの遺跡に入らなかったのも、ジェイドさんが理由？」

「うん。どうしても思い出しちゃうからねぇ」

「だから遺跡を見て悲しそうな顔をしてたんだね」

「見られてたかぁ」

　タハハと彼は乾いた笑いを漏らした。

「何となく大学に入ったボクと違って、ジェイドには明確な夢があった。魔法史の学者になるっていう夢がね。彼は丁度今のお弟子さんみたいに、昔存在したすごい魔法の技術を解き明かして、現代魔法を発展させたいって思ってたんだ」

「なのに事故に巻き込まれたんだ……」

「教授の紹介で遺跡の調査に同行した時だった。魔法が暴発する事故が起きたんだ。魔法に関わる遺跡にはたまにあるんだな、声や接触で魔法式が起動するのが。そうした事故は珍しいことじゃなくて、どれだけ注意してもついて回るものなんだよ。きっと先に中に入った誰かが魔法陣に触れたんだろうねぇ。それで遺跡は崩落した。他の研究員や学生が中にいる状態で」

「でも、オズもその調査に同行してたんだよね？」

　彼は悲しげな顔で頷いた。

「ジェイドがボクを庇かばったお陰で生き延びた。遺跡の崩落に巻き込まれそうになったボクを、彼がとっさに突き飛ばしたんだ。ボクはただ呆ぼう然ぜんと遺跡が崩れ落ちるのを見ててねぇ。さっきまで立派な遺跡だった場所は、ものの十数秒で瓦が礫れきの山になってた」

　静かな夜は、オズの言葉をまっすぐ私に運んでくる。室内にオズの悲しみが満ちる気がした。

「死しに際ぎわのジェイドの言葉が今も頭の中にこびりついてて、遺跡に近寄るのが怖くなった」

「何て言われたのか、聞いてもいい？」

「『後は頼んだ』ってね……」

　重たい空気をごまかすようにオズはにへらと笑みを浮かべた。

「自分の代わりに夢を追い求めてほしいって言われた気がしたよぉ。でも、とても背負いきれなかった。だからボクは、遺跡から逃げたんだな」

　オズは椅子に座ったままそっと膝を抱える。

「……あの時のジェイドの顔が、上手く思い出せないんだ」

　どこか寂しそうに言うと、オズは私の方を見た。

「実はね、お弟子さんが最初に遺跡のことを調べたいって言い出した時、止めようか迷ったんだよねぇ。ベネットがいたから任せたけど」




　──そうだ、お弟子さん。魔法の遺跡なんだけど……やっぱ良いや。




　あの時何か言いたげだったのは、魔法の遺跡の危険性を伝えようとしていたのか。

「お弟子さんを見てると何だかジェイドを思い出すよ」

「顔が似てるの？」

「んーん、全然。目かなぁ。輝いているって言うか、希望に満ちた目をしてる」

「希望に満ちた目？　初めて言われたかも」

「冒険に出る前のいたずら小僧って感じだよぉ」

　ガクッと肩が落ちた。

「それ褒め言葉？」

「まぁねぇ」

　私が怪訝な顔をすると、オズは満足そうにニンマリと笑みを浮かべた。

「ちょっと話しすぎちゃった。もう部屋に戻ろうかなぁ。そっちはどうする？」

「私は少しお茶を飲んでから寝るよ」

「じゃあおやすみぃ」

「うん……また明日」

　ヒラヒラといつものように手を振って去っていくオズを見送る。静かなロビーに、私だけが取り残された。

　何だか、不思議な時間を過ごした気がする。

　皆、いろんなルーツを持ってここにいるんだな。

　人の数だけ、人生がある。人が住む場所に、歴史がある。

　この星に刻まれたたくさんの歩みや想いの一端に、私は旅を通して触れているのだと実感した。

　私は一体、どんなルーツを持っているんだろう。

　シャオユウやオズの話を聞いて、少し気になった。

　私も、自分のルーツを知りたい。自分が何者なのかを知って、そしてその先で──

「どうなりたいんだろう」

　ふと疑問が浮かんだ。

　すべてが終わった時の『先』の姿を、未だに私は想像できずにいる。




　──メグ・ラズベリー、お前は希望を与える魔女になれ。




　旅の初めに言われたジャックの言葉が不意に思い起こされた。

「希望を与える魔女、か……」

　もしそれが私の目標になるのだとしたら。

　私は、もっとこの星に住む人々の想いに触れるべきなのかもしれないと、何となく思った。





◯






　次の日から、本格的なスピネルでの活動が始まった。

　スピネルの街は生活インフラの大半が麻ま痺ひしている状況だ。特に深刻なのは水不足で、たまに降る雨と外部からの供給以外に水を得る手段がほとんどなかった。

　私たちも復興の手伝いをするけれど、予想以上に作業は難航した。

「この瓦礫、樹の根が邪魔して運べない……」

　破滅の樹の撤去にかなり時間を取られる。魔法を駆使しても数時間はかかるから、魔法がない状況では数日かかっていたことだろう。

　私の感情魔法で樹を別の物に転生できないかとも考えたが、そもそも樹のサイズが規格外すぎて魔法を構築することができそうにない。

　樹から精霊の気配もせず、魔力は漲みなぎっているのに生命力が感じられないのを見るに、樹自身もすでに死んでしまっているのだろう。たとえ転生魔法を構築できたとしても、魔法が機能することはないように思えた。

　まともに住むことができず、回復の兆きざしも見えない。

　まさしくスピネルは『死の大地』を象徴する場所だった。

「メグさん、オズさん、おはようございます。今日もよろしくお願いしますね」

「おはよう、カウサルさん」

「カウサルおはよー」

「ホウホウ」

「キュウキュウ」

　街に出ると声をかけてくれる人ができた。現地民のカウサルさんだ。

　私より少し歳上の女の人で、聡そう明めいな顔立ちをした美人だった。彼女が街の人との仲介役をしてくれるお陰で、スピネルでの活動範囲も少しずつ広がっていた。

「今日は何をやったら良いかな？」

「集合住宅の樹の根を取り除いてほしくて。もうずっと家に入れていない人がいるんです」

「大変だねぇ。じゃあ行こっかぁ、お弟子さん」

「うい」

　カウサルさんに案内され、街の住民の家へと足を運ぶ。街の人たちの反応は様々で、私たちに助けを求めてくる人もいれば、家の中からチラチラこちらの様子を覗うかがってくるだけの人もいる。

　時折、冷たい目でこちらを見てくる男の集団がおり、少し薄ら寒いものを覚えた。彼らにはあまり近づかない方が良いとカウサルさんは言う。犯罪集団も少なくないらしい。

「銃を持っている人もいます。できれば四、五人くらいで歩けると安心なんですけど」

「もしかして、街の人たちがあまり出歩いていないのって」

「単独での行動が危ないからです。でも、水や食料を調達するため、どうしても危険を冒さなければなりません」

　今でこそカウサルさんとは家の前で待ち合わせをしているが、初めて彼女が私たちを訪ねてきた時は一人だった。それほど追い込まれていたのだろう。

「この街の人たちはどうして街を出ないの？　この状況じゃ、まともに生活できないでしょ」

「私たちにとって、ここはアスラ様の聖地ですから。アスラ様が残してくださったものを守り、後世に繫ぐ。それが、私たちの信じる役目なんです」

「アスラが残したものか……」

「何よりも、ここは私たちの故郷です。故郷を見捨てたくないのは誰もが一緒だと思います」

「そっか、そうだよね。私にも大切な故郷があるから、よくわかるよ」

　ふと、私はこの街に来たもう一つの目的を思い出す。仕事に追われて全然聞き込みができていなかった。

「そう言えば、カウサルさんに聞きたいことがあって。私、アスラの魔法について調べてるんだけど、何か知らないかな」

　詳しい話を彼女に伝えると、カウサルさんは深刻な顔をしていた。

「アスラ様の生み出した魔法については、誰も知らないと思います。私も生まれた頃からアスラ様の教えには触れていますけど、魔法の技術的な話は聞いたことがありませんから」

「そっかぁ。この街なら何かわかるかもって思ったんだけど」

「すいません。教会の司祭様なら多少はご存知かもしれませんが……」

「本当？　じゃあ紹介とかしてもらったり」

「亡くなったんです。破滅の樹が広がった時、崩れた建物の下敷きになって」

「そんな……」

「教会に行けば何かわかったりしないのかなぁ？　この街の教会なら資料とかあるでしょ？」

　オズが尋ねると、カウサルさんは表情を硬くした。

「可能性はありますけど、オススメできません。あそこは今、過激なアスラ信徒のたまり場になっています。この街で起こっている犯罪の多くは、彼らが起こしているんです」

「アスラの教えを守ろうとしているのに、どうして犯罪なんて？」

「彼らはこの街の現状を『裁き』だと捉えています。この街を襲った破滅の樹は、元々アスラ様がこの地に植えた聖木なんです。その樹が街を襲ったから、アスラ様の意志だと考えているのだと思います。自然への感謝を忘れた人々への裁きだと」

「そんな……アスラがそんなことするはずないのに」

「私もそう思います。アスラ様の教えは、誰もが幸せに生きてほしいという願いが根底にありますから。でも彼らは違う。だから彼らは『裁き』を乗り越えるために奪おうとするんです」

　人の数だけ考え方の違いがあるように、信じるものの解釈も人によって異なっていく。

　私が触れる人の想いは、ただキレイなものだけではないのだと知った。




　一日の作業を終える頃には、すっかり夕暮れになっていた。

「じゃあカウサルさん、今日はありがとう」

「お礼を言うのはこちらです。皆さんがこの街に来てくださって、本当に助かっています」

　家の前までカウサルさんを送り、別れの挨拶をしていた時。

「助けて！」

　辺りに大きな声が響いた。何事かと思っていると、十歳くらいの男の子が小路こうじの入り口から私たちの方へと走ってくる。突然のことに、私はオズと顔を見合わせた。

「どうしたの？」

「お姉ちゃんたち魔法協会の人でしょ!?　建物が崩れて父さんが下敷きになっちゃったんだ！　助けてよ！」

「そりゃ大変だ。案内して！　オズ、行こう！」

「オッケー。じゃあねぇ、カウサル」

「あ、はい……。お気をつけて」

　カウサルさんと別れて男の子に道を案内してもらう。

　男の子に連れられて入った道は狭く、まるで迷路みたいに入り組んだ構造をしていた。普段は大通りの方で活動しているから、ここまで奥へと進むのは初めてだ。

　夕暮れなのと、所狭しと並んだ建物のせいで陽がまともに差し込まない。かなり怪しい街の雰囲気が徐々に怖くなってきた。でも今はそんなこと言っていられない。

「ねぇ、お父さんがいる場所ってまだ先かなぁ？」

　オズが子供に尋ねるも、彼は何も答えずに手招きする。先程の必死な様子はもうなくて、どこか不気味さすら覚えた。

　念のためベネットに連絡を入れようとするも、電波が繫がらない。街に入るまで連絡できてたのに。魔法で連絡を取れなくはないけれど、走りながらやるのは困難だ。戻る道ももうわからない。

「仕方ない。お前たち、ベネットにこのことを知らせてきてくれる？　ベネットならすぐ対応してくれるはずだから」

「ホウ！」

「キュウ！」

　私が命じると、シロフクロウはカーバンクルを摑んで空へと飛んでいった。

　やがて数分ほど進むと、急に開けた場所へとたどり着いた。建物の隙間に生まれた空き地らしい。ガランとしていて、何もない。建物が崩れた様子もなかった。

「ねぇ、瓦礫の下敷きになったお父さんってどこに──」

　皆まで言う前に、男の子は走ってどこかへと消えてしまう。えっと思っていると、入れ替わりに数名の男が広場へと入ってきた。一瞬何が起こったのかわからず、困惑する。

　もしかして男の子に呼ばれて他にも大人が集まっていたんだろうか。それで魔法協会の魔導師を呼ぶように指示したとか？　ありえない話ではない。

「えっと、さっきここで男の人が瓦礫の下敷きになったって聞いたんだけど」

　強張った笑みで話しかけてみたが、男たちは表情一つ変えることなく、私たちにジリジリとにじり寄ってきた。様子がおかしい。何が起こっているのかわからず、必然的に壁かべ際ぎわに追い込まれた。

　夕闇の中で私たちに向けられた男の瞳には感情が伴っていなかった。真っ黒で無機質な目が私たちに向けられている。妙に興奮しているようにも見えて、身の危険を感じた。全身に鳥肌が立つ。

　騙された？　そんな考えが一瞬頭をよぎる。

　いや、そんなはずないじゃないか。

　だって私たちは、この街の人を助けに来たんだから。

　しかし眼の前の男が取り出したそれを見て、私の考えは簡単に打ち砕かれた。

　相手が手に持っていたのは、銃だった。

「声を出すな」

　感情の伴わない容赦のない声に、私は小さく息を吞む。

「妙な動きをすれば殺す」

　話し合いだとか、理解してもらうとか、そんな余地はないように思えた。
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　死んだように沈黙する街に、私たちの歩く音だけが響いた。

　夜の薄暗い道を歩かされる。助けを呼ぼうにも人の姿はない。

　後頭部には固いものが当てられている。銃口なのは見ずともわかった。

　どこに連れていかれるんだろう。全身が恐怖で震える。どうしてこんなことになったのか、まだ頭が理解できていなかった。信じたくない、と言った方が良いのかもしれない。自分が今、犯罪に巻き込まれている可能性を認めたくなかった。

「さっさと歩け」

　後頭部を銃で押しやられ、逃避しようとした感覚が現実に引き戻される。明らかに命の危険があるのに、どこか現実味がない。

　これまでも何とかなってきたんだ。今回だって大丈夫に決まってる。

　不安を拭おうと自分に言い聞かせるも、後頭部に当てられた銃口と物々しい男たちの雰囲気が、私の希望的観測を打ち砕いた。この状況から助かるビジョンが見えない。

　私たちは一体どうなるんだろう。そんな不安がどんどん心に広がっていく。

「おい、こいつらどうするんだ」

「魔法協会への人質にする。物資と水を要求するのに使う」

「もし拒まれたら？」

「片方死体にして動画でも送りつけてやればいい」

　男たちの会話が耳に入り、心臓の鼓動が一気に早くなった。

　やがてどこかの建物へと入った。外観から、教会であることがわかる。昼間カウサルさんが言っていた、アスラ信者の過激派が集まる場所だと気が付く。よく見ると、彼らは昼間私たちの様子を覗うかがっていた男たちだ。ずっと罠わなにかけるつもりだったのかもしれない。

　教会の内部に入る。広い教会だったが、破滅の樹の根が建物を半分以上壊してしまっていた。壁には以前遺跡で見たのと同じ大きな壁画が描かれている。アスラの壁画だ。

　私たちの他に人の姿はなかった。縄で手足を強く縛られ、座らされる。眼の前には銃を持った男が遠巻きにこちらを見ていた。

「迂う闊かつだったなぁ」

　ポロリと、呟くようにオズが言葉をこぼした。

「子供の案内だから安全だと思っちゃった。ごめんねぇ、気付けなくて」

「オズは悪くないよ」

　子供が犯罪に加担する可能性をまったく考えていなかった。治安が悪い場所がどれほど危険なのかをちゃんと理解できていなかったんだ。自分だけは大丈夫という甘い考えもあったかもしれない。

　いや、それ以前に、助けを求めてくれた人に裏切られる可能性が頭になかった。

　きっと目の前の男たちは街の子供を使って人を誘拐し、物資を調達しているのだろう。脅迫や、人身売買もしているかもしれない。嫌な可能性だけがどんどん浮かんでくる。

「どうなるんだろう……」

　思わず不安が口から漏れた。そこでハッと気付く。手足は拘束されているけれど、口が自由だということに。

　彼らは魔導師をさらうのが初めてなのだろう。だから私とオズに口くち枷かせをしていないんだ。一節で魔法を唱えられる私なら、逃げ出す隙を作れるかもしれない。

　混乱していた頭が、ようやく回り出す。

　なくなったように感じられた希望が、少しだけ見えてくる。

　考えろ、考えろ。この状況を打破するにはどうすればいい？

　必死に思考を巡らせていると、不意に男の中の一人が私の前にしゃがんだ。この中のリーダーだろうか。目つきが鋭く、荒すさんだ顔つきをしている。

「魔法協会はこの街に何しに来た？」

　その言葉が引き金となったように、他の人間も私たちに目を向けた。一気に空気が張り詰める。返答次第では殺されるかもしれない。私は、慎重に言葉を紡ぐ。

「私たちはただ、この街の人を助けに来ただけだよ」

「助ける……？　お前たちにこの状況が救えるっていうのか？」

「怪我や病気を治療したり、水を運んだりすることくらいはできる」

「噓をつけ！　お前たちはどうせ、アスラ様の貴重な教えを奪おうとしているんだろう！」

「違う！　そんなことしない！」

　すると大きな手で胸ぐらを摑まれた。

「これは試練なんだ、部外者が余計なことをするな。大地への感謝を忘れ、便利な暮らしに甘んじた我々にアスラ様は試練を与えている！　自分の力で乗り越えてみせろと！」

「アスラはそんなことしない！　だってアスラは、人と、この地に住む神様のために豊穣の大地を生み出したんでしょ!?」

「知ったようなことを言うな！」

　激げき昂こうした男が大きな拳を振りかぶる。殴られると思い、とっさに目を瞑った。

　だがいつまで経っても痛みが走ることはなく、私は恐る恐る目を開く。

「やめて、バドル兄さん」

　一人の女性がバドルと呼ばれた男の手を摑んでいたのが目に入った。その姿には見覚えがある。

「カウサルさん……」

　泣きそうな顔で立っていたのは、カウサルさんだった。

「嫌な予感がしてついてきたの。もうやめましょう。この人たちは……魔法協会の人たちは、この街を助けに来てくれただけよ。なのにこんなことをしていたら誰も助けに来てくれなくなる……」

「こいつらは異物なんだ。アスラ様の神聖な土地を荒らしに来た敵だ。だから俺たちは、それを排除せねばならない。アスラ様の土地を守る民として」

「豊穣の大地を望んだアスラ様が、外国の人を殺して喜ぶだなんて私には到底思えない。もしこの人たちが、アスラ様が導いてくださった救済者だとしたらどうするの？」

「外国の人間が救世主なわけないだろう！」

「それはわからないよぉ？」

　激昂するバドルに言葉を被せたのは、オズだった。

「アスラはかつて始祖の魔導師に教わった術でこの国を救った。彼は外の人間がこの国を救えるって考えてるのかもしれないねぇ」

「黙れ！」

　バドルは激昂してオズに銃を向けた。緊張が走ったが、オズは引かない。

「君の言う『アスラの教え』は、助けに来た人を誘拐して略奪することなの？」

　オズの言葉にバドルは黙った。私もバドルの目をまっすぐ見つめる。

「私はアスラの教えを全部知ってるわけじゃない。でも、故郷を助けたいって気持ちはわかる。私も自分の育った街が好きだから」

　かつてこの国を救ったアスラは、この土地に住む人や神様が暮らしやすくなることを望んだ。だから彼は、その生涯を使って魔法を磨いたんだ。

「私が中東の街を巡って出会った人たちは、誰も心から笑えてなかった。それが『裁き』なのだとしたら、そうなのかもしれない。人はたくさん間違いを犯す。世界中の人たちが間違い続けたしわ寄せを、今この中東は受けてるんだ」

　中東の魔力の均衡が崩れたのは、世界で自然が減り、土地に人の手が入った結果だ。それが破滅の樹を生み、この中東は荒廃した。

「でも、だから私たちは間違いを正すために行動するべきなんだ。アスラが『裁き』を通じて伝えることがあるのであれば、それは略奪することじゃないと思う」

　私の言葉に、バドルは耳を傾けている。

　だから私は告げた。かつてアスラが口にした、その言葉を。

「もう一度始めよう、この場所を」

　その瞬間、大きな光が突如として教会の中に満ち溢れた。

「何だ!?」

　予期せぬ現象にその場にいた全員が声を上げる。

　外からライトで照らされたのかと思ったが、そうじゃない。

　教会の壁に描かれたアスラの壁画が、大きく輝きを放っていた。

「アスラ様の壁画が……」

「……光ってる」

　その光に目を奪われていると、私の中に不思議な映像が流れ込んできた。

　これは……あの時と一緒だ。遺跡で見た、アスラの光景と。

　草一つない大地に立つアスラの姿。彼はまっすぐ遠くを見つめ、静かに口を開く。

『もう一度始めよう、この場所を。あまねく大地の神々よ、あなた様の力をお貸しください。大地の神の力を、再びこの地へ』

　その映像を見た瞬間、フッと、光は消えてしまった。

　先程までと変わらない教会の風景が戻ってくる。

「何だ、今のは……？」

「あれは、アスラ様か？」

　銃を持った男たちが呆然と立ちすくむ。どうやらあの光景を見たのは、私だけではないらしい。ただ、誰も今目にしたものが何だったのかを理解できないでいた。

「オズも見た？」

「うん。アスラの壁画に似た男の人が立ってたねぇ。何か言ってたみたいだったけど」

「言葉は聞こえなかった？」

　私が尋ねると、オズは頷く。

「カウサルさんは？」

「私も……声まではわかりませんでした」

「じゃあ、あの言葉を耳にしたのは私だけ？」

　するとバドルが私を見つめた。

「俺には聞こえなかった」

　彼は困惑しているように見えた。何かを考えるように、瞳が揺れている。

　私の魔法だと疑うこともできただろう。でもそれをしないのは、先程の超常的な現象を誰も説明できなかったからだ。

「アスラ様は何を告げていた？」

「……願いを口にしてるように見えた」

「願い？」

「大地の神様の力を蘇らせてくれって。そう言ってたよ」

「アスラ様の……願い」

　バドルは嚙みしめるように呟くと、しばらく黙り込む。室内に微妙な沈黙が立ち込めた。

　しばらくして、彼は思い立ったように周囲の男たちに目を向ける。

「おい、行くぞ」

　その言葉に男たちが困惑して顔を見合わせた。

「行くぞって……バドル、まさか逃がすつもりか？　魔法協会と交渉するんだろ？」

「もういい」

　バドルはそう言うと、私に目を向けた。

「お前を信じたわけじゃない。でも今見たものを俺は無視できない。お前の言葉に呼応するように、アスラ様はお前に言葉を渡した。それが本当に願いだとするなら、お前はアスラ様の願いを託されたことになる」

　願いを託す。その言葉に、何故か私は縁のようなものを感じていた。

　オズがジェイドから夢を託されたように、アスラが私に願いを託した。自分の想いを誰かに託すなら、必ず何か理由があって相手を選ぶはずだ。アスラが願いの継ぎ手として私を選んだ理由が。

　バドルは私の目をじっと睨み、やがて「気に入らないな」と呟いた。

「視線を逸らさないまっすぐな目。お前の目がアスラ様を思わせる。異教徒のくせに、何故か姿が重なる。どうしてなんだ……」
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　バドルたちが私の元を去り、教会には私たちだけが残された。

　私とオズ、それにカウサルさん。後はバドルたちの仲間らしき男が一人残っている。

「あなたは行かなくていいの？」

　私が尋ねると「構わない」と彼は言った。

「皆、怪我がなくて良かった」

「もしかして、ベネット？」

「ご名答」

　ザザッとノイズが走ったかと思うと、目の前の男の姿がベネットに変化する。突然の登場に、オズとカウサルさんが「わっ」と声を出した。

「えぇ……？　ベネットいつからいたんですかぁ？」

「途中からね」

「人が悪いなぁ。それなら最初から助けてくださいよぉ」

「オズもラズベリーも至近距離で銃を向けられていたし、下手に動く方が危ないと思ったんだ」

「でも、どうやってここへ？」

「君の使い魔が教えてくれた」

　ベネットが言うと同時に、空からカーバンクルを乗せたシロフクロウが姿を見せる。

　私が使い魔たちを撫でていると、カウサルさんが「皆さん、本当にごめんなさい」と頭を下げた。

「兄は街が破滅の樹に吞まれてからどんどんおかしくなってしまって……。良くないことをしているのは何となく知っていたんです。でも、まさかあんなふうに人さらいをしていたなんて」

「カウサルさんが街の事情に詳しいのは、お兄さんのことがあったからなんだね」

「はい。本当はもっと早く、止めるべきだったんだと思います。でも、どうしても怖くて……」

「カウサルさんは悪くない」

　いや。

「きっと本当は、誰も悪くないんだよ……」

　ただ皆、必死なだけなんだ。生きることに必死になって、この混沌とした現状に自分なりの答えを出そうとして、あんなことになってしまった。それだけなんだと思う。

　教会を出て、私たちは夜のスピネルの街を歩いてホテルへ向かう。先程のこともあり、人の気配がない街を歩くのは恐ろしかったが、ベネットがいるというだけでずいぶんと安心できた。

　ふと、私は気になっていたことをベネットに尋ねた。

「ベネットは、さっきの光景を見ましたか？」

　ベネットは静かに頷いた。

「成長したアスラの姿は僕も見たよ。かつての面影があった。彼は何かを語っていたね、不思議な光景だった」

「あれは一体、何だったんでしょう……」

「アスラの記憶……に見えたね。ただ、僕には君が魔法を使ったように見えた」

「私が？」

　思わず怪訝な顔をしてしまう。

「でもあの時、私は魔法を使ってなんていませんけど」

「いや、少し特殊だったけど、魔力反応は確かに君から出ていた。ただ、普通の魔法と違ったから、誰も気付かなかったんだ。あの壁画に刻まれた記憶を君が魔法で呼び覚ましたようにも見えたね」

「だから私以外の人にも、アスラが見えた？」

「恐らくね」

「でもどうして魔法が発動したんだろう……」

「僕の位置からは会話の内容まではわからなかったけど、あの時君は何か話していたね。気付いていないうちに何か呪文を唱えていたんじゃないかい？」

「呪文なんて。私はただ、アスラの祈りの言葉を──」

　そこで私は言葉を噤つぐんだ。

　あれは、ただの祈りの言葉じゃなかったのか？




「馬鹿ぁ！　心配したんだからぁ！」

　ホテルに戻ってきた私たちに、シャオユウが抱きついてくる。

　涙目でズビズビになりながら、シャオユウは私の胸元に顔を埋うずめると洟はなをかんだ。人のシャツで鼻水を拭うな。

　すると私の頭にポンと手が置かれた。ジャックだった。

「心配させんじゃねぇよ。怪我はねぇか？」

「幸いにもね」

　アボサムとリーも、私たちを迎えてくれた。二人とも心配してくれていたらしい。

「ミス・メグ。無事で良かった」

「よく助かりましたね」

「うん。カウサルさんと──」

　私とオズは顔を見合わせ、フッと笑みを浮かべた。

「アスラのお陰かな」

　怪訝な顔をするリーとアボサムが何だかおかしくて、私たちは笑った。




　スピネルを離れるまで、私たちは活動をやめなかった。

　先の事件で活動態勢を見直したこともあり、その後は大きな事件もなく、私たちのスピネル滞在は瞬またたく間まに過ぎた。

　スピネルの街を発たつ日、カウサルさんが私たちを見送りに来てくれた。

「メグさん、次のルートはもう決まっているんですか？」

「オルロフに向かうはずだけど、まだ詳しく聞いてないんだよね」

「もし時間が許すなら、破滅の樹に足を運んでみてください。あそこはアスラ様の聖地ですから。災害の中心地になって今では誰も近づきませんが、アスラ様の言葉を聞いたメグさんなら、何か得られるものがあるかもしれません」

　誰も近づかない、死の中心地。そこに、アスラの最初の教えを刻んだ石碑があるという。

　アスラはそこで待っている。そんな気がした。

　中東の旅も、もう終盤だ。私たちは再び車に揺られる。

「ラズベリー、オズ、あれから調子はどうだい？」

　車内でベネットに尋ねられる。オズはいつものようにユラユラと手を振った。

「ボクは全然へっちゃらでぇす」

「私も。本音を言えば、まだ夜の道を歩くのは少し怖いですけど」

　あの日感じた恐怖は、今もまだ鮮明に脳裏に焼き付いている。

　夕闇に紛れて不気味に浮かぶ、男たちの真っ暗な瞳。

　それはどこか、深しん淵えんを思わせた。

「捕まった時、自分の中に絶望が宿るのを感じました。助けようとした人に裏切られて、心が闇に吞まれるような気がしたんです」

「……辛いなら、魔法で治療もできるんだよ」

「いいんです。覚えておこうと思います」

「どうして？」

「忘れたくないんです。私はたまたま助かったけど、きっと同じ状況で助からなかった人もいる。だから、私はあの恐怖を覚えておかないとダメな気がするんです。私の魔法は、人の心に触れるものだから」

「君は強い人だね」

　ベネットは、どこか慈しむような表情を浮かべた。

「悲しいけれど、確かにこの世界には話を聞くだけで気分が悪くなるような目に遭っている人がたくさんいる。それでも、エルドラのお陰でずいぶんマシにはなったけどね」

「エルドラ姉さんの？」

「中東は昔、紛争が多い地域だったんだ。石油の利権関係や宗教上の問題で揉めて、他国との戦争や内戦が絶えなかった。それらは支配だけじゃなく、性暴力、差別、人身売買に強制労働……数え切れないほどの問題を起こした。だけど災厄の魔女エルドラが、その歯止め役となった」

「どういうことですか？　災厄の魔女エルドラは、戦争に加担する魔女だったんですよね」

「確かにそうだ。でも形が違う。エルドラは今までいくつかの戦争に介入し、自分が抑止力になることで戦争を止めてきたんだよ」

　ベネットは真剣な表情で語る。

「エルドラは戦争を憎んでいる。平和主義者なんだ」

「平和……主義者」

　エルドラ姉さんが殺さつ戮りくを好むとは思えないけれど、何千、何万と殺してしまっているのは事実なわけで。平和主義者という言葉には、少し違和感があった。

　私の疑問に答えるように、ベネットは続ける。

「彼女は元々、人的被害を最小限にして戦争を止める人だった。命を狙われれば身を守るために反撃もしただろうけど、それでも彼女は戦争の被害を最小に抑えていた。その功績は本来称たたえられるべきものだったんだ。エルドラは戦争の当事国や過激な活動家にとって、自身が災厄の化身となることでこの世界を平和に導こうとしたんだよ」

「だから、エルドラ姉さんは『災厄の魔女』なんですか？」

　ベネットは頷く。しかし、それではどうしても納得できなかった。

　オルロフを滅ぼした時のエルドラ姉さんは、明らかに復讐に吞まれていた。彼女の復讐の目的が戦争を止めることだとしたら、辻褄は合う気がするけれど。

　ならどうして、彼女はオルロフの人々を皆殺しにしてしまったのだろう。そんなことをしなくても、彼女なら他にもっと手段があったような気がする。何か……理由があるのだろうか。

「ベネット、僕はそんな綺き麗れい事ごとは信じません」

　すると、私の声を代弁するようにリーが言葉を挟んだ。

「エルドラはただの殺戮者です。もっと言えば快楽殺人者の類たぐいでしょう。彼女が許される理由は何一つありません」

「リー君、そんな言い方……」

「何が違うというんですか？　エルドラは、何千、何万もの人を殺して今なお自分は生き永らえているんですよ」

　思わず止めに入った私をも彼は睨む。リーの言葉は何だか切実で、普段冷静な彼にしては珍しく感情的だった。

　彼はエルドラ姉さんの行動についてよく知っているようだった。そもそも、エルドラ姉さんの過去の行動は表には出ていないはずだ。世間的な印象はあまり良くないだろうけれど、『殺戮者』と断言していることが妙に気になる。

　詳しく聞いてみたかったけれど、今のこの状況で尋ねるのは憚られた。余計に彼をヒートアップさせてしまう気がする。

　車内が冷えた空気になる中、ベネットだけは彼の言葉に動じることなく「そう言う人もいるだろうね」と冷静に受け止めていた。

「リーの言う通り、僕も彼女のやり方が正しいとは思わない。だがこの世界からここまで争いを減らせたのはエルドラ以外にいないのも一つの事実なんだ。ただそれは、煮えたぎった鍋に無理やり蓋をするようなやり方といえるのかもしれないね」

　ベネットが少し悲しそうに言うと、リーはムスッとしたまま黙った。緊張感に満ちた車内の空気が、一気に弛し緩かんする。

　エルドラ姉さんは、破壊をもって世界に平穏を与えた存在だったのか。

　彼女は根底には、平和を望む心を持っているのかもしれない。だから魔法協会は、エルドラ姉さんに星の核の制作を依頼したんだろう。

「ラズベリー」

　ベネットは真剣な表情で私に目を向けた。

「力で押さえつけるやり方は、目に見えない場所で多くの絶望を生んでしまう。それでは人を変えることはできない。僕はそうした歴史をたくさん見てきた。だから君は、希望を捨てないでほしい」

　ベネットの言葉に、私は黙って頷いた。

「で、どうするの？　本当ならこのまま迂う回かいしてオルロフへ向かうけど、結局アスラの魔法に関して何もやってないわよね」

　シャオユウの質問に私は答える。

「破滅の樹に行きたい。皆が許してくれるなら、だけど」

　するとリーが怪訝な表情を浮かべた。

「行ってどうするんです？　アスラの魔法は結局見つかったんですか？」

「っていうか、そもそもアスラの魔法で本当にこの土地を救えるの？　古代の魔法が現代で使えるかなんてわかんないじゃない」

「それは……そうだけど。でも一つ、確かめたいことがあるんだ」

「確かめたいこと？」

　私は頷く。

「カウサルさんは破滅の樹がある場所はアスラの教えが始まった場所だって言ってた。そこがもし、アスラが豊穣の大地を生んだ場所だとするなら、行ってみたい」

　私の言葉を聞いて、シャオユウは肩をすくめた。

「ま、別に良いわよ。あんたのわがままなんて、今に始まったことじゃないし」

　するとオズも「ボクも賛成ぇ」と賛同してくれる。

「この中東の旅で、お弟子さんがアスラに導かれてる気がしたんだよねぇ。行ってみようよ。何が待ってるのか、ボクも見てみたい」

　ベネットが視線を向けると、アボサムも頷いた。

「私も構いません。ミス・メグに考えがあるなら、行ってみる価値はあると思います」

「じゃあ後は──」

　皆がジッとリーを見つめる。彼は少し怪訝な顔をした後、やがて諦めたようにため息を吐いた。

「……好きにしてください」

　ベネットは「決まりだね」と笑みを浮かべる。

「破滅の樹の場所へ行こう」




「あぁ……そうだね。すまない。必ず追いつくよ。ごめん」

　ベネットが電話で平謝りしている。怒られているのか何度も頭を下げていた。

「シャオちゃん、ベネットって誰と電話してるの？」

「ジャック先生だって」

「なるほど……」

　あのマフィアみたいな医者には、世界一の賢者ですら頭が上がらないらしい。珍しい光景に、車内の皆が好奇の目を向ける。

　その時、車が停まった。もう着いたのだろうか？

　しかしアボサムの表情はそれを否定していた。

「これ以上は進めません。道が根に塞がれている。近づくなら、ここからは歩きです」

「出ようか」

　車から出てすぐ、アボサムの言葉をすぐに私たちは理解した。

「何これ……」

　遠方からでもわかるほど巨大な樹が前方にそびえ立っている。その枝葉は、砂漠地帯の中で奇妙なほど鮮やかな緑に輝いていた。美しい色で獲物をおびき寄せているような不気味な光景だった。

　車を残して、私たちは樹の根へ進む。

　地表は抉えぐれ、樹の根が波打ち、歩くと足を取られそうになった。

「こんなの、山登りと変わんないじゃない」

　横でシャオユウが息も絶え絶えに呟く。

「ここは地図上で湖があったはずだけど、今はもう見る影もないわね」

　巨大な根の上をひたすら歩き、幹へ向かう。

　いい加減、体力も限界になってきた頃、ようやく私たちは目的の場所へたどり着いた。

　破滅の樹の根元に。

「すご……」

　大の大人が数十人いても囲めないほどの、巨大な樹が存在している。

「ねぇ……もうボク、汗まみれなんだけどぉ……」

「私も、車で待っておけばよかった……」

「皆さんお疲れ様です」

「何でアボサムはそんな元気なんですか……」

　倒れ込む三人をアボサムが涼しい顔で見下ろしている。ベネットは樹を眺めており、シロフクロウとカーバンクルは二匹で楽しそうにはしゃいでいた。私は彼らを横目に、一人で地図を眺める。

　カウサルさんの話では、この辺りにアスラの石碑があるはずだ。

「それでメグ、石碑は見つかったの？」

「いや、それがなんか見当たらなくて……」

　辺りを見渡すも、周囲は根に埋め尽くされていて石碑らしきものは見当たらない。

　試しに足元の分厚い根を叩いてみるも、コンクリートを叩くような硬い感触があるだけだった。

「ここまで来て収穫なし？　勘弁してよ」

　近くの段差に腰掛け、シャオユウがため息を吐く。

　するとリーが、シャオユウの座っている場所を顎で指した。

「それ、何に座ってるんですか？」

「えっ？」

　シャオユウの尻の下にあるのは、よく見ると根に絡みつかれた岩だった。全体的にヒビが入っているが、文字が刻まれているのがわかる。

「それだよ石碑！　シャオちゃん、神聖な石碑を尻に敷くってあんた……」

「アスラ信者が見たら卒倒しそうですね」

「し、仕方ないじゃない！　こっちはあんたに付き合わされてクタクタなんだから！」

　顔を真っ赤にするシャオユウを無視して、私は文字に目を向ける。

「何て書いてあるんだろう。オズ、わかる？」

「うーんとねぇ、『アスラはかつてここに立った』かな」

「じゃあ、ここがかつてアスラが魔法を唱えた場所なんだ」

　私はそっと、石碑に触れてみる。私の予感が正しければ、きっとまた見えるはずだ。

　その予感通り、頭の中に映像が流れてくる。

　枯れ果てた大地に植えられた一本の樹。そのそばに立つ、魔導師アスラの姿が。

　アスラの前には、数十名の人がいる。彼らはアスラの目の前で、静かに祈りを捧げていた。

　アスラは人々の中心で、遠く続く地平線へと目を向ける。

『ここで暮らそう。皆の想いをこの石碑に刻み、私たちの意志を未来に伝えるのだ』

　そして、アスラはその言葉を口にする。

『もう一度始めよう、この場所を。あまねく大地の神々よ、あなた様の力をお貸しください。大地の神の力を、再びこの地へ』

　アスラがその言葉を唱えた時、彼の言葉に呼応するように土地に光が満ちていった。大きな水たまりに波紋が生まれるように、光が円形に広がっていく。

　不意にアスラがこちらに目を向け、目が合った。

　そこで私は、静かに目を開く。

　ふと、自分が歩いてきた道を振り返ってみる。中東の大地が一面に広がっていた。

　私がこの中東に来てから何度も見てきたアスラの姿はきっと、壁画や石碑に込められた記憶であり、そしてアスラが未来に伝えようとした想いだったんだと思う。

　そしてようやくわかった。中東が、何故これほどまでに大きな厄災を被ったのかを。

「ラズベリー、何かわかったのかい？」

　私はベネットに頷く。

「私がアスラの魔法を再現すべきだとしたら、この場所です」

「どうしてわかるんだい？」

「ここは、アスラがかつて豊穣の大地を生んだ場所であり、そして中東に流れるすべての魔力の中心となる場所なんです」

　アスラはその生涯をかけて豊穣の大地を生み出す魔法を練り上げた。

　でもそれだけじゃない。彼はきっと、魔法が最も効果的に働く場所を探していたんだと思う。そしてその場所に、二つの目印を作った。

　一つは、かつてアスラが埋めた一本の樹。もう一つは、私が触れたこの石碑。

　それは世代を超えてこの場所にあり続けた。

　だけど時が経つ中で、飽和した魔力がこの地に集まるようになってしまった。

　その結果、アスラの残した始まりの樹が皮肉にも一番大きな規模での災害となり、大地に死をもたらしてしまったんだ。

　だからアスラは私に救うことを求めた。正確には、この魔法を発動できる『誰か』に救いを望んだんだ。そして私がその想いを受け取れた。

　きっと、私しか発動できない魔法だったから。

　この土地に住む人々の想いを汲くみ取とり、そしてその想いを魔法に昇華できる人だけがこの呪文を発動できる。だとしたら──

「アスラの魔法は、私とベネットで再現できます」
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　陽が傾き始めた。茜あかね色いろの夕ゆう陽ひが差し込む中、私はベネットにあるお願いをした。願いを聞いたベネットは快く頷き、その場に座り込む。

「ラズベリー、良いのかい？　こんなひっつく格好で」

「良いの良いの。世界に名だたる美少女に密着できるなんてそうないですから。役得だよ」

　あぐらをかいたベネットの脚に、私はちょこんとお尻を乗せる。傍はたから見れば祖父に懐く孫の姿にも見えるだろう。

　二匹の使い魔はシャオユウに抱きかかえられ、遠巻きに私を見守っていた。

「自分で美少女だって。お弟子さん、自信家だねぇ」

「人に言われないから自分で言ってんでしょ」

「そこ！　聞こえてるから！」

　オズとシャオユウを睨みつけ、気をとりなおして呼吸を整えた。

　視界には、伸びゆく樹の根と中東の大地が広がる。私たちが進んできた景色がそこにあった。

　ここからは大一番だ。

「それで、ラズベリー。僕はどうしたらいい？」

「ベネットは今からこの樹に流れる魔力を感じ取ってください。私がベネットの心に意識を這わせて、その感覚をキャッチします。破滅の樹の根は魔力の流れに沿ってかなり広範囲に広がっているから、必然的に私は魔力の流れを感じる中で、たくさんの人の想いや感情にも触れられるはず。それを魔法に昇華するんです」

「何、その合体技みたいなの。そんなことが可能なの？」

　目を丸くするシャオユウに、私は「できると思う」と答えた。

「アスラがわざわざ魔力の中心地で魔法を放ったのは、魔法の効果を高めるためだけじゃない。魔力の流れを読む中で、この土地に住む民の心を感じ取るためだったんだと思う。それを私とベネットで再現する」

「やれやれ、ラズベリーは無茶ぶりが多いね」

「でも、できるでしょ？」

　すると、ベネットはにこやかに笑みを浮かべた。彼は絶対にできないとは言わない。

　南亜地方で雨を降らせた時、ベネットは魔法の術式を構築していなかった。彼は恐らく、体内で擬似的に術式を構築して魔法を発動できるんだ。それは電気があれば機械がなくても同じ効果を生み出せるようなぶっ飛んだ能力だけれど、ベネットはそれを可能にしてしまう。

　ベネットが零を一にする。

　そして私がアスラの魔法を使って一を百にする。

　これは言わば、そういう魔法だ。

「南亜でも同じようなことをしていましたね。人の感情を魔法に変えるなんて、聞いたことありませんけど」

「ミス・メグはそんな器用なことができるのですか？」

「鍛えたからね。ちょっと前なら難しかったけど、今ならできると思う」

　南亜地方で培つちかった人の心に触れる感覚は、中東に来てからより洗練されているように思えた。

　人の心だけじゃない。その土地に宿る記憶や思い出すらも、今の私は摑めるんだ。それらを魔法に繫げることができれば、アスラの豊穣を生む魔法はきっと発動する。

「ラピスセレナを作った時、樹を蝕む魔力をすべて使って桜の精霊樹を生み出しました。今回はその応用です。破滅の樹の魔力をすべて大地の栄養素に変えます」

「なるほどね。そうすれば、土を蘇らせると同時に、破滅の樹をただの樹に変えることができるってわけか」

　中東がここまで荒れ果てているのは、土地の魔力が乱れたからだけじゃない。建物の再建や街の修繕を阻はばむ樹の存在が、街そのものを住めない場所にしていた。

　私がやるべきは、破滅の樹の弱体化と、大地の復活。その二つなんだ。

　本当にできるか確証はない。でも、やってみたいと思う。

　私はずっと、この土地に住む人たちの想いと声を、聞いてきたから。

「で、アスラの魔法ってどんなのぉ？　まだ教えてもらってないんだけど」

「アスラの呪文は、言葉だった」

「言葉？　十二節の呪文じゃなくて？」

　キョトンとするオズに、私は笑みを浮かべる。

「スピネルの街の教会で私がアスラの言葉を口にした時、アスラの壁画が急に輝き始めた。ベネットに言われてわかったけど、あれは私がアスラの呪文を口にしたから起こったものだったんだ。それで思ったんだよ。私が見たアスラは、神様に祈りを捧げていたんじゃなくて、呪文を唱えていたんじゃないかって」

　アスラはテティスよりもずっと前の魔導師だ。

　魔法は今でこそ十二節の呪文が主流だけど、もし長い時代の流れを通じて変化した結果なのだとしたら。

「ねぇベネット。始祖の魔法は呪文じゃなくて、祈りの言葉だったんじゃないですか？」

　すると、ベネットは静かに呼吸を止めた後。

「……どうだろうね。でも、祈りの言葉で呪文を唱えた人は確かにいたよ」

　と、何かを懐かしむように目を細めた。

「ラズベリーにはもう、アスラの呪文が何なのかわかっているんだね」

「はい」

「それなら、そろそろ始めようか。でも一つだけ注意してほしい。君が今から触れるのは、きっとこの国の人々の絶望の声になる」

「絶望の声……」

「君もこの中東を旅してわかったと思う。この国には、生きることに絶望するたくさんの人々がいることを。負の感情やネガティブな想いは、ずっと強く心に巣食うんだ」

　中東に来るまで、私が触れてきたのはそのほとんどがキレイな感情だった。大切な思い出とか、誰かを思いやる正の感情を私は魔法に変えてきた。

　でも、人が抱える想いは、暗い部分の方がずっと大きい。不安、怨えん嗟さ、怒り、諦め、死を望む想い。それらがこの中東にはたくさんあった。過酷な環境で生きようとした結果、人は誰かを傷つけ、弱い者から糧かてを奪い、助けられた相手を裏切りもしていた。

　負の感情で魔法を解き放つこともできると思う。

　でもそれはきっと、歪んだ魔法にしかならない。

「私は混沌と渦巻く絶望の想いに触れてもなお魔法を紡がねばならないってことですよね」

「かなりの負担なはずだ。できるかい？」

「わかりません。でも……」

　私は、自分を殺そうとした人と話して理解してもらうことができた。

　カウサルさんのように、歩み寄ってくれた人だっていた。

　人の想いの根底には、いつだって希望が眠っているんだと思う。

「そこに人がいる限り、希望は宿ります。私はそれを、魔法にしたい」

　希望を与える魔女になる。

　それは、人の心の根底に眠る希望を見つけて、呼び覚ますことなんだと思う。

「やらせてください、ベネット。私はそのためにここにいるんです」

「……わかった」

　ベネットが目を瞑り、意識を集中させる。彼の内側に意識を向け、私も目を瞑った。

　風もない。音もしない。ただ、静かな緊張感だけが、そこにある。

　背中に、ベネットの体温を感じた。彼の心臓が、ドクンドクンと脈打っているのを感じる。

　そこに意識を集中させていると、自分の視野が広がるのを感じた。

　手足が何本も生えているように、感覚意識が拡大していく。

『死にたい』『どうせ無駄だ』『諦めろ』『絶対に復讐してやる』『もう嫌だ』『辛い』『苦しい』『何で私がこんな目に』『誰か助けてよ』『殺してやる』『逃げたい』『消えたい』

　聞いたことのない声が聞こえてくる。この中東に住む人たちの絶望の声だ。今、私はベネットを通じてこの樹の魔力を感じ、そして中東に住む人たちの想いを感じている。

　生きることを諦めつつある、たくさんの絶望の声を。

　でもその声に含まれているのは、負の感情だけじゃないはずだ。もっと深く……底まで潜れば、きっと見つけることができる。

　彼らの中に眠る、希望の感情を。

　私は彼らに呼びかけるつもりで、そっと言葉を紡いだ。

「もう一度始めよう　この場所を」

　その時、一瞬だけベネットが背後で息を吞むのがわかった。私は構わず呪文を唱える。

「あまねく大地の神々よ」

　詠唱と共に光が生まれた。私たちの足元から、大きな光が輝き出す。

　破滅の樹が光に満ちていた。

　正確には樹が輝いているんじゃない。樹の中に流れる莫ばく大だいな量の魔力が輝いているんだ。

　巨大な魔力反応が生じていた。

　深く深く、人々の想いの底へ意識を這わせる。死を懇願し、他者に向けられた怒りの声を受けても、私は潜ることをやめない。

「あなた様の力をお貸しください」

　祈るように言葉を紡ぐと、私の言葉を誰かが運んでくれたような気がした。私の魔法が、中東に広がる破滅の樹へと届いている。人々の感情が導線となり、私の魔法を届かせてくれていた。

『生きたい』

　ポツリと、声が聞こえた気がした。

『まだ死にたくない。生きていたい』

　ポツリポツリと、絶望の感情の底に眠る、希望の感情が姿を見せる。

『美味しいご飯が食べたい』『家族に会いたい』『学校に行きたい』『友達と遊びたい』『まだ死にたくない』『生きていたい』『生きて、昔みたいに暮らしたい』

　見つけた。

　中東の人たちが抱く絶望の感情の底に眠る希望を。

　生きていたいという感情。何かをしたいという願い。

　それこそが、中東に残った微かな灯火だった。

　未来を照らそうとする、確かな希望の感情だ。

　私が顔を上げると同時に、破滅の樹の魔力が根を通じて土へと流れ始めた。それと同時に、波紋が生まれるように光が波打ち、やがてこの中東の土地の全域にまで渡っていく。

　不意に、土から光の玉が浮かび上がった。ふわふわと浮かび上がるそれは、かつてアスラが大地の神と呼んだ土の精霊たちだ。

　樹の根の魔力が土に宿り、草木が伸びていく。

　精霊たちと生い茂る草木が、共にこの広大な大地を溢れんばかりの金色の光で輝かせていた。

　私は意識を集中するように目を瞑る。

　ありったけの希望を、この中東に届けるために。

「大地の神の力を　再びこの地へ」

　唱え終わると同時に、そっと目を開いた。

　刹那、目にした光景に私は言葉を失う。

　視界一面に中東の大地が輝きを放ち、嬉しそうに精霊たちが舞っていた。止まっていた風が吹き始め、風が草を撫でると精霊たちがゆっくりと流される。

　樹から拡散された魔力が大地を巡り、失われた湖に再び水が湧き上がっていた。砂に濁った空気はかつての透明度を取り戻し、生命を躍動させている。

　夕陽に照らされた豊穣の大地の風景が、そこにあった。

「すごい……」

　私は思わず立ち上がり、輝きの中に歩を踏み出して景色を眺めた。

　周囲に寄ってきたたくさんの精霊たちに、私はそっと手を伸ばす。

「みんな！　アスラの豊穣の大地が、戻ってきた！」

　私は笑みを浮かべ、みんなの方を振り返る。

　すると、何故だか全員、呆然とした様子で私を見つめていた。

「何、どうしたのさ呆然として」

　すると、突然オズが静かに笑った。

「お弟子さん、今の君、教会に描かれたアスラの壁画とそっくりだよ」

　黄金の草原の中に、一人のひげを生やした男性の姿。手には杖を持ち、どこか遠くを見つめている。男性の周囲には光が満ち、その姿は豊穣の大地の到来を示す。

　魔法に照らされた光の中に立つ私は、遺跡の壁画の姿にピタリと重なっていた。

「そっか……。ジェイドが追い求めた魔法史は、こんなすごい風景を生み出せるんだね……」

　オズは夕陽に照らされた大地を見て、瞳に涙を浮かべる。

　流れ落ちた彼の涙は、風の音と共に静かにビンへと落ちた。
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　魔法光が収まった頃、私たちはようやく車へ歩き出した。空はかなり暗くなっており、間もなく夜が訪れようとしている。地平線の向こうに、太陽の残り香のようなオレンジ色が広がっていた。

「さて、これで中東の旅も終わりかぁ」

「そうだね」

　私の隣を歩くベネットは、どこか嬉しそうな顔をしていた。

「ベネット、どうかしました？」

　私が魔法を使った時、少し様子がおかしかったことを思い出す。

「少し、旧友のことを思い出したんだ」

「旧友って、ベネットと一緒に旅をしてアスラに魔法を教えたっていう人ですか？」

　ベネットは頷く。

「アスラの呪文は、彼女がかつて唱えたものと似ていた」

「えっ？」

「アスラはずっと彼女のことを覚えていてくれてたんだ。そしてその魔法を君が蘇らせた。もう何千年も経つのに、今も彼女の魔法がここにあるのが僕には嬉しかったんだ」

　ベネットはそっと私に笑みを向ける。

「ラズベリー、君はきっとすごい魔女になるよ。世界を変えてしまうほどの魔女に」

「またまたぁ。世界を変えるって大げさな……」

　苦笑する私を、ベネットは優しく見つめている。まさか本気で言っているのだろうか。

　呆然とする私を置いて、ベネットはさっさと先を歩いていってしまう。

「『彼女』か……」

　ベネットがかつて一緒に旅をしたのは女の人だったんだな。

　私がアスラの呪文を唱えた時、ベネットは息を吞んでいた。あれは、かつての友達が紡いだ魔法を耳にして驚いていたのかもしれない。

　どんな人だったんだろう。詳しく話を聞いてみたい。

「何ボーッとしてるの？　お弟子さん」

　いつの間にか背後にいたオズが私の背中をツンと突いた。油断していたので「ふひぃ」と妙な声が漏れる。

「本当にすごい魔法だったねぇ。ボク、感動しちゃった」

「オズがアスラのことについて教えてくれたおかげだよ。だから私はこの魔法にたどり着けたんだ」

　私は顔を上げる。

「私ね、この中東を旅して思ったんだ。過去は今に繫がってるって。オズにとって、ジェイドさんの記憶は辛いものだと思うけど、良い記憶だってたくさんあるでしょ？　オズはジェイドさんと魔法史を学んで、そのおかげで私はアスラの魔法を撃てた。無駄なことなんて、何もないんだよ」

「……そっかぁ。そうかもねぇ」

　オズは手を後ろで組んでそっと中東の景色に目を向けると、「よし、決めた」と小さく呟いた。

「お弟子さん、ボク、このプロジェクトが終わったら、もう一度考古学に向き合ってみるよぉ。魔法史の研究を進めて、古代魔法を復活させる方法を探すんだ」

「でも、遺跡の調査は崩落事故があるって言ってなかったっけ？　危なくない？」

「それでもやってみたいんだぁ。思い出すことができたから」

「思い出したって、何を？」

「ジェイドが『後は頼んだ』って言った時の顔だよ」

　そう言ったオズは、どこか遠くを見つめていた。

「彼は、笑ってたんだ」

　オズの口元には笑みが浮かぶ。

　その笑みは私じゃなくて、過去のジェイドさんに向けられたものに思えた。

「ずっと、ジェイドは最さい期ご、悲痛な表情をしてたと思ってた。でも違った。ジェイドは、ボクを信じて想いを託したから笑ったんだ。そして魔法史の可能性を知った今なら、その想いをちゃんと受け継げる気がする」

「そっか……うん。私もそう思う」

　オズに釣られて空を見上げると、天に月が昇っていた。沈みかけた夕陽と、宵の色彩を孕んだ空のグラデーションに月はよく映える。

　豊穣の大地は復活を遂げ、魔力を使い果たした破滅の樹はただの樹木と化した。間もなく人々は、そのことに気が付くだろう。中東は再興へ向かい始めるはずだ。

　ただ、そのきっかけとなったのが、どこぞの小娘だと誰が思うだろうか。

　想像すると何だかおかしくて、つい笑ってしまう。

　風は黄金色に輝く草原を揺らし、私の目には美しい精霊の姿が映っている。

　ふと、揺れる草木の中に、私たちに手を振る人々の姿が見えた気がした。

　かつてこの土地を愛した人々。

　その中心に、ひげを生やした、杖をつく穏やかそうな男性が立っている。

　私は誰にもバレないように、そっと彼らに手を振った。
















　草原の中を、一台の車が走っている。

　私は虚うつろな目をして、空を眺めながら車に乗っていた。

「ラズベリー、さっきからずいぶん静かだと思ったら、なんだか不機嫌そうだね？」

　助手席から、からかうような表情でベネットが様子を覗ってくる。私はフンと鼻を鳴らした。

「聞いてくださいよベネット。中東で私、何粒嬉し涙を手にしたと思います？」

「さぁ。あれだけたくさんの人を助けたんだ。百はいったんじゃないのかい？」

「一粒ですよ！　一粒！　あんだけ苦労して！　歩き回って！　古代魔法まで撃ったのに！　あたしゃ一粒しか手にしてないんですぜ！」

「だからそんなむくれてたんだね」

「そりゃむくれもしますわいな！」

　中東で私は失われた魔法を復活させ、死んだ大地に豊穣の恵みを与えた。間違いなく、中東の再建に結びついたはずだ。

　しかしながら、現地の人は誰もそんなことを知らない。カウサルさんくらいは知ってくれていると思うけど。逆に言えば、国を巻き込んだのにそれだけなのだ。仕方がないのはわかっているが、私のやったことがまさしくボランティアだったと考えると、少し虚むなしい。

　そんな私を見てベネットはイタズラっぽい笑みを浮かべた。

「じゃあラズベリーは後悔してるのかい？　中東を救ったこと」

「してるはずないでしょう！　でももうちょっと労力に見合った対価があっても良いんでないかなぁとか思っちゃうんですよ。いや確かに下心があってやったわけではないですけど、とは言え一粒なのはあまりにあまりすぎてあまりあるあまりにあまっていく」

「さっきからブツブツうっさいわね……。ちょっとは静かになさいよ」

　隣に座っていたシャオユウが怪訝な顔をした。愚痴も許されんのか私は。

　仕方がないのでベルトに引っかけていた嬉し涙のビンを取り出す。ビンを振ると、サラサラと感情の欠片たちが音を鳴らした。

　するとシャオユウが「キレイね」と横から覗き込んでくる。

「それは何？　透明な砂っぽいけど」

「人の嬉し涙を結晶にしたものだよ」

「人の涙!?　何でそんなの集めてんのよ。ファウスト様の魔法か何かに使うの？」

「ま、そんなとこ」

「人の涙を使う魔法なんて聞いたことないわよ」

「ずいぶん古い魔法みたいだからねぇ」

　ふぅ、とため息を吐く。

「結局、中東で手に入ったのはオズの涙だけだったなぁ」

　するとオズが「えっ」と声を出した。

「お弟子さん、ボクの涙なんていつの間に取ったのぉ？　ちゃんと許可取ってくれないと」

「ごめん。何か勝手に入っちゃったんだよね」

「ま、役立ててくれるなら別にいいけどさぁ」

「それにオズだけじゃないよ。シャオちゃんの涙もちゃんと入ってるから」

　その言葉に、シャオユウは「うん？」と怪訝な顔をした。

「私、嬉し涙なんか流してないけど……」

「流してたじゃん。ゼオライトでアニクのお姉さんを助けた時に」

　すると、徐々に思い出してきたのか、シャオユウの顔が真っ赤になっていく。

「あ、ああああ！　あれは違う！　忘れて！　その涙も捨てて！　今すぐ！」

「やだよー。私の宝物だもんね」

「勝手に人の涙を採取して宝物にするな！」

　私たちが二人でキャッキャウフフしているとリーが呆れ顔で呟いた。

「あなたたち、本当にどこに行っても賑やかですね……」

「二人のやり取りもすっかりお馴染みだねぇ」

　後部座席のオズはクスクス笑うと、私のビンをジッと見つめた。

「でもお弟子さんがどうして嬉し涙なんて集めてるのか、ボクも気になるなぁ」

「……まぁ、やむにやまれぬ事情ってやつだよ」

「ふぅん？」

　不思議そうなオズの視線から逃れるように、私は外に目を向けた。

　もう旅も終盤だ。旅が終われば、彼らとは離れ離れになる。私の余命の話はこの人たちには言いたくない。余計な心配をかけて、この出会いを悲しいものにしたくないんだ。

　ラピスを出る時、お師匠様は私の運命が変わって助かる可能性が生まれたと言っていた。元々命の種を作れる可能性は限りなく低いと言われていたから、ある程度見込みができたという認識で間違いないと思う。それは裏を返せば、私が歩むであろう未来の道筋に変化が訪れたとしても、結末が同じになることだってあるということだ。

　今は、量的に七百粒以上。

　余命はあと約二ヶ月。

　中東でもっと手に入ると思っていたから、助かるかどうか微妙なところになってきた。少なくとも、南亜で得た涙のペースではダメだ。もっと大量に涙を手に入れられる機会がなければ間に合わない。

「ベネット、景色が変わってきましたよ」

「あぁ、わかってる。もうすぐだね」

　アボサムとベネットの会話が耳に入ってきて、私は外に目を向ける。

　晴れていた空は曇り、生い茂る草原が私の視界に広がっていた。

　ただ、その草に先程までにない違和感を抱く。草がキラキラと輝いていた。

「なんだろあれ……」

「魔力鉱石だよ」

　ベネットが答えた。

「草に魔力鉱石が付着しているんだ。ここはかつて魔力に汚染された区域だからね。気化した高濃度の魔力が草に付着して、結晶になってるんだよ」

「へぇえ、そんなことが」

　普通では考えられない現象だ。

　物珍しい光景に目を惹ひかれていると、前方に大きな街が見えてきた。

「見えたよラズベリー。あれが、僕たちの追い求めた場所だ」

　自分のルーツを知りたい。そう思ってラピスを飛び出した。

　故郷を見てみたい。ただその一心でここまで来た。

　やっとたどり着いたのは、美しい草原が生い茂る、忘れられた国。

「あれが……オルロフ」

　それは、私の生まれ故郷だった。
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　日が傾く頃に私たちはオルロフの首都へと入った。

　レンガ造りの建物が崩れ落ち、地面は抉えぐれ、崩壊した街の光景が目に映る。

　たくさんの人が暮らしたであろう場所にはもう、かつての面影はなかった。

　瓦礫にまとわりつくように、紫に輝く魔力鉱石の結晶が生まれている。

「酷い有様ね……中東よりヤバいじゃない」

　街の惨状にシャオユウが呟く。

　私は以前見た夢のことを考えていた。エルドラ姉さんがオルロフを滅ぼす夢だ。

　かつてこの国では、たくさんの人々が暮らしていた。だがある日、突然現れた災厄の魔女エルドラにより平穏は崩れ去る。エルドラの魔法が広範囲による爆発の連鎖を起こし、気化した魔力が街中の人々を吞み込んだのだ。

　街中で怪しく輝く魔力鉱石は、その時の魔力が年月をかけて生み出した物だろう。気化した魔力が建物の瓦礫や地面に付着し、魔力鉱石の結晶となっている。

　美しく輝く魔力鉱石に包まれた、破壊された国オルロフ。

　異様な光景だと思った。

「この街の北側には駅があるはずだよ。ジャックとはそこで合流することになってる」

　ベネットの言葉に先導され、車で街を駆ける。しばらくすると、駅前のロータリーへ出た。他のチームの車が停まっている。

「着いたよ、外に出よう」

　ベネットに促され車から足を一歩踏み出すと、何かを踏む感触と共にパリンと音がした。

　驚いて足元を見つめると薄氷のような膜が足元にあった。私が踏んだことで割れたのだ。

「魔力鉱石だよ」

「魔力鉱石？　これも？」

　魔力鉱石がこんなに薄くなるなんて思わなかった。形状は一定ではないらしい。

「よぉ、ずいぶん遅かったな」

　ジャックが私たちを出迎えてくれる。ベネットは「遅くなってすまない」と頭を下げた。

「別に構わねぇよ。どうせまたメグ・ラズベリーが何かやりてぇって言ったんだろ」

「人をトラブルメーカーみたいに言うとは心外な」

「大して違わねぇだろ」

　私がむくれていると、「んで、何やってきたんだ？」と質問が飛んできた。

「ちょっと中東を救ってきた」

「あぁ？」

　怪訝な表情を浮かべるジャックは気にせず、私は作業をしている皆へと目を向けた。

「みんなさっきから何やってんの？」

「ベースキャンプを作ってんだ。オルロフの調査期間は全部で一週間。比較的汚染されていないこの広場に結界を張り、ここを中心に国土の主要箇所を調べていく」

　耳を疑った。

「たった一週間？　南亜も中東も一ヶ月半は滞在したじゃん。一週間で国を全部調べるなんて無理でしょ」

「ここは元々汚染地域で入ることすら許されなかった場所だ。長期滞在すれば何らかの影響が体に出るリスクが高まる。全員の安全を考えてのことだ」

　すると、そばにいたベネットが「妥当だね」と頷いた。

「ラズベリーも感じているだろう？　この土地の異様な魔力を」

「それは、まぁ……」

　魔力の濃度が高いのは肌で感じる。ずっといると体に影響が出るというのもあながち間違いではないだろう。人の体にも魔力は流れる。その流れに乱れが生まれれば、精神的な錯乱を起こしたり、肉体に変化が出る可能性もあるのだ。安全を考えて、とジャックが言うのも無理はないか。

　キャンプを作っているこのロータリーはオルロフの首都の中心部に当たるらしい。線路を伝って主要都市を巡る算段なのだろう。道がどう変わっているかわからないから、線路を伝えば地理も把握しやすい。

「このロータリーはまだ被害が少ないね」

　私が言うと「いい場所を見つけたね」とベネットは笑みを浮かべた。

「ここなら建物の倒壊を心配する必要はないし、安心して過ごせる」

「魔力鉱石は多少あるから、周辺の鉱石はベネットに一掃してもらった方が良いな。体に触れると厄介だ」

「後でやっておくよ」

　そこでふと疑問を抱く。

「魔力鉱石に触れると汚染されちゃうんだっけ？」

「あぁ。超高濃度の魔力の塊だからな。長時間触れると魔力汚染のリスクがある」

「劇物じゃん。そんなものが大量にあるのに防護服もないの？」

「魔力用の防護服はそれなりに重量があるからな。広範囲の探索には向かねぇ。その点はベネットの結界を使う予定だ。防護服レベルのリスク軽減が期待できる。それに大気の安全は確認されているから、そう怯えることもねぇよ」

「ほえー、さすがベネット」

　もはや何でもできる便利屋みたいになってるが、一応世界一の魔導師だよね、この人。

「それでジャック、今後の計画はどうする予定だい？」

「今日明日はこの都市を調べる。その後はチームに分かれて各区域を調べるイメージだな。オルロフは端から端まで車で五時間程度の小さい国だ。ある程度なら巡れるだろう」

「なるほどね。調査範囲はどう分ける？」

「主に調べたいのは東の軍需工業地域と、生存者がいる可能性のある北だ。東は俺、北はテレスのチームに向かってもらう。ベネットたちには人口が集中した南を任せる」

「北側の被害が比較的マシなのは東が破壊の中心部だからかい？」

「あぁ。話では、東側の工業地域の爆破が南に連鎖したと言われている。そして魔力のガスが拡散して北部と西部を覆ったって感じだな。結果として、経済的にも、人的にも、大きな被害が出たわけだ」

　ベネットとジャックの話を聞き流しながら、私は街を観察した。

　オルロフの街並みは北欧諸国と少し似ている。レンガやコンクリート造りの建物が中心で、高いビルは多くない。オフィス街のような機械的な街並みをイメージしていたから、少し意外だった。

　この中のどこかに私の家があるのだ。私はそれを見つけたいと思っている。

　でも、どうやって見つければ良いんだろう。

　一週間の調査で、この国の中に存在するたった一軒の民家を。

「心配することないさ、ラズベリー」

　私の表情を読んだのか、ベネットが安心させるように笑みを浮かべた。

「オルロフはそこまで大きな国じゃない。君の生まれた場所も、きっと見つかる」

「この国は小国なのに、戦争に何度も加担してきたんですよね」

　ベネットは頷いた。

「オルロフは鉄鋼業が盛んな国だった。魔力の影響で資源にも恵まれていたからね。世界に存在する不発弾の半数は、オルロフによって製造されたものだという話もあるくらいだ」

　エルドラ姉さんは、戦争に対して深い憎ぞう悪おを抱いているみたいだった。家族を殺された復讐だと言っていたのをよく覚えている。だから彼女は戦争をいくつも止めてきた。

　エルドラ姉さんもまた、戦争で故郷を焼かれたのかもしれない。戦争で家族を殺されて、お師匠様の弟子になって、そして力をつけて復讐をした。容易に想像できる。

　でも、そんな恨みを持っている人を、お師匠様が弟子として受け入れるだろうか。

　自分の教えを復讐に使うなんて、お師匠様は決して良しとしないはずだ。その点が、何だか腑ふに落ちない。

　車から出たリーが真剣な様子で街を眺めていた。そう言えば彼も、オルロフが目的でこのプロジェクトに参加したんだっけ。

　リーの呼吸は少し荒く、冷や汗をかいて緊張しているように見えた。

「リー君、大丈夫？　顔色が悪いけど」

　私が声をかけると、彼はハッとした後、雑念を振り払うかのように首を振った。

「何でもありません。作業を進めましょう」

　彼はそう言うと、スタスタと歩いていってしまう。

　滅んだオルロフの街、リーの様子、一週間のタイムリミット。

　いろんな事情が交錯する中、私たちのオルロフ探索は始まろうとしていた。





◯






「おはようラズベリー、よく眠れたかい？」

「無理でしょ……」

「みたいだね」

　オルロフ調査の二日目。

　私が眠ねむ気け眼まなこをこすりながら大きなあくびをすると、釣られてカーバンクルとシロフクロウもあくびした。そんな私たちの様子に、ベネットは苦笑する。

「おはようございます」

「おはよう、リー」

　いつの間にかリーが横にいて、ベネットに頭を下げていた。彼は相変わらずのポーカーフェイスで、いつもと変わりなく見える。

　昨日の先行調査ではあまり変わったものは見つけられなかった。だいぶ陽が傾いていたこともあり、広範囲の調査ができなかったのが大きい。本格的な調査は今日からだ。ベースキャンプのあるこのオルロフの首都を中心に探索し、明日からチームごとに手分けして調査を進めていく。

　街に入った私たちは安全なルートを確保しつつ、魔力鉱石の採集や、土地の状態などを記録していった。崩れた建物と、怪しく輝く魔力鉱石の塊が、ひたすら街には溢れている。

「もし野生動物や生存者を見つけても、すぐに近づかないようにね」

「どうしてですか？」

　私がベネットに尋ねると、シャオユウが「馬鹿ね」と肩をすくめた。

「魔力汚染でまともじゃないかもしれないからでしょ」

「あ、そうか」

　外から来た私たちですら一週間しか滞在できないと言われた場所だ。人や動物が正常でいられる可能性は限りなく低いんだ。

　街を歩いているだけなのに、酷く緊張感があった。使い魔のシロフクロウとカーバンクルも、ずっとソワソワしている。街の異様な空気が落ち着かないのだろう。私も、肌がざわつくような寒気を感じていた。

　そう、まるで──

「まるで心霊スポットね、ここ……」

　シャオユウが私の心の声を読んだかのように代弁する。

「シャオちゃん怖いの？」

「ん、んなわけないじゃん。魔導師がオバケ怖がってどどどうすんのよよよ」

「落ち着いて」

　どうやら怖いらしい。

　魔導師と霊能力者は別物だが、召喚術などで霊的な存在に近いものと相対することもある。魔力の高い魔導師が霊的な存在を認識した話は珍しくないし、魔導師ならある程度怪異に対する耐性があってもおかしくはないはずなのだが。

　すると後ろにいたオズがクスクスと笑った。

「オズは平気そうだね？」

「まぁ、ボクはオバケとかは信じてないからねぇ」

　げんなりした顔でシャオユウが「うわ、信じてなさそー」と睨みつける。

「あんたみたいな奴が、冒ぼう瀆とく的てきなことをして死者を怒らせるのよ……」

「ボク、死んでる人より生きてる人間の方が怖いと思うなぁ」

「死者の方が怖いに決まってるでしょ！　だってあいつら触れないのよ!?　無敵よ無敵！」

　横で言い合いを始めた二人を微笑ましく眺めていると、真剣な表情で街の様子をカメラで撮影するリーの姿が目に入った。

　ジッと見つめすぎたのか、目が合ってしまう。

「……何か用ですか」

「あ、いや。何かいつにも増して真剣だなぁって……」

「僕はいつも真剣です。遊びで来てるわけじゃないので」

「そうだよね、ごめん」

　彼はかなりの常識人で、無駄な会話をしないタイプだ。話す言葉は端的だし、キツイ印象を受ける。一緒に旅をしてきて少しは馴染んできたけど、未だに心を閉ざされている気がして、距離を感じる部分があった。それがどうにも気まずい。

　その時。

「……おーい」

「……おーい……こっちだ」

　どこからか私を呼ぶ声が聞こえた気がした。辺りを見渡すも、特に何か変わったものはない。

「リー君。今、何か声しなかった？」

「声？　しませんが」

　するとシャオユウが「ちょっと、やめてよ」と体を震わせる。

「怖がってる人をビビらせるのは良くないわよ」

「そういうわけじゃないんだけど。シャオちゃんやっぱビビってんだね」

「ビビビ、ビビってなんかないわよ。ビビ、ビビビビビビってなんかかか!!」

「落ち着いて」

　おかしいな。確かに人の声がしたはずなのに。

　奇妙に思っていると、不意に頭上のシロフクロウが「ホウ」と鳴き声を上げた。

「どったの？　何かあった？」

「ホゥホゥ」

　シロフクロウが指し示す方に、何げなく視線を寄せる。

　瓦礫の中に、隠れるように大きな魔力鉱石があった。

　それは、人の形をしていた。

「なんじゃこりゃ……」

「ラズベリー、何かあったのかい？」

「これ……」

　私のそばにあるものを見て、ベネットの表情があからさまに曇る。

　人の姿をした魔力鉱石の像。ただの像じゃない。髪の毛の一本一本さえも、精密に再現している。歴史的な美術品でも、ここまで精密に人間を再現しているものはないかもしれない。そう思わせるほどのリアリティだ。

　私たちの様子に他のメンバーも気が付いたのか、像を見て「おぉっ!?」とか「うわっ！」とか小さく声を上げている。シャオユウに至っては「きゃああああ！」と大仰に叫び声を上げていた。その声にビビるわい。

「作り物にしては精密すぎますよね」

「これはたぶん、元々は人間だったものだ」

「人……？」

　驚きと恐れで一歩後ずさる。ベネットは、まるで予期していたように落ち着き払っていた。

「変だと思っていたんだ。ここに来てから、あるべきものがなかったから」

「あるべきものって？」

「遺体だよ。人間のね」

　遺体という言葉に、その場の全員が息を吞む。

　考えてみれば、私たちが来ているのは被災地なのだ。それも、被災以来誰も足を踏み入れていない場所。野生動物の生存すら許さないこの場所は、本来そこら中に遺体が転がっていてもおかしくないはずだ。

「ラズベリー、君も今まで魔力に汚染された人々を見てきたならわかると思う。高濃度の魔力で汚染されたのであれば、人々が死を遂げていてもおかしくないと」

「確かに……」

「オルロフは超高濃度の魔力で汚染されていた。にもかかわらず、ここには人の遺体がない。その理由をずっと僕は考えていたんだ」

　調査を開始した時から、ベネットは妙に浮かない表情をしていた。彼はずっと、遺体がないことを不思議に思っていたのだろう。

「肉体の許容量を遥かに凌りょう駕がする超高濃度の魔力に汚染された時、人の体は結晶化する。それが、オルロフを襲った災害だったんだ」

　ゴクリと、自分の唾を飲む音がした。

「じゃあ、街まち中じゅうにこんな像があるってことですか？」

「だろうね。ほら、あそこにも」

　ベネットが指差した方向に、今度は地面に倒れた女性の像があった。瓦礫に潰されたらしく、下半身が粉々に砕け散っている。それが元々人間だったと考えると、酷く気分が悪い。

　シャオユウが「うっ」と口元を押さえ、物陰で嘔おう吐とした。アボサムとオズが彼女を支える。

「彼女はこれ以上無理そうだな……。アボサム、オズ、すまないがシャオユウをベースキャンプに連れていってあげてくれないか」

「わかりました」

「シャオユウ立てるぅ？」

「うぇぇぇ、もうぢょっと待っで……うげっ、気持ぢ悪い……」

　見かねて私はそっとカーバンクルに手をやる。言葉にせずとも、カーバンクルは私の手先から地面にジャンプし、シャオユウの元に駆けていった。

　ペロペロとカーバンクルがシャオユウの頰を舐めると、少しだけ彼女の表情が和らぐ。

「シャオちゃん、ちょっとだけその子預けとくね。そばに置いといてあげてよ」

「うん……ありがと」

　その様子を見て、ベネットは何だか優しい表情を浮かべていた。

「ラズベリーは進めそうだね？」

「もちろん。ここまで来たんですから、何があっても行きまっせ」

「頼もしいね。リーは……」

　リーに目を向けると、彼は酷く青い顔をしていた。ここは少し寒いくらいなのに、額に汗もかいている。

「リー君、大丈夫？」

　私が声をかけると、彼はハッとして私の顔を見た。目が泳いでいる。明らかに動揺していた。

「だ、大丈夫です」

　それは、今まであまり感情の機微を出さなかった彼が初めて見せた、人間らしい反応だった。

　アボサムたちと別れ、三人でオルロフの都市を進んでいく。奥に進めば進むほど、人間の像の数は露骨に増えた。必死な顔で逃げ惑う人の姿もあれば、諦めて座り込んでいる人、助かろうと物陰で膝を抱える人の姿もある。屋内では、アパートの一室で寄り添うように結晶化する夫婦の姿もあった。

　当時の状況をそのまま切り取ったかのように、街中に結晶化された人々が存在している。

「助けて……」

　歩いているとどこからか声が聞こえた気がした。私はハッとして、周囲を見渡す。

「まただ……。声がしませんでした？」

「声？」

　その場にいる全員で耳を澄ませる。街は死んだような静寂に満ちており、私たち以外の生物の気配はおろか、物音すらしない。

「誰もいないみたいだよ」

「あれぇ？　おっかしいなぁ……」

　そこで、目の前の女性の像に目が向いた。逃げている途中で力尽きたのか、壁にもたれかかった状態で結晶化している。

「さっきの声、ひょっとしてここから……？」

　ジッと、魔力鉱石となった女性を見つめる。何だか吸い込まれそうになる感覚を覚えた。目が合っているような気がするのだ。

「ねぇ、ベネット。この人たちが、生きている可能性って……」

「わからない。その辺の判断はジャックにも意見を聞きたいところだね。だけど、体が魔力鉱石になっているなら生きている可能性は極めて低いと思うよ」

「ですよね……」

　私が目にしているこの人は、もうこの世の人ではないはずだ。

　じゃあ、私が耳にした声は何なのだろう。心の中にモヤモヤだけが残りつづける。

　やがて小さな建物が並ぶ区画へと出た。道路に面して、すでに割れてしまった大きなショーウィンドウが立ち並ぶ。中にはアクセサリーなどの貴金属や、ボロボロになったマネキンが置かれていた。ここに並んでいるのはアクセサリーショップや雑貨店であるようだ。

「何か装飾品が多いな……」

「オルロフは貴金属の加工が盛んな国ですから。職人も多くて、工房も結構あります」

　私が店内をまじまじと見つめていると、隣でリーが解説してくれた。

「リー君、ずいぶん詳しいね」

「オルロフのことは結構勉強しましたから」

「へぇ……」

　私もオルロフの情報は調べたつもりだ。

　オルロフの文化や街並みに、歴史。だが、思ったほどしっかりまとまった資料が見つけられず、正直ざっくりとした知識しか身につけられていない。

　一体彼は、どうやってこの国のことを調べたんだろう。

「それって大学で学んだの？」

「まぁ、そんなところです」

「なるほど」

　大学では大きな図書館やたくさんの資料もあると聞く。それなら、オルロフについて知ることも難しくなさそうだ。

　もしオルロフが破壊されていなければ、私も普通の学生だったのだろうか。学校で友達を作り、放課後には街を友達と歩いて、当たり前でつまらなく、そしていつか特別になる日常を過ごしていたのかもしれない。

　そうした可能性は、魔女エルドラに崩された。彼女を恨んでいるのかは、自分でもよくわからない。少なくとも、自分の中にそんな負の感情は感じない。

　それはきっと私が魔女でなければ出会えなかった人がたくさんいたからだ。少なくとも私は、自分の人生に感謝している。

　やがて工房のような建物が増えてきた。金属加工用の機器が置かれており、作業場のような大きな台も設けられている。かつてここで職人たちが装飾品を作っていたのかもしれない。

「ラズベリー。リーの姿が見えないけど、どこに行ったか知らないかい？」

「あれ？　さっきまでいたのに……」

　建物を覗いて回ると、小さな工房で机を見つめるリーの姿があった。

「あ、いた！　ベネット、リー君ここにいた！」

　私は叫びながら、建物の中に入る。

「もう、何やってんの。こういう場所では単独行動しちゃダメだって……」

　そこで彼の顔を見て言葉を失った。

　工房の一角にある小さな作業机。その机を見つめて彼は静かに涙を流していたから。

「あの、どうかしたの……？」

　私が肩に触れると、彼は初めて私の存在に気付いたようにハッと顔を上げ、ゴシゴシと服の袖で涙を拭った。

「何でもありません」

「うぇっ!?　でも今泣いてたよね？」

「泣いてません。あくびが出ただけです」

　彼はそう言うと、さっさと去ってしまう。

「どうしたんだろ……」

　私は彼の見ていた作業机にそっと手を触れてみた。ボロボロに朽ち、細かな傷がたくさんついた机だ。傷の一つ一つに、職人の記憶が焼き付いているような気がする。

　すると、目の前に人の気配がした。

　顔を上げると、知らないメガネをかけたおじさんが目の前に立っていた。

「えっと、えっ？　あれ？」

　意味がわからず思わず声が出る。そんな私を意にも介さず、彼は作業台を挟んだ対面で金属に加工を施していた。ネックレスを作っているらしい。

　辺りを見渡す。私がいるのは確かに先程の工房だった。

　だが風景が全然違う。耳に街の喧騒が飛び込んでくるのだ。

　荒廃したオルロフの景色が、打って変わって明るいものに変わっていた。建物は美しさを取り戻し、災害などなかったかのように人々が賑わっている。まるで、かつてのオルロフのように。

　何だこれは。私は、夢でも見てるのか？

　わけがわからず頰をつねると確かに痛かった。夢じゃない。

「あのー、すいません、ちょっと聞きたいんですけど……」

　声をかけるも、返事はない。おじさんは私の存在に気付いていないように、目の前の作業に没頭していた。

『やぁチェン。例の指輪、もうできてるかい』

　入り口から白髪の老人が入ってくる。チェンと呼ばれた目の前のおじさんは作業の手を止め、立ち上がった。

『そこに飾ってあるよ』

　彼は手袋をはめて飾られた指輪を手に載せる。指輪を見た老人は、「ほぅ」と感心したように声を上げた。

『見事なもんだ。すまないな、急ぎの仕事で』

『構わないよ。大事な妻のためだろう』

『明日の記念日のプレゼントがどうにも思いつかなくてな。この指輪なら喜んでくれる。お前さんがいてくれて助かったよ。街の暮らしにはもう慣れたかい？』

『それなりだね。あんたみたいに良くしてくれる人がいるから助かってる』

『俺は腕が良い職人は見逃さないのさ。お代、ここに置いとくよ』

『良い一日を』

　それは、何事もないかのような日常の一コマだった。ささやかな街の風景を、私は黙って見つめる。

　すると、ポンと背後から肩を叩かれた。

「大丈夫かい？　ラズベリー」

　ベネットだ。心配そうにこちらを見ている。見ると、先程までの平穏な街の風景は消えていた。災厄に遭い、滅びたオルロフに戻ってしまっている。

「どうしたんだい、夢でも見たような顔をして」

「今、ここでおじさんがお客さんと話してたんですけど」

「幻でも見たのかい？」

「どうなんだろう……。魔力鉱石って、幻覚作用とかないですよね？」

「ない、とは言い切れないね。ただ……」

　ベネットはそう言って、何かを考えるように顎に手を当てた。

「君が見たのは、記憶なのかもしれない」

「記憶？」

「街で人の声を聞いたって言っていたから気になっていたんだ。この街に今のところ、生存者はいない。そして、声を聞いたのはラズベリーだけだ。だから、ある可能性が思い浮かんだ」

「人の想い──感情を私が感じ取った？」

　私が呟くと、彼は静かに頷いた。

「オルロフは、平穏に生きた人たちの日常が突如として崩れ、わずか数日で滅んだ。だからここには、たくさんの人たちの想いや記憶が残されたままなのかもしれない」

「その想いや記憶に、私が気付いたってことですか？」

「この旅で、君はたくさんの人の感情に触れてきた。中東ではアスラの記憶も見ている。今のラズベリーなら、可能性はあるんじゃないかな」

　私が記憶の世界に迷い込んだのは、この作業台に触れた時だった。幻影を目で見たというよりは、自分が過去の世界に潜り込んだかのような、独特な没入感があったのを覚えている。

　もし、この作業台に職人の記憶が宿っていたのだとしたら。私が入り込んだのは、チェンという職人の記憶だったのかもしれない。

　チェンの顔立ちは、どこかリーに似ていた。




「そろそろ戻ろうか。日が暮れてしまう」

　ベネットの言葉をきっかけに、今日の探索は終わりを迎えた。

　陽は傾き、街は茜色に染まっている。それまで当たり前に見ていた街並みが、急にこの世のものではないものに思えた。異界に迷い込んだかのような、幻想的な感覚を抱く。

「こうして見ると、キレイな街ですね」

　私が言うと「そうだね」とベネットは頷いた。

「オルロフは兵器の製造国だったけれど、この国自体は治安も良くて、人々の暮らしも豊かだったみたいだ。街も文明も発展してるのがわかる」

「……ねぇ、ベネット。私、少し不思議なことがあるんです」

「何だい？」

「どうしてエルドラ姉さんは、星の核の制作に参加したんでしょう」

「どういうことだい？」

「エルドラ姉さんは戦争を止めるためにオルロフを破壊し、結果としてたくさんの罪のない人を殺してしまった。だから、星の核で星を再生させて、人を助けようとすることがどうしても矛盾して思えるんです。おかしいなって」

「確かにそうだね……」

　ベネットはしばらく黙ると、そっと呟いた。

「恐らくエルドラは、贖罪をしたがっているんだ」

「贖罪？」

「彼女はたくさんの人の命を奪った。だけど、元はとても人思いの優しい人なんだよ。だから彼女は命の種を生み出すことができた」

「それは……そうかもしれませんね」

　どれだけ魔法の技術があったとしても、殺戮や復讐を目的とした人が命の種を生み出すのは難しい。それは、この私自身が身をもって体感していることだった。

「彼女はきっと、たくさんの人を殺してしまったことを後悔している。だから星の核を使って罪を償おうとしてるんだ。償えるとは思っていないだろうけどね。そしてファウストは、その想いを受け取った」

「お師匠様が？」

「ファウストは理ことわりを受け入れる魔女だ。あるがままの姿を望む。少なくとも、魔法協会の理念に同調したのではないと思う」

「エルドラ姉さんのために、お師匠様は星の核制作に協力した……」

　何となく辻褄が合う気がした。

　戦争を憎んだエルドラ姉さんは、自分自身が戦争の抑止力となるために災厄の魔女となることを受け入れた。だけど、人を殺したことをずっと後悔していた。だから、星の核を生み出し、何年かかっても星の再生に生涯を費やすことを選んだ。

　もしベネットの推測がすべて当たっているのだとしたら、そんなのまるで。

「死にたがってるみたいじゃん……」

　思わず声が漏れる。

「ねぇ、ベネット」

「何だい？」

「お師匠様とエルドラ姉さんって──」

　そこまで言って、私は口を閉ざした。

　エルドラ姉さんとお師匠様の詳細な過去を、ベネットなら知っているはずだ。

　でも、それは旅の終わりに、お師匠様が教えてくれるはずだから。

　ここで聞くべきじゃないと、何となくそう思った。
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　ベースキャンプに戻り、ジャックたちから簡単な検査を受けた後、ようやく一息ついた。

「ミス・メグ、お疲れさまです」

　ベースキャンプの中心。焚たき火びのすぐそばに座っていたアボサムが私を労ねぎらってくれる。

「アボサム、今日はありがとう。シャオちゃんは？」

「休んでいます。酷くショックを受けたのでしょう。衰弱しているようでした。ミスター・ジャックからは、オルロフでの探索は控えた方が良いと。ただ責任感の強い方ですから。せめて後方支援させてほしいとのことで、体調が回復次第ベースキャンプで連絡役や調査情報の整理などを行ってもらうことになりました」

「そっか、無理しないと良いけど……。シャオちゃん、ああ見えて結構繊細だもんね」

　普段は気丈に振る舞っている彼女だが、本当は誰よりも優しく、思いやりが深い。私が危機に陥った時には涙を流したし、故郷を想って感情的にもなっていた。

　だから、オルロフでの凄惨な光景は、彼女の心を押しつぶしたのだと思う。

「明日の調査には、オズとアボサムも参加できるの？」

「そのつもりです。ミス・シャオユウのことは、医療メンバーの方で診てくださるそうなので」

「そっか、よかった……」

　安心したら気が緩んだのか、一気に体が重くなった。そんな私の姿を、アボサムは見逃さない。

「疲れましたか？」

「ちょっとだけね」

　一日中歩いて、瓦礫をどかして、建物もくまなく探索したのだ。無理もないのかもしれない。

「明日はもっと疲れそうだなぁ」

「ベネットは、明日どうすると？」

「南の区域を探索するって言ってたよ。元々人口密度が一番高い場所で、被害が一番大きなところだったみたい。当時の詳しい状況がわかるかも」

「そうですか。なら、明日の調査は責任重大ですね」

「そゆこと」

　ふと、近くでコーヒーを飲むリーが視界に入る。

　彼は私と目が合うと、バツが悪そうに顔を逸らした。

「リー君、そんなところに立ってないで一緒に話そうよ」

「いえ……僕は大丈夫です」

　リーは目を伏せる。

「迷惑かけてすいませんでした。明日から、ちゃんとします」

「何か事情があったんでしょ？」

　尋ねるも、話したくなかったのか、彼は軽く会え釈しゃくをしてさっさと去ってしまった。その背中を私たちは静かに見送る。

「ミス・メグ。どうかしたんですか？」

「何か今日、リー君の様子が変だったなって。一日中焦あせってるみたいで……」

「彼なりに思うところがあるのでしょう。ミスター・リーはオルロフの調査を切望していました。何か大切な使命を抱えているのかもしれません」

「使命かぁ」

「あなたも同じなのではないですか？　ミス・メグ」

　ギクリとする。

「どうして……？」

「あなたが何故このプロジェクトに参加したのだろうと、ずっと疑問に思っていました。しかし、数ヶ月行動を共にしていれば嫌でも気が付きます。ミス・メグはオルロフに縁ゆかりのある人だと」

「そっかぁ。そだよね」

「このプロジェクトにはそれぞれが事情や目標を抱えて参加しています。ミス・メグがオルロフを目指したように、ミスター・リーもこの国に特別な想いを抱えているのでしょう」

「想いか……。アボサムも、何か使命や想いを抱えているの？」

「私は故郷のためにこのプロジェクトに参加しました。私の故郷の西阿地方では、たくさんの人が野生動物や、大自然の中で暮らしています。美しい場所ですが、迂闊に野生動物の縄張りに足を踏み入れれば命を落とすこともある。そんな場所です」

「過酷な場所なんだね」

「近年、その過酷さは更に脅威を増しています」

「もしかして、魔力汚染が原因？」

「ええ。私の故郷では、野生の動物が魔力に汚染され魔物化する深刻な被害が広がっています。魔力に汚染された食べ物を口にしたり、地中で生成された魔力鉱石が何らかの形で体内に入ったためといわれています」

「そんなことが……」

「その他にもバッタによる農作物への被害も深刻化しています。魔力による生態系の乱れが、その被害を加速させている原因でもあるのです」

「じゃあアボサムは、その被害を食い止めたくて……？」

　彼は頷いた。

「このプロジェクトは、魔法と医療を提供するだけではありません。魔力汚染や、魔力鉱石の被害や影響を調べることも理念としています。何より、魔法協会が中心となって行うものです。魔力汚染に関わるなら、貴重な経験になると感じました」

「そっか、そうなんだ……」

　皆それぞれ、事情を抱えてここにいるんだな。胸に志を抱き、使命を抱えてここにいる。このプロジェクトを通じて、得たいものがあるんだ。

　私は、自分のルーツを知りたい一心でここまで来た。

　けれど、やっとの想いでたどり着いた故郷は壊滅し、人々は魔力鉱石となり死に絶えていた。

　そんな土地で、私が得たいものって何なんだろう。

　答えなんて見つけられるのだろうか。漠然とした不安が脳裏に浮かぶ。

「私の故郷は良い場所です。いつかあなたにも来てほしい。あなたならきっと楽しめるし、みんなも喜びます」

「うん。絶対行くよ。約束ね」

　でも、何も得られていないわけじゃない。

　仲間との出会いが、この旅に身を投じた意味を私に感じさせてくれた。
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　次の日、私たちのチームは指定されていた南区域の調査をすることになった。早朝にベースキャンプを出て目的地へと向かう。

「みんな、この辺りはかなり大きな爆発があった場所だ。地盤が脆い可能性がある。足元には十分注意してほしい」

　ベネットの言葉に全員が頷いた。

　昨日調査した首都よりも酷い破壊状況だ。魔力鉱石と化した人の数も段違いに多い。

「これは……酷いですね」

　アボサムが街の光景を見て絶句した。それもそのはずだ。鉱石となった人々の像が無数に存在しているのだから。苦く悶もんと恐怖の表情を浮かべた像が、そこら中にあった。

　街の至る場所で大きな穴が空いている。地中から爆破して地面が抉れたようだ。

「まるで地獄だねぇ」

　オズがのんきな声を出しながら、一眼レフカメラで写真を撮っている。

　そんな彼を眺めていると、不意に妙な感覚がした。

「……助けて」

「……嫌だ」

「……死にたくない」

　まただ。また声が聞こえる。微かな、か細いけれど、切実な声。

「ラズベリー」

　私の様子に気付いてベネットが近づいてきてくれた。私は彼に頷く。

「また声がしました。それもたくさんの」

　街中に存在する人間の像には、まだ人の想いが残っている。彼らに意識があるのかは定さだかではない。でも、像の中からは確かに声がしている。

「理不尽な死に人は強い感情を抱く。君が聞いたのは、その声かもしれない」

　怨嗟。絶望。恐怖。そんな言葉が脳裏をよぎった。

　かつてここで、何千もの人が死んだんだ。

　私が今見ているのは、当時の風景に他ならない。

「……エルドラ姉さんの魔法は、こんなにたくさんの人を殺せるほど強力なんでしょうか」

「エルドラはたぶん、導火線に火をつけただけだよ」

「どういうことです？」

「オルロフは魔力が濃い土地だからね。エルドラの魔法は、恐らく引火するように地中の魔力を刺激したんだと思う。それらが大規模な爆破となり、災害と化した」

「狙ってやったんでしょうか？」

「それはわからない。でも彼女の攻撃は、元々兵器を生み出す軍需工業地域にだけ向けられていたみたいだ」

　軍需工業地域を狙ったエルドラ姉さんの魔法が、地中にあった大量の魔力に引火し、オルロフの至る所で爆破を起こした。地表に魔力が溢れ出て、オルロフの土地を超高濃度の魔力が包み、人々を魔力鉱石にしたのだろう。

　その時。

　不意に、私の脳裏にあった記憶と目の前の光景が重なった。




　大都市ロンドを思わせるような、大きな街。大勢の人が歩いている。

　不意に、一人の男性が空を指差す。釣られて、他の人たちも顔を上げる。

　視線の先に杖を持った魔女エルドラが浮かぶ。

　彼女が天へ杖をかざすと、遠方の爆発が連鎖するように広がり、街でも大きな爆発が生じる。

　人々が叫び声を上げ、恐怖で逃げ惑う中、地面に入ったヒビから目に見える気体のようなものが湧き上がった。

　視認できるほど濃密な、魔力の塊。

　その塊に吞まれた人は、異形と化してそのまま粉々に朽ち滅び、ある者は汚染される間もなく絶命し、鉱石となる。




　これは……いつかラピスで見た潜在夢の光景だ。

　夢で見た場所と、今、私がいる場所がピタリと重なっている。

　そうだ、あの夢の中では確か──

「お母……さん」

　私は、誘われるように歩き出す。

　覚えている。夢で見た、あの場面を。

　逃げ惑う人々の中で赤ん坊を抱える女性。噴き出す魔力の塊が二人を包んだ。女性は赤ん坊を包むように強く抱きしめ、地面にうずくまる。全身で赤ん坊を包んだ母親の体は瞬時に鉱石となり、それがまるで繭のように赤ん坊を守った。

　しかし、隙間から流れ込んだ魔力が、赤ん坊の目に宿り特別なものにした。

　異質なものを視認する、魔力の目。それはここで生まれた。

　記憶なんてあるはずがないのに。まるで昨日見たみたいに、鮮明に脳裏に浮かぶ。

　この街に残った感情が、私に過去を見せている。

　やがて、私は『その人』に行き着いた。

　地面にうずくまり、まるで何かを包み込むかのように丸まった女性の魔力鉱石像。

　私は思わず呟く。

「お母さん……」

　鉱石像に触れようと一歩近づく。もう少しで手が触れそうになったその時。

　誰かに肩を摑まれた。

「何やってるんですか」

　リーだった。

「魔力鉱石に触れないでください。汚染されます」

「でも、少しくらいなら大丈夫だって……」

「わざわざ自分から触れる意味はありません」

「そっか……そうだよね」

　うずくまり、絶命する母の像は、よく見ると腕の部分が破損していた。

　自然と割れたのかと思ったが、そうじゃない。私をここから助けたのは、お師匠様なんだ。

　魔力に汚染され誰も足を踏み入れられなくなった場所に、お師匠様は命を顧かえりみず飛び込んだ。当時は魔力のガスが漂っていただろうし、汚染状況も酷かったはずだ。結界を張っていたとしても、命の危険がある。それに、魔力鉱石になった人を壊すのにも抵抗があったと思う。

　それでもお師匠様は私の存在に気付いた。そして……私を護まもる母の想いを汲み取って、助けてくれたんだ。

　魔力鉱石になることを恐れなかった母。

　魔力鉱石に触れることを恐れず、私を助けたお師匠様。

　それは私の命のバトンを、二人の母が繫いでくれたのかもしれない。

　私は洟はなをすする。なんだか無性に、お師匠様に会いたい気持ちだった。

「何ボーッとしてるんですか。さっさと行きますよ」

「うん、ごめん……」

　私は笑みを浮かべて立ち上がる。すると、足元に変な感覚を抱いた。何だか、脆い気がする。

　遠方にいたベネットが、こちらを見て表情を変えた。

「いけない！　二人とも、早くそこを離れるんだ！」

　ベネットがそう叫んだ瞬間、私たちの足元が音を立てて崩れた。

　私とリーは声も出せないまま、穴の中に落ちる。

　光が遠くなる。空が消えていく。咄とっ嗟さに空中に飛んだシロフクロウの姿が目に入った。

　手を伸ばすも、届きそうにない。

「ラズベリー！」

　ベネットの声だけが、遠く遠くこだまして聞こえた。
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　叩きつけられるような痛みと共に、鋭い冷たさが全身を包んだ。一瞬混乱したが、すぐに状況を把握した。水だ。脆くなった地盤の底に、水が張っていたのだ。

「ぶはぁ！」

　どうにか水面に顔を出す。辺りが暗く、何も見えない。

「リー君！」

　声を出しながらしばらく泳いでいると、遠くから「こっちです！」と光がかざされた。ホタルの光のように頼りなく、今にも消えそうだ。私はその方向を頼りに必死に泳ぐ。

　ほとんど辺りが見えず、先も見えない水の中を泳ぐのはどうにも気味が悪い。光が近づくと、そこに誰か立っているのがわかった。リーだ。差し出された手を取って水から上がる。

「怪我はないですか。少し診ます」

　リーがペンライトで私の体をチェックする。そういえば私も探索用にライトを持っていたんだっけ。ポケットから取り出してスイッチを入れると、光がついてひとまず安堵した。

「あの高さから落ちてよく無事だったね」

　私が言うと「奇跡ですね」とリーが同調した。

「人間が生身で水に飛び込んで生存できるのは六十メートルが限界といわれてます。もっとも、助かると言ってもその高さから飛び込めば大半が死にますが」

「二人とも無傷なのは僥ぎょう倖こうってことかぁ」

　話しながら私はライトで辺りを照らし、思わず「うわっ」と声を出す。

　辺り一面を、魔力鉱石が埋め尽くしている。水の底も、側壁も、天井も、すべて魔力鉱石の結晶が満たしていた。

「すごい量の魔力鉱石……」

　よく見ると、透明な水の底に線路のようなものが走っているのがわかった。ここは地下鉄だったらしい。私たちは駅のホームにいるんだ。かなり崩れているから、全然気付かなかった。

「これだけ魔力鉱石があるとここの水も安全かわからないですね。汚染されてる可能性がある。このままだと体も冷えます。早めに服を乾かしたい」

「魔法使っちゃダメかな？」

「やめた方が賢明ですね。ベネットならともかく、普通の魔導師はこれだけ魔法鉱石があると魔法をコントロールできなくなる。最悪、詠唱に呼応して駅構内が火の海になる可能性もあります」

「詠唱ならマズいってことか……」

　ふと閃いた。

「なら、考えがあるんだけど」




「ふぃー、温かいねぇ」

　まるで温泉に浸かっているかのような声が出た。

　私が生み出した魔法陣の上に、私たちは背中合わせで座っていた。効果範囲を明確に限定できる魔法陣なら影響が少ないと思ったのだが、その考えは間違っていなかったらしい。ソフィ直伝の魔法陣構築術が役立った。

「何とか凍えずに済みましたね。ですがこの服は早く着替えたいところです。それに、検査も受けた方が良いでしょう」

「確かに長居はしたくないね。ここって地下鉄でしょ？　上れる場所があるんじゃない？」

「あなたが魔法陣を構築する間に見て回りましたが、階段らしき場所は崩れてました」

「じゃあここでベネットたちが助けてくれるのを待つしかないか」

「それも微妙かもしれません」

「どうして？」

「何日かかるかわからないからです。あの高さを下れるロープはない。魔法で降下できなくはないですが、魔法がどのように作用するかわからない場所で闇雲に使うことはしないでしょう。それに食事の心配もあります。ここでただ待つだけだと飢えてしまう」

「悲観的なことばっか言うじゃん……」

　スマホも水の中に入ったせいで壊れてしまった。わかってはいたものの、どうやら私たちは、なかなか詰んだ状態にいるらしい。

「ごめんね、私が勝手な行動しちゃったから」

「あそこが崩れるのは誰も予測できませんでした。地盤が緩くなった場所に、不用意に集まったのが悪かったんです」

「そっかぁ……」

「どうしてあなたは、あの石像の女の人を気にしたんですか？」

　話すべきか迷ったが、ここまできて隠す理由もない気がした。

「あれはたぶん……私のお母さんだったんだ」

　私が言うと、リーが静かに息を吞むのがわかった。

「私はさ、オルロフの出身なんだ。と言っても、赤ん坊の頃の話だけど。オルロフが災害に遭った時、お師匠様に──魔女ファウストに助けられた」

「じゃあ、あなたが魔法協会のプロジェクトに参加したのは……？」

「オルロフに行くため。ベネットとジャックが声をかけてくれたんだ」

「だからですか。不思議だったんです。どうしてあなたがこのプロジェクトにいるのか。ほとんど何も知らないようでしたから」

「あはは、そりゃそうだよね。私も何も知らされてなさすぎてビックリしたよ」

　私が乾いた笑いを浮かべていると、リーがこちらを振り返った。

「あなたはいつも平然としてますね。どうして平気なんですか？」

「えっ？」

　言葉の意味がわからず、反応が遅れた。

「故郷が破壊されたんでしょう。自分の母の遺体を目の前にした。なのにいつもと変わらないように見えます。一体どうして」

「どうしてって言われても……。母親っていっても赤ん坊の頃に別れちゃったし、そもそも自分がオルロフ出身だってことを知ったのも最近のことだったから実感がないだけだよ」

「それでも、街がああなった原因を知っているんでしょう？」

「えっと、まぁ……一応。そういうリー君は知ってるの？」

「もちろん知ってます」

　ハッキリと、彼は答えた。

「僕の父は、魔女エルドラによって殺されましたから」

　耳を疑った。彼は一瞬、言ったことを後悔した様子を見せた後、やがて静かに語り出す。

「僕もオルロフの出身です。幼少時代を、この国で過ごした」

「オルロフ出身……」

　まさか、とは思った。でもありえない話じゃない。オルロフから生存したのは私だけじゃないんだから。

「でも同じ出身なのに、リー君と私は顔立ちが違うみたいだけど……」

「僕の両親は元々東亜地方の人間です。父の仕事のためにオルロフに住んでいましたが、僕が七歳の頃に母は僕を連れて祖国へ帰りました。オルロフの破壊があったのは、そのわずか数ヶ月後です」

「どうして帰国を？」

「母が魔女だったからです。当時、オルロフでは軍需産業の衰退の原因を魔法にあると見ていました。それに伴い、大規模な魔女狩りの可能性が出てきた。それを危惧して、魔女だった僕の母は魔法の素養があった僕を連れて国を出たんです。でも、工房を取り仕切る職人だった父は国に残った。自分を頼ってくれるお客さんや、従業員を置いていけなかったんです」

「ひょっとしてお父さんは、昨日の工房の？」

「はい」

　少しずつ、パズルのピースがハマっていく感覚を覚える。

　昨日リーが工房で泣いていた理由も、彼が見つめていた机の持ち主も、私が見たあの記憶が誰のものだったのかも、ようやくわかった。

「僕は工房で働く父を尊敬していました。だから、父を殺した魔女エルドラを許せない」

　リーはそう言って、私の方をジッと見た。

「それに僕は、あなたのことも理解できません。あなたはこの街の過去に何があったか知っている。なのにどうして、魔女ファウストと共にいるんです？」

「どうしてって……」

「あまり知られてはいませんが、魔女ファウストはエルドラの師です。あなたも弟子なら、当然それくらいは知っているでしょう？　大量虐殺を行った弟子を、ファウストは野放しにしている。それどころか、エルドラを助長するような動きすら見えます。いくら命の恩人とは言え、自分の故郷を滅ぼした人間を庇うような師を持って、何故平気なんですか？」

　言葉に詰まった。どう答えて良いか、わからなかった。

　魔女ファウストの弟子であることは、私にとって誇りだったから。

「オルロフが魔女エルドラのせいで壊滅したと知った時、あなたはどう思ったんですか？」

「私は……」

　ピチャンと、どこかで水滴が落ちる音がする。真っ暗闇で、私たちの間にあるのは、ライトの頼りない光だけ。その中に、緊張感が漂っている気がした。

　リーの怒りはもっともだ。でも。

「私は、わからなかった」

「わからない……？」

　リーが表情を硬くする。

「私にはオルロフの記憶がないから。私にとっての故郷はラピスだし、急に本当の故郷の話なんてされてもわからないよ。それに私には、魔女エルドラが悪い人だとは思えない。彼女がオルロフを破壊したのは、何か理由があったんだと思う」

「じゃあ僕の父はエルドラに殺されても仕方のないことをしたと!?」

「そうじゃない！　そうじゃないけど……もっと、私は真実を知りたい」

　私が言うと「……やめましょう」とリーが呟いた。

「感情的になってしまいすみません。こんなところで争って体力を消耗してる場合ではなかったです」

「そだね……」

　再び静寂が戻った時、ふと疑問に思った。

「そういえば、リー君はどうやってエルドラがオルロフを滅ぼしたことを知ったの？　あまり表には出てない話だよね」

「オルロフの生存者は他にもいて、生存者によるコミュニティがあります。僕はそのコミュニティで、オルロフが崩壊した時のことを知ったんです」

「なるほどねぇ」

　冷えた風が、静かに流れていく。その風を受けてリーが静かに立ち上がった。

「さて、そろそろ体も温まってきましたし、出口を探しましょう。階段は崩れていましたが、さっきから風が流れています。流れを追えば別の出口が見つかるかもしれない」

　リーは私に手を差し伸べた。私はそっと、その手を取る。

「行きましょう」

　風の流れに沿って駅の奥の方へと進んでいくと、先へ繫がる通路が見つかった。崩れ落ちた瓦礫が水をせき止めているから、瓦礫を乗り越えれば進めそうだ。足先が濡れるが、その点は我慢するしかない。

「汚染水に足をつけるのは抵抗がありますが……」

「ささっと進んじゃえば問題ないよ」

「あなたは楽観的ですね」

　暗闇の中を進むと、瓦礫を踏み歩く私たちの足音が辺りに響いた。

　静かだった。空気が研ぎ澄まされてる感じがする。床だけでなく、天井や側壁、至る場所に存在している魔力鉱石のせいだろうか。壁がかなり崩れており、ほとんど洞窟と大差ない。足元にある線路だけが、辛かろうじてここが地下鉄であることを物語っていた。

「ここってまだ地下鉄だよね」

「一応そうですね。損傷が酷いのは、地下に充満していた魔力溜まりが一気に表へ噴出して、火山の噴火に近い現象が起こったからでしょう」

「なるほど」

　不意に、妙な光が視界に入った。通路の先の地面に光の粒のようなものが見える。

「何だろう、あれ」

　近づいてみると、光の正体は花だった。仄かに輝く小さな白い花が咲いている。通路に横道があり、そこに敷き詰められるように花が咲き誇っていた。

「リー君、こんなとこに花があるよ！」

「これは……オルロフリリーですね」

「リリーってことは、ユリの花ってこと？」

「植物には詳しくありませんが、恐らくそうでしょう。オルロフには光る花が咲くんですよ」

「光るユリの花なんて初めて見た……」

　オルロフにだけ存在する、光る花か。妙に目を奪われる美しさで、触れれば崩れ落ちそうな儚はかなさが漂っている。

「何でこんなとこに咲いてんだろ」

「わかりませんが、年月をかけて繁殖したのかもしれません」

　オルロフリリーはどこかに繫がっているように、光の道となり、先を示していた。繁殖したということは、元々地上に生えていたものがここまで育ったということだろう。だとすれば、この花をたどれば地上に出られるかもしれない。

　私たちは、静かに顔を見合わせ、頷く。

「しかしこの花、汚染されてるかもしれませんね。この中を歩くのは少し怖い気もします」

　心配するリーに私は「大丈夫だよ」と声をかけた。

「汚染された植物にしてはどれも形状がまともだからね。汚染されていたら変異して奇形になるけど、ここに咲いてる花はどれも形が自然だし。進んでみよう」

　心なしか上がり気味のテンションで、私たちはオルロフリリーの道を進む。ここから出られるかもしれないという期待があった。足の疲れも忘れ、歩く速度は徐々に早まる。

　やがて、緩やかな坂道になったかと思うと、その先に光が見えてきた。

「外だっ！」

　どちらともなくそう叫び、私たちは光に向かって走った。

　外に出ると、視界が光で染まり一瞬目がくらむ。徐々に目が慣れてきて顔を上げると、そこにあった光景は驚くべきものだった。

　私たちは、穏やかな傾斜が続く丘にいた。地下の魔力が、様々な場所で穴を空けて噴出したのだろう。私たちが通ってきたのは、その時できた穴の一つというわけだ。

　そして、そこにあるのは──

「すごい……」

　一面に咲く、オルロフリリーの花畑だった。

　白い花弁が地面を覆い、見渡す限りを埋め尽くしている。空を覆う雲の切れ間からは、太陽の光がわずかに差し込んでいて、オルロフリリーを照らしていた。

　その光景はどこか異質で、現実離れしているように感じられた。まるで天国みたいだ。

「こんなにオルロフリリーが咲いているなんて」

　リーは「思い出しました」と呟く。

「母が言ってたんです。オルロフにはオルロフリリーの花畑があり、そこは美しい光景が広がっているのだと。僕が生まれる前、父とその景色を見たそうです」

「今、リー君も同じ光景を見てるってことなのかな」

「そうかもしれません」

　すっかり花に見とれていたが、すぐに現状を思い出す。のんびりしている場合じゃない。

「早くベネットたちに無事を知らせよう。ここから戻れないかな」

「現在地がわからないから何とも言えないですね。ここまで開けた場所にもかかわらず、探索時には気付けませんでした。まるで違う場所に出たのかもしれません」

「地下を通って山を抜けてしまってたら厄介だね」

　私がガックリと肩を落としていると、リーがどこかに向かって歩き始めた。

「あそこに民家があります。何かあるかもしれません」

　リーが歩く先に目を向けると、確かにそこに家があった。

　オルロフリリーに囲まれた、レンガ造りの一軒家。破損もなく、今も誰かが暮らしていそうなほどキレイな建物だ。

　その家を見て、何故だか心臓が高鳴った。何故か見覚えのある家だった。

　家に近づき、木製のドアを開く。埃っぽい廊下が視界に入った。外観の印象通り、中が破損した形跡はない。

「普通の民家のようですね」

　リーが中に入っていくも、私は上手く足が踏み出せなかった。

「どうしたんですか？　そんなところでボーッとして」

「えっ？　う、うん。何でもない」

　気付かれないように深呼吸して、一歩足を踏み入れる。涼しいくらいなのに、額からは汗が流れていた。廊下を歩くと、ギシリと床が軋む。

　キッチンに、リビングに、夫婦の寝室。すっかり古びているけれど、ここまで状態の良い家はオルロフで初めて見た。ちゃんと片付けがされていたらしく、腐った食べ物が放置されていることもなかった。でも冷蔵庫の扉は開けない方が良いだろう。

　リビングには家具がいくつかと、赤ん坊の遊具やベビーベッドがあった。寝室には大きなダブルベッドと、手製らしい本棚や読書用の机なんかがある。

　赤ん坊と、夫婦と、親子三人で慎つつましく暮らしていた。そんな印象を受ける家だ。

「少し掃除すれば寝床にできそうですね。陽も傾いてきましたし、今夜はここで泊まった方が良いかもしれません」

　リーに私は言葉を返せなかった。

　呼吸が少しずつ荒くなる。感情を、まともにコントロールできない。

　衣装ケース、テーブル、イスの形まで。すべてどこか、見覚えがある気がした。

　記憶にないはずの情景が、何故だか心に浮かぶ。

　テーブルに置かれた、赤ん坊用のイス。私はかつて……ここに座っていた。

　遊具も見覚えがある。この小さなクマのぬいぐるみは特にお気に入りで、家にいる時はいつも手に持っていた。

　広いリビングの中央で、お気に入りのアニメを見たのを覚えている。意味は全然わからなかったけれど、私はそれが好きで、いつも大きな声で笑っていた。

　何だこの記憶は。覚えてるはずなんかないのに。

　体がふらついて壁際にもたれかかると、近くの棚に写真が飾られていた。小さな写真立てを手に取る。ここに暮らしていたであろう、三人の人が映っていた。

「あ、ああ……」

　思わず声が漏れ出て、写真を放してしまった。

　ガタッと音がして、リーがこちらに近づいてくる。

「大丈夫ですか？　顔が青いですけど」

「私、この家知ってる……」

「えっ？」

「ここ、私が生まれた家だ……」

　写真に写っていたのは、私が潜在夢で見た母の姿だった。
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　自分のルーツを知りたい。そう思ってラピスを飛び出した。

　ただ、故郷を見てみたい。その一心でここまで来た。

　でも、私はどこにたどり着けば良いのか……ゴールがずっと見えないままだった。

　旅の答えがここにあった気がした。

　赤ん坊の頃の記憶なんて、覚えているはずがないのに。何故か私の中には、鮮明に焼き付いているような気がする。

　大好きで、たくましかった父。いつも私を高く抱きかかえてくれた。父に抱かれると、護られているような気がして、安心して眠ることができた。

　優しくて、キレイだった母。いつも私に優しく微笑みかけてくれた。母が声をかけてくれると、不思議と心が落ち着いて、私まで笑顔になれた。

　朝、キッチンで母が料理をしている。香ばしいパンの焼ける匂いがして、その匂いに惹かれて父が起きてくる。私の頰を撫でて父がだらしない顔をしていると、母が呆れたように声をかける。父は母の声に促されて、しぶしぶ私から手を放し、顔を洗う。

　仕事が休みだから、両親は私を連れて近くの花畑にピクニックに出かける。オルロフリリーの咲く丘。その中心に、花の咲いていない広場がある。シートを敷いて、三人で穏やかな日差しを浴びる。

　私が花に興きょう味み津しん々しんになっていると、止まっていた蝶ちょうが飛び、驚いてひっくり返ってしまう。そんな私の姿を見て、両親はおかしそうに笑い合う。

　どうしてそんなことを覚えているんだろう。それはわからない。

　だけど、自分が何のためにここに来たのかは、ようやくわかった。

　私は確かに、愛されてこの世に生まれてきた。

　ただそのことを知るためだけに、ここに来たんだ。




「落ち着きましたか？」

　夕陽が差し込むのを窓から眺めていたら、リーが声をかけてくれた。私は「うん、ごめん」と彼に微笑みかける。

「それにしても驚きました。まさかここがあなたの実家だなんて」

「私も驚いたよ。オルロフに来た頃から、可能性は感じてたけど。もし自分の家を訪れても、絶対にわからないだろうなって思ったから」

「でも、どうしてわかったんですか？　街で母親を見つけた時といい、謎が多すぎます」

「それはたぶん、この家に残った両親の思い出や感情に触れたからだと思う」

「感情魔法というやつですか。よくわからない現象ですね」

「古い魔法だからね。わかってないことが多いんだよ。私も、こんな現象は初めてだし」

　私はそっと、両親の写真に目を向ける。当時の私は生後一年と経っていないはずだ。たとえ体験していたとしても、記憶にあるはずがない。

　街で起こった現象が再び私に起こったのだとしたら、私はやはり、この場所に残った記憶の残ざん滓しに触れたのだろう。

　両親が、私を愛してくれた記憶に。

　とても温かい記憶だった。でもその温かさを、失ったとは感じなかった。

　だって、私が両親から受けるはずだったたくさんの愛を、代わりにくれた人がいたから。

「あなたは……泣かないんですね」

　リーが不思議そうに言った。

「見つからないはずの生せい家かに帰ってこられたんだから、涙を流して喜ぶと思いました」

「生家って言っても赤ん坊の頃だからね。あまり実感がないのかも」

「でも、どこか堪えているようにも見えます。無意識に我慢してるんじゃないですか？」

「それはあるかも。昔からそうなんだよね。いじめられたり、嫌なこと言われたり、色々あったから何となく我慢する癖がついちゃったっていうか。きっと、まだ頑張らなきゃって思ってるんだと思う」

「泣いたら心が折れるってことですか」

「ちょっと違う気がする。何て言えば良いんだろ……」

　私はかつて自分が座っていたであろう椅子に触れる。

　赤ん坊だった私は、素直に泣いていた。でもいつしか、私は絶対に涙を流さないように堪えるようになった。フレアばあさんが死んだ時も、涙だけはどうにか堪えた。

「自分でもそこまで深く考えたことないけど、許せなくなるんじゃないかな。『負けるな！　泣いてる場合かーっ！』て」

　私の言葉にリーは呆れたように肩をすくめた。

「……まぁ、あなたらしいと言えばそうかもしれませんね。でもそれじゃあ、一体いつ泣くんです？」

「うーん、そうだなぁ。もし私が泣くとしたら──」

　いつか、エルドラ姉さんに言われた言葉が脳裏に浮かんだ。




　──呪いが解ける時、あなたは大切なものを失う。

　──大切なものって、私の命ですか？

　──もっと大切な、かけがえのないもの。命を投げ出しても構わないと思うほどに。




「きっと、かけがえのないものをなくしてしまう時なのかも」

　ポソリと私が呟くと、リーは不可解そうに眉をひそめた。

　陽は沈みかけており、空には宵の色が混ざり始めていた。そして同時に、窓から見えるオルロフリリーの花畑が、仄かに輝き始めている。

「保存食がありました。賞味期限も切れていない。中身も大丈夫そうですし、今日はこれを食べて早く寝ましょう。自覚はなくても体は消耗しています」

「ねぇ、リー君。その前に一つだけお願いがあるんだけど」

　食事を終え、私たちはオルロフリリーの花畑の中心へと向かった。

　ここは、かつて両親が私を連れてピクニックをしていた広場だ。夜になった今、オルロフリリーの幻想的な光に包まれている。

「本当に、ここで、いいんですか……」

「うん、大丈夫、ありがと……」

「あんまり、無駄に体力を、使わせないで、ください」

　私たちは息も絶え絶えに言葉を交わす。それもそのはずで、二人がかりでようやく運べるほどの大きな岩を、ここに運んできたのだ。

「こんな大きな岩、どうするっていうんですか？」

「石碑を作ろうと思って。この国で死んだすべての人が、安らかに眠れるように」

「石碑に祈りでも捧げるんですか？」

「ちょっと違う。ここで追悼をしようと思うんだ。感情魔法で土地に残った思い出や、記憶や、想いを集めて、空へ解き放つ。帰る場所を失った、寄よる辺べのない想いたちを」

　かつてオルロフに生きた人たち。

　彼らがまだ生きているかもしれないという、淡い望みが私たちの中にはあった。

　でも、みんな薄々気付いているんだ。もうこの国の中に生存者はいないということを。

　オルロフの国土は人が住める場所ではなくなっていた。生存者がいれば、何をどうやってでもこの国を出ているはずだ。さもないと、生きることはできない。

　たった数日滞在しただけで、被災した人がこの国に留まる選択肢はないと気付かされた。

　もし、この世界に魂というものが存在するのであれば、私が街で聞いたのは、きっと肉体を失ってさまよっている魂の声だったんだと思う。

　残された想いや感情、記憶。魂は言わば、その集合体だ。

　私が街で聞いた魂の声はどれも、行き場をなくしているように思えた。

「でも、こんな汚染地域の中心で魔法を使うなんて、何が起こるかわかりませんよ」

「大丈夫だと思う」

　私が言うと、リーは「えっ？」と驚いたように目を丸くした。

「確証はないんだけど、私、一つ気付いたことがあるんだよね」

「気付いたこと？」

「このオルロフリリーの花畑には、魔力鉱石が一つもないんだよ」

「……そう言えば、地下鉄を抜けてからこの区域ではまったく見かけませんね」

　不思議そうに首を傾げるリーに、私は首肯した。

「それはたぶん……オルロフリリーが、この土地を浄化したからだと思う」

　荒廃したオルロフの大地でも、オルロフリリーがこれほどまでに繁殖した理由は一つだ。それは、オルロフリリーが魔力を栄養に変え、繁殖する植物だからだろう。

　オルロフリリーの輝きは、魔法を使う時の魔力反応によく似ていた。

　もし大量の魔力に汚染されたオルロフの土地を、長い間オルロフリリーが浄化してきたのだとしたら。災害の後、わずかに残ったオルロフリリーが繁殖し、誰も近づけなくなったこの土地を回復させてくれていたんじゃないだろうか。

　オルロフの地は、まだ死んでなんかない。

　もう一度、かつての姿を取り戻そうとしている。

「オルロフリリーが浄化したこの場所なら、この土地に存在する人々の想いを追悼できる」

　だから、信じてほしい。言葉にはせず私が見つめると、リーは何故だか呆然とした顔で私を見つめていた。

「何故だろう……不思議です」

「何が？」

「あなたの言葉には何の根拠もない。リスクの方が遥かに高い。なのに僕は今、あなたを信じたいと思っています」

　雲一つない満天の星と、仄かに輝くオルロフリリーに囲まれたこの場所は、まるで星の世界に立っているかのように幻想的で。

　大切な人を見送るには、最適な気がした。

　私は、静かに天へ手を伸ばす。指先に意識を集中させ、空に輝く星々を摑むような気持ちで、手のひらをそっと握り込む。そして、静かに思い出すんだ。南亜や中東でベネットの感覚を借りて、いろんな人の感情に想いを馳せたことを。

　ベネットとやってきた大魔法の感覚をもう一度。今度は、一人で再現する。

「みんな、ここに集まって……」

　私は手を伸ばし、そっと呼びかける。この街に眠る、死せる者の魂を。

　すると、どこからか青白く光る玉のようなものが飛んでくるのがわかった。それは、誰かの感情や想いや記憶が、目に見える形に姿を変えたものだ。

　私は、もっともっとたくさんの魂に呼びかける。星に手を伸ばし、どこまでもどこまでも遠くへ。
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　──私たちが落下したあと、ベースキャンプに戻ったベネットたちは急いでジャックに事の次第を話したそうだ。

「早く助けないと！　一刻を争うんだ、ジャック！」

「落ち着けベネット！　俺らが今焦っても仕方ねぇだろ！　魔法協会に報しらせは入れた。救援が来るまで耐えろ！」

「それじゃあ間に合わなくなるかもしれない！」

　穏やかだったベネットがそこまで慌てる姿を見せるのは、初めてだったかもしれない。ベネットがテントを出ると、旅の仲間たちが悲壮な表情で彼を見つめた。

「ベネット！　メグとリーはどうなったんですか!?」

　すがりつくように尋ねるシャオユウに、ベネットはただ「すまない」とだけ答えた。アボサムは静かに顔を落とす。

「お弟子さんとリーはきっと生きてるよ……。ね、ベネット」

「……わからない」

　乾いた笑みを浮かべるオズに、ベネットはただ首を振ることしかできなかった。そんなベネットを、シロフクロウとカーバンクルは不安げに地面から見つめる。

　ベネットが手を差し出すと、二匹はそっと彼の肩に乗った。

　皆が深刻な表情を浮かべていた。まるで葬儀のように、絶望と悲しみが満ちていた。

「ラズベリー……」

　陽が傾いても、ベネットは魔力探査を続けた。そして、ベネットの元をシロフクロウとカーバンクルは片時も離れなかった。

　杖をついて街に向かい、意識を集中して私たちの魔力を探る。しかし、飽和した魔力に包まれたオルロフの地では、たとえ世界最高の魔導師といえども、まともな魔力探査は不可能に近かった。

　夜になり、空一面に星が瞬く。

　光のないオルロフの地で星々の輝きは異様なほど映えた。

「ベネット、まだやってんのか」

　いつの間にかそばに立っていたジャックが、コーヒーの入ったマグカップを渡してきた。

「いい加減休め。お前まで倒れたらどうすんだ」

「すまない、ジャック。やらせてほしい。ラズベリーたちが事故に遭ったのは、僕の監督責任だ」

「ベネット……」

　その時。

　最初に異変に気付いたのはベネットだった。

「ジャック、何か妙じゃないか？」

「妙？　何がだ？」

「気配が、おかしい」

　ベネットが口にするのと、二人の目の前を青白く光る玉が通り過ぎていくのはほぼ同時だった。元より、魔力に精通した七賢人の二人である。これまでに数多くの異変と対面してきた。今さら霊魂を見たとしても、彼らにとっては動揺する理由にはならなかっただろう。

　だが、その時は違った。二人は不意に何かを悟った。

「行こう、ジャック」

「あぁ……」

　留守を他のスタッフに託し、二人は誘われるように光を追う。自分たちが戻らなければ、魔法協会を頼れ。その言葉だけを仲間に残して、ジャックとベネットは車に乗り込んだ。後部座席には、シロフクロウとカーバンクルの姿があった。

　彼らは街を抜け、やがて開けた西側の農業区域へと入った。

「何だよこれ……」

　その光景に、ジャックは思わず声を上げる。

　遥か遠方に、巨大な光の玉が浮かんでいた。

　それは正確には集合体だった。魂が何千、何万と集い、一つの塊になっている。

　規格外の規模で、魂の集合体が存在していた。

　そして、彼らは同時に目にした。その規格外の魂を集わせている、一人の魔女の姿を。

「あぁ……」

　まるでため息を漏らすように、ベネットは感嘆の声を上げる。

「ラズベリー……君はどこまで僕を驚かせるんだい」
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　オルロフに生きた人々の魂が集まっている。渦を巻くような感情の中に、たくさんの人の声を感じた。まるで映画をいくつも上映しているかのように、映像が次々と脳裏に流れる。

　ここにあるのは、記憶と、想いと、感情だ。

　かつてこの街に生きた人たちが生きた軌跡そのものなんだ。

「すごい……」

　リーが呟くように声を上げる。私たちは同じものを見ていた。天に瞬く星々と、オルロフリリーの光に包まれた、まるで満月のように輝く魂の集合体を。

　何時間でも見ていたくなるような、美しくも幻想的な光。この光は、私の呼びかけに呼応してここに集った。

　これが魔法かどうかは、もう私にはわからない。

　ただ……途方もなく膨大な力を、自分が操っていることだけは確かだった。

　一つ、また一つと魂が天へ昇っていく。魂は消える瞬間、一瞬だけ生前の姿を映し出した。

　リーのそばに、一つの魂が近づいてくる。不思議に思ったリーが魂に手を差し出すと、魂は一人の男性へと姿を変えた。

「父さん……？」

　リーが語りかけると、男性は手を振る。

　その男性に、リーは思わず目を見開いた。

「父さん！」

　天に伸ばされた手が触れる前に、リーの父は静かに姿を消した。

　父を見送るリーは、瞬きすることもなく涙を溢れさせた。

　彼の頰を流れた涙は、ゆっくりビンへと落ちた。

　いくつもの魂が天へと昇っていく。すると、私の周囲を囲むように巡っていた二つの魂が、人の姿をかたどった。

　優しそうな女性と男性の姿。

　彼らはそっと、慈しむように私の頰へと手を伸ばした。




　──大きくなったね、メグ。




　言葉を聞いたわけじゃない。でも確かに、そう言われたのがわかったんだ。

　私は泣かない。かわりに大きく笑ってみせた。

　彼らが安らかに逝ゆけるように。私を愛してくれた人たちが、ただ静かに眠れるように。

　お父さん、お母さん。私、ちゃんと幸せに生きているよ。だから。

「私を愛してくれて……ありがとう」




　すべてが終わり、魂の光が完全に消えた時、私たちは駆けつけたベネットとジャックに助けられた。二人は私が行った追悼に集う魂を追ってきたのだという。

　街の人たちと、私たちの想いを眠らせるための儀式。ただの自己満足だったかもしれない。でも結果としてそれが、私たちの命を助けることに繫がった。

　ベースキャンプに戻ると、仲間の皆が出迎えてくれた。リーも私ももみくちゃにされた。

「馬鹿メグゥ！　心配したんだからっ！」

「シャオちゃん、心配かけてごめんね」

「ベネットもお疲れ様でした」

「ありがとう、アボサム」

「ジャック先生！　もう、急に出ていかれては困ります！」

「すまねぇ、テレス」

「リーも助かって良かったよぉ」

「命拾いしました」

　私たちの生還を知って皆、心から喜んでくれていた。

　こうして、たくさんの想いを受け取って、私たちのオルロフ調査は終わりを告げた。




　オルロフを出た私とリーは、そのまま隣国の病院へと搬送され、検査入院を余儀なくされた。

　しかし幸い、魔力に汚染されている形跡はなかった。

「まるで、奇跡みたいだなぁ」

　約一週間の入院を経て、ようやく退院となった私とリーはロビーのイスに座っていた。

　他の皆はもう空港に集まっているらしい。今は迎えの車を待っている最中だ。

「にしても、どうして私たち助かったんだろう。あれだけ魔力濃度が高い場所にいたのに」

　足元で戯たわむれているシロフクロウとカーバンクルを眺めながら、ふと疑問が浮かぶ。

　すると、リーが何か考えるように顎に手を当てた。

「……いくつか理由はあると思います」

「理由って？」

「まず、あの地下です。魔力濃度は高かったですが、大気は汚染されていなかった。オルロフの街と同じく、気化した魔力が重力で地面に落ちて、結晶化していたからだと思います」

「確かに空気は澄んでた気がするね」

「それに、事前に防護用としてベネットの結界がかかっていたのも大きかった。世界一の魔導師の結界です。かなりの効果を発揮してくれていたのは間違いないでしょう」

「でも水は？　あれだけ水の中泳いだのに、まったく害がないなんてことある？」

「それなんですが……」

　リーは何故か言いよどむ。

「どしたの？」

「いえ、これは完全に単なる推測だなと感じまして」

「えぇ……今さら？　聞かせてよ」

　やがて折れたのか、リーは静かに話し出した。

「オルロフリリーですよ」

「オルロフリリー？」

「あの花は地下深くまで繁殖していました。オルロフの地下はかなり広いようでしたから、もし、他の場所でも繁殖していたとしたら」

「オルロフリリーが水も浄化した？」

　私が言葉を継ぐと、リーは頷いた。オルロフの土地を浄化したのがオルロフリリーだとしたら、地下水を浄化した可能性だってありえるわけか。

　私が感心していると、リーは「失敗しました」と肩を落とした。

「あの花は持ち帰るべきでした」

「どして？」

「当然でしょう。オルロフリリーが魔力に汚染された土壌を浄化するなんて誰も知らなかったんですから。あの花には研究の価値があります。魔力汚染された土地はオルロフだけではありませんし、ひょっとしたら薬にも使えたかもしれない。魔力汚染の……特効薬に」

「えっ？　マジで？」

　私は驚いてポケットに手を突っ込んだ。

　中に入っていたものを手に摑んで広げると、リーは怪訝な顔をする。

「何です？　その平べったい物は」

「オルロフリリーの種だけど……」

「はっ？」

　すると、彼は今まで見たことないような驚愕の表情を浮かべた。

「今なんと？」

「いや、オルロフリリーの種。たまたま種つけてるの見つけてさ。うちの森で育てようと思って持ってきたんだー！　なははは、あは、あははは……は」

　私が乾いた笑いを浮かべると、リーはガタガタと小刻みに震える。ヤバい、目がマジだ。

「あなたって人は……」

「や、やっぱマズかった？」

「とんでもないミラクルですよっ！」

「あが、あがが、おごごごご」

　彼はブンブンと私の肩を摑んで揺さぶる。

　怒っているのか驚いているのかわからないリーの姿は、なんだか新鮮で。

　騒いでいる私たちを見て、使い魔たちが不思議そうに首を傾げていた。
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　空港に着くと、すでにプロジェクトメンバーが一堂に会していた。

　全員が全員、手を取り合って別れを惜しんでいる。もうこの仲間ともお別れか。数ヶ月は一緒に暮らしたのだから感慨深い。

「ラズベリー、無事退院できて良かったね」

　ベネットが笑みを浮かべ、私は「ご心配おかけしました」と頭を下げた。

「ここで挨拶してるってことは、皆とは別れる感じですよね」

　私が尋ねるとベネットは頷いた。

「今回は色々トラブルもあったからね。他のメンバーは帰すことにしたんだ。それぞれ今日を境に、各おの々おのの人生に戻っていくことになる」

「そっか、なんだか寂しいな……」

　すると全員揃ったのを見て、ジャックが「じゃあ、そろそろだな」と声を出した。

「皆、長旅ご苦労だった！　後は魔法協会がお前らを送迎してくれる手はずになってる！　事後報告は俺とベネット、メグ・ラズベリーで行う！　今日は家に帰って休んでくれ！　また会おう！」

　ジャックの号令と共に、どこからともなく拍手が湧き上がった。その様子に、長かった旅の終わりを感じる。

　最初は中々動き出そうとしなかった皆も、時が経つと共に一人、また一人と帰路へついていった。

　少しずつ人が少なくなるのを、私は静かに眺める。すると、ポンと背後から肩を叩かれた。

「メグ」

　シャオユウだった。

「シャオちゃんともお別れだね。寂しいなぁ」

「私はぜんっぜん寂しくないわよ。あんたみたいにやかましい奴がいなくなって、せいせいするわ」

　彼女はフイと顔を逸らせた後、少し照れくさそうにこちらを一瞥する。

「……あんた、いつか東亜地方に来ることがあれば言いなさいよ。ううん、用がなくても会いに来なさい。命令よ」

「用はあるじゃん」

「えっ？」

「シャオちゃんの故郷の湖を見てみたいし、シャオちゃんに会いたいよ？」

「……馬鹿」

　シャオユウはしばらく泣きそうな顔で唇を嚙みしめると、「じゃあね！」と言ってさっさと歩いていってしまった。私はその背中に向かって、小さく手を振る。

「寂しくなるねぇ」

　いつの間にか近くにいたオズが、いつものいたずらっぽい笑みを浮かべながらウインクした。

「お弟子さん、湿っぽいのはゴメンだから別れは言わないでおくねぇ。ご縁があればまた会えるでしょう」

「うん、オズもありがとう」

「じゃあねー」

　オズが去っていく。すると、不意に横からスッと握手を求める手が伸びてきた。

　アボサムだった。

「ミス・メグ。あなたに会えて良かったです。とても刺激的な毎日だった」

「私も会えて良かったよ。いつか絶対、アボサムの国にも行くね」

「その時は家族を紹介します」

「楽しみにしてる」

　一通り別れを惜しんで、皆を見送った。

　彼らの背中がすっかり見えなくなった時。

「メグさん」

　テレスさんが挨拶に来てくれた。

「今からアクアマリンに戻るんですか？」

「はい。ジャック先生にココちゃんの様子を見てほしいって頼まれてしまって」

「ココも久々に会いたいなぁ。よろしく伝えておいてください」

「もちろんです」

　テレスさんは優しく目を細める。

「ジャック先生のこと、よろしくお願いしますね」

「テレスさん、ジャックの奥さんみたいっすね」

「やだっ！　妻だなんて！　んもう！」

「うぐふぅ！」

　とてつもない膂りょ力りょくで背中を叩かれ、思わず地面に倒れ込んだ。可か憐れんな見た目のくせにとんでもないパワーの持ち主だ。

　すると、倒れ込んだ私に手を差し伸べる人がいた。リーだった。私は彼の手を取って立ち上がる。

「ありがと。リー君も元気でね」

　すると彼は、どこかバツが悪そうに俯いた。

「僕はまだ、魔女ファウストと、エルドラを許していません。僕にとって、彼女たちが取った行動に正しさはないと思っています」

　そして彼は顔を上げ、今度は私の顔をまっすぐ見つめる。

「でも、あなたのことは──メグ・ラズベリーという人のことは信じてます。あなたは道を踏み違えない。きっと、たくさんの人を救える魔女になるはずです。だからどうか、今のままのあなたでいてください」

「……うん、わかった。ありがとう」

　私が微笑むと、彼はどこか照れくさそうにはにかんだ。
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　いよいよ空港に残ったのは、私とベネットとジャックだけになった。

「よし、じゃあ俺らも行くか」

「あ、その前に少しだけ、話があるんだけど」

「あん？　何だよ改まって」

　私は二人に、そっとオルロフリリーの種を見せる。

「ラズベリー、これは？」

「オルロフリリーっていう、オルロフにだけ咲くユリ科の植物の種だよ。詳しくは後で話すけど、ひょっとしたら魔力汚染の薬になるかもしれない」

　私の言葉に、ベネットとジャックが驚きで目を見開く。

「お前、そりゃ本当か？　もしそれが本当なら、とんでもねぇ発見になる。歴史に名が残るぞ」

「わからないけど、可能性はあると思う。ただ、種から栽培するとなると時間もかかるし、土壌も気温も違うから、上手く育つかどうかわかんないけど……」

「それなら、北米の精霊の森に行くべきだろうね」

「精霊の森？」

　私が尋ねると、ベネットは頷く。

「言の葉の魔女クロエが管理する、どんな植物でも育つ森だよ」

「そんな場所があるの……!?」

　確かに北米には精霊がたくさんいるとは聞いたことがあるけれど、まさかそんな万能の土地が存在するとは思わなかった。

　するとジャックも同意するように頷く。

「確かに精霊の森なら、育てるのが難しい植物も育つかもしれねぇ。理と繫がるクロエに話を聞けば間違いないだろ。あと薬の研究開発なら、祈を呼んどく必要もあるな」

「祈さん！　クロエ！　久々に会いたいなぁ！」

「慌てなくても、すぐ会えるよ」

　ベネットが苦笑していると、ふと思い出したのか「それよりお前」とジャックが口を開いた。

「涙はどれくらいまで溜まったんだ？　一番大事だろ」

「えっ？　えっと……結局オルロフでは涙を得られなかったから、全部で七百粒くらいかな？」

　涙のビンを取り出そうとして、私は違和感に気が付く。中東に出た時に比べて、ビンがかなり重くなっていた。

「何で……？」

　取り出したビンを見て、思わず言葉を失う。

　オルロフに入るまでは三分の二程度だった感情の欠片が、ビンのほぼ九割近くまで増えていた。

「はっ？　どうなってんのこれ!?」

「ラズベリー、これは……オルロフの皆の涙じゃないか」

「オルロフの皆って、死者の涙ってことですか？」

　ベネットは首肯する。

「生者の涙には及ばなくとも、君に追悼された何万もの魂……彼らの流した涙が少しずつ集まって実体を持ったのだとしたら、それは生者の流す感情の欠片に匹敵するのかもしれない」

「そんなことあるのかな……」

　だけど、そうとしか考えられない。さもないとこの涙の量は説明がつかないからだ。

　それに、私も信じたいと思った。

　お父さんとお母さんが流した涙が、この中にあるかもしれないから。

　私の余命は、あと五十日。残る涙は、恐らく百粒前後。

　それは十分可能な数字であることをこの旅が教えてくれた。

「可能性が見えてきたね、ラズベリー」

「はい！」

　旅の仲間と、生まれ故郷の人たちの涙。たくさんの人たちの想いが、私に生きる意味をくれた。

　この旅で得た出会いと、見たものは、一生忘れない。

「行こう、北米へ！」
















「じゃあ、留守を頼んだよ、お前たち」

　ファウストは使い魔に声をかけて家を出た。

　星の核の完成と発表。その最終任務をこなすためだ。

「ファウスト様、お出かけですか？」

　駅に入ろうとすると見知った顔が声をかけてきた。メグの友達のフィーネだった。

「少し出張でね。数ヶ月は留守にする予定だ」

「そんなに長期間……。メグもいないですし、ちょっと心配ですね。もしよければ、たまに家の様子を見ておきましょうか？」

「大丈夫だ。使い魔たちが上手くやるだろう。それなりに仕込んである。魔女の使い魔っていうのは、色々できるもんさ。何かあった時だけ助けになってやっとくれ」

「もちろんです」

　しばらくフィーネと世間話をしていると、すぐに電車到着のアナウンスが流れてきた。フィーネが「いけない」と声を出す。

「すいません長話しちゃって。ファウスト様、どうかお気をつけて」

「ああ、ありがとうね」

　改札に足を向けたファウストは、ふと足を止めた。

「フィーネ」

「はい？」

　見送ろうとしていたフィーネはキョトンと首を傾げる。

「メグのこと、よろしく頼んだよ」

「はい。……ファウスト様、何だかもう会えないみたいじゃないですか」

「ふふ、確かにそうかもしれないね」

　ファウストはフッと笑みを浮かべて、街に目を向ける。

　賑わう人々の声を全身で受けるようにそっと深呼吸し、目を細めた。

「名残惜しいものさ……。故郷を去るというのは」

　そしてファウストは、改札を抜けた。
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　永年の魔女ファウストは両親と二人の兄がいる貧しい家庭に生まれた。五人家族ではろくな食事を取ることができず、わずかな食事のほとんどをファウストは二人の兄に奪われた。

　幼いファウストはいつも痩せこけており、お腹なかが空いていた。

「ファウスト、出かけよう」

　ある日、父が森の中にファウストを連れ出した。

　その森は獰どう猛もうな動物が多く、足を踏み入れてはならないといわれている森だった。

　森の奥深くまで入り、父はファウストから手を離す。

「お父さん、どうしたの？」

「許せファウスト。うちにお前を育てる余裕はないんだ」

「お父さん、どこに行くの？　私も一緒に家に帰る！　ねぇ、置いていかないで！」

　しかし去った父は、二度と戻ってくることはなかった。

　幼く、また労働力にもならなかったファウストは、家族に捨てられたのだ。

　獣たちの気配に怯えながら、ファウストは当あてもなく森をさまよった。

　彼女が動物たちの餌になるのは、時間の問題に思われた。

　だが。

「あなた、こんなところでどうしたの？」

　そんなファウストに声をかけた女性がいた。

　森に山菜を取りに来た魔女、シェリルだった。




　シェリルは大勢の子供の面倒を見る善よき魔女だった。

　魔女が忌いみ嫌きらわれる時代ではあったが、彼女の住む村ではその存在が受け入れられ、シェリルは知恵を村の子供たちに授けていた。子供たちはいつもシェリルの元に集い、多くのことを学んでいた。シェリルの住む館は、さながら小さな学校だった。

　幼いファウストを連れ帰ったシェリルは嫌な顔もせず彼女の面倒を見てくれた。彼女がいなければ、ファウストは野垂れ死んでいただろう。

「ファウスト、また魔法を勉強しているの？」

　ある日、シェリルがファウストに声をかけた。

　ファウストが村に来て五年の月日が経った、十歳の頃だった。

「たまには他の子と一緒に遊んだらどう？」

「私に友達はいりません。どうせ皆……いずれどこかに行ってしまうんだから」

「ファウスト……」

　ファウストは家族に捨てられた自覚を持ち、いつも心に孤独を抱えていた。人の裏切りを恐れたファウストは同年代の友達とも距離を取り、誰とも話さないようにしていた。シェリルはそれをずっと気にかけているようだった。

「ファウスト、あなたの学んでいる魔法は、人の心に寄り添うものよ。だから、あなたは人と繫がれるようにならなきゃ」

「何ですか、それ。人の心に寄り添わなくても、魔法は使えますよ」

「でも、あなたには人の痛みや喜びがちゃんとわかるようになってほしいの。ファウスト、あなたには魔法の才能がある。あなたはきっと、素晴らしい魔女になれるわ。だから、たくさん人を助けて、人に喜ばれる魔女になりなさい。いろんな人を笑顔にする……そんな魔女にね。そうすればきっと、偉大な魔女になれるから」

「偉大な魔女？　そんなものになってどうするんですか」

「時代を変えるの」

「時代を……変える？」

「昔、私に魔法を教えてくれた人が話していたのよ。最初に魔法を生み出して、世界中に広げてくれた魔女は、たくさんの人と仲良くなって、人のために魔法を紡いだって。彼女のお陰で魔法は広がり、人々の暮らしはずっと楽になった。彼女のお陰で時代が変わったのよ。魔法がない時代から、魔法がある時代へ」

「そんな人がいたんだ……」

　ファウストは少しだけその話が気になる。もし時代を変えることができれば、自分のように孤独な子供のいない、希望に満ちた世界になるだろうか。

「先生、私もその魔女みたいに、時代を変える魔女になれますか？」

「そのためには、まずお友達を作らなきゃね」

　シェリルはそっと微笑む。

「魔法の極意は心で撃つこと。そして、いつも笑顔でいることよ」

「心と、笑顔……」

「そう。相手の心に寄り添って、笑顔で元気づけてあげれば、あなたの魔法はもっと大きなきらめきを与えてくれるわ。あなたの魔法はきっとたくさんの人に届く。だから笑ってみて、ファウスト。偉大な魔女はね、どんな時にも笑うものよ」

「こう……ですか？」

　ファウストは強張った笑みを浮かべ、それを見たシェリルはクスクス笑った。

「笑顔はもう少し練習がいるわね」




　コンコン。




　不意にノックの音が鳴り響き、ファウストの意識は現実へ引き戻された。

　ラピスを出て数ヶ月が経っていた。魔法協会が用意した臨時のオフィスにファウストはいる。

　この数ヶ月間、このオフィスに籠もり、星の核制作の最終工程へと着手していた。

　オフィスにはかなりの資料が置かれている。魔法の呪文や、魔法陣に関する書物、化学物質と魔法の融合について言及した資料、最新の魔法学による論文など、その内容は多岐にわたる。

　それもこれも、万が一にも星の核による事故が起こらぬよう万全の態勢を整えるためだった。

「妙なことを思い出しちまったもんだね」

　疲れのせいだろうかとファウストは考え、立ち上がるとドアへと近づいた。「誰だい？」と問いかけると、ドア越しに声が聞こえる。

「あのー……ファウスト様。依頼されていた資料が届いたのでお届けに上がりました」

「入りな」

　ファウストが声をかけると、魔法協会のスタッフらしき女の子がドアを開いた。

　あまり見ない顔だ。新人かもしれない。

「ご苦労だったね。運び込んどくれ」

「は、はい！」

　あくせくと作業する女の子を何げなく眺める。二十代半ばくらいの強い眼差しをした女の子で、どこか不詳の弟子に似ていた。あの子が大きくなったらこんな感じかもしれない。

　バタバタと働く彼女の姿に、ラピスにいた頃を思い出し、そっと目を細める。

　時代を変える魔女か。メグはきっと、時代を変える魔女になるだろう。

　師であるシェリルより学んだかけがえのない教えを後世に残すことこそが、ファウストが今日まで生きてきた『生きる意味』でもあった。始祖の時代から紡がれた人の心に届く魔法を、時代を変える魔女に正しく届ける。それが、自分に与えられた使命だと考えていた。

　メグは感情を読めるようになった。もうすぐその使命も果たされる。

　メグに余命宣告をしたあの日。ファウストは二つの未来を同時に見ていた。

　一つは、滅び去った世界で、一人老婆となったメグが死んでしまう凄惨な姿。

　あれはきっと、メグ自身が本来迎えるはずだった未来だ。しかし、彼女が成長したことで、その未来はすでに回避されつつある。

　そしてもう一つは、恐らくファウスト自身が実際に未来で目にする光景。

　その光景は──

「新しい時代が始まる瞬間なのかもしれないね……」

　幼い自分が夢見た、誰も孤独にならないような、希望に満ち溢れた時代が始まろうとしているのかもしれない。

　すると、不意に机の上に置かれた古い型の電話が鳴った。ファウストは受話器を手に取る。

『ファウスト、僕だよ』

　電話の主はよく見知った相手……ベネットだった。

「ベネット、電話とは珍しいね。元気そうで何よりだ」

『そっちもね』

「今日は何の用だい？」

『今から北米へと向かうから、知らせておこうと思ったんだ』

「そうかい。ご丁寧なこったね」

『君も今は北米だろ？　ラズベリーを見たら驚くよ。この旅でとても立派になった』

「ふふ……そりゃ嬉しい報告だ」

『落ち着いたら皆で顔を出すよ』

「必要ない。いずれ会えるだろう。こっちも今はまだ忙しくてね、時間がなかなか取れない状況だ。星の核の最終工程でてんてこ舞いさ」

『そうか、それは残念だね。じゃあ、また会えるのを楽しみにしているよ』

「あぁ」

　ファウストは電話を置き、ふぅとため息を吐いたあと、少し笑みを浮かべた。

「ファウスト様、作業終わりました」

「あぁ、すまないね。手を取らせてしまって」

「何だか嬉しそうですね。どうかなさったんですか？」

　スタッフの女の子が不思議そうに首を傾げている。

「何、不肖の弟子がもうすぐこっちに来ると報せがあってね。少し思い出しただけさ」

「大切にされてる方なんですね」

「家族みたいなもんだからね。あんた、家族はいるのかい？」

「はい。でも両親は死にました。今は妹と二人暮らしです」

「そうか、辛いことを聞いたね」

「いえ、昔の話ですから気にしないでください」

　少し世間話をした後、彼女は「いけない」と声を上げた。

「そろそろ戻らないと。じゃあ失礼します」

「手伝わせてすまなかったね」

「いえ、構いません」

　出ていく女の子に「ちょっと待ちな」とファウストは声をかけた。

「風邪引くんじゃないよ」

「はい」

　女の子が出ていくのを見送って、ファウストはフッと笑みを浮かべた。我ながら、らしくない声のかけ方をしたなと一人で反省する。

　すると再びコンコンとドアがノックされた。さっきの子が戻ってきたのだろうか。

「入っといで」

　ファウストが言うと、姿を見せたのは先程とは別のスタッフだった。

「ファウスト様、エルドラ様がお待ちです」

「あぁ、すぐ行くよ」

　ファウストは立ち上がると、机に飾った騒がしい愛娘の写真を見つめる。ラピスで使い魔や街の住民たちと撮影した一枚だ。普段写真撮影などしないが、メグが旅に出る前にラピス市長のカーターの勧めで撮影した。

　ファウストはそっと、写真に語りかけた。

「お前が時代を変える魔女になるんだ、メグ・ラズベリー」








あとがき






　作者の坂さかです。

『ある魔女が死ぬまで』第三巻を手にとってくださりありがとうございました。

　読者の皆様を始めとし、今回製作に携わってくださった関係者各位にもこの場をお借りしてお礼申し上げます。




　一巻が発売されて早三年。Ｗｅｂでの連載期間も合わせると五年以上が経たちました。

　五年も経つと心境や生活も大きく変化するもので、当時メグ寄りだった僕も今では少しずつファウストの方に共感するようになってきました。

　こうしていまだにこの作品と向き合い、作者としてメグたちと顔を突き合わせていることが妙な縁だなと感じます。特に付き合いの長いのは祈いのりで、元々別の作品から引っ張ってきた人なので七年の付き合いとなります。僕はそんな友達みたいな人の足を臭くしてしまいました。僕の罪です。




　今回から物語の後半部に入ります。

　三巻はＷｅｂ版からの変更点が多く、登場人物の人数や配置も変わりました。既存のキャラクターは全員強化されているのですが、特にシャオユウは強いキャラクターになっています。メグがボケとツッコミをスイッチできるため、相方がソフィかシャオユウかでメグの見え方も変わり、書いてて楽しかったです。シャオユウはなかなかキツイ性格の女の子ですが、口調は結構優しかったりします。ちなみに作中で一番口が悪いのは間違いなくソフィです。




　話のテイストもかなり変わりましたが、メグが嬉うれし涙なみだを集めるために必ず辿たどらねばならない道程だったなと思っています。元々は南アジア、中東に加えてアフリカを舞台にする予定でしたが、旅のルートが完全におかしなことになるなと思い現在の形に至りました。

　また、今回から少しずつファウストの人物像も浮き彫りになってきました。

『ある魔女が死ぬまで』は元々カクヨムで連載していたものを書籍化しています。

　カクヨムで連載していた時はメグ・ラズベリーという一人の少女が成長する物語にしていました。

　書籍ではメグとファウスト、二人の物語にしたいと考えていまして、今回から少しずつその点に焦点を当てています。

　物語も佳境に入り、次巻が最終巻です。

　無事に出版できるよう、読んでくれた方に納得してもらえるようなラストにできるよう頑張りますので、引き続き応援していただけると幸いです。

　最後までメグの物語を共に見届けていただけると嬉うれしく思います。
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【初出】

本書は、2021年にカクヨムで実施された「電撃の新文芸２周年記念コンテスト」の「熱い師弟関係部門」で《大賞》を受賞した『ある魔女が死ぬまで －メグ・ラズベリーの余命一年－』を加筆・修正したものです。












この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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